
林野土壤調査報告

第10号

昭 和 34 年 2 月

FOREST SOILS OF JAPAN

REPORT 10

February 1959 

GOVERNMENT FOREST EXPERIMENT STATION 
Meguro, Tokyo, Japan

農林省林業試験場
東京.目黒



森林土壤の化学的性質お よ び

腐植の形態に関する研究

河 m 弘"

目 次

頁

第1 は まえが き..............................................................  2

第2 実験および野外犹正方法.....................................................  3

第1m 土ﾡの化的性......................................................... 3

第2m ﾡﾡの形 態........................................................... ・

第3節 野 外 調 査..........................................................  5

第 3 は 褐色森林土壌群の土埃型 と 化学的性黄お s びﾡﾡの形態と の関保..............  5

第1節 藤 尾 土 ﾡ........................................................... 6

第2i 岩瀬土城(T).............................................................................. 12

第3i 仁 明 土 壊........................................................... 19

第1節 Be 飛 土 壊...........................................................26

第5m * 察............................................................... 33

第 4 堂 ﾡ性が ドゾルおよび適調性ボド ゾルの土旅型と化学的性およびﾡﾡの形店

との関保..................................................................... 42

第1簡 乾性ボド ダル..............................................................3

第2節 適潤性ポドゾル...........................................................49

第3簡 考 ※............................................................... 55

第5 .然色土城群の土案型と化学的性貢および覆植の形他との関係................. 57

第1節 落 合 土 城...........................................................58

第2簡 波 1111 土 城...........................................................65

第3部 交楽域土境............................................................72

第4部 岩土ﾡ(I)................................................................................76

第5簡 ぢ ※................................................................ 78

第 6 章 号察-各土泉群お よ び各士ﾡの特改 と 区分.................................. 80

第 1 m 環境因子の化学的性質お よ ぴ慌欧の形態; こお よ す影部.....................81

第 2 i 贋紙の形態の相違; こ もとっく 各土壌ﾡの区分.............................84

第 3 節 色森林士ﾡ群の各士壌砲の特徴 と区分.................................... 84

第 4 節 ﾡ性およ び適洞性ボ ド ゾルの特破 と区分.................................... 88

第5節 色土ﾡ辞の特破 と区分................................................... 89

第6節 主要林木の成共 と 土壊型 との网係..........................................90

第7節 ま と め................................................................ 92

第7 総 括.................................................................. 92

引 用 文 献...................................................................... 93 

(1) 木間分場土研究室長 ・ ﾡ守間士

本研究は書者の木場土加調吏部在職中に行われた。
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第1章まえがき

わが国の浅林資源は第 2 次大戦中およびその後の位採証ﾡのつ滅な地大のために1迫に誠少のガ向とた 

とりつつある。これに対する当然の対策として. #地生産力の強化がﾡ望されているが. その日的につ 

て森林土ﾡの面では土壌調が:全国的に広く行われている。土畑ノ左の成果;こ もとづいて集約的な林笔郎 

営と実婚するためには. 後林土塊の分頂体系の確立と 各土壌型の理化学的性質の泮得な究明がきわめてホ 

ﾡな課題である。

現在森林土螺民で用いられている分項体系は. 大政""のプナ林地帯の土ﾡの研究にもとづいて諾立さ 

れたものである。ナなわち, 师氏の研究は気候. 地形および地形に左右されるはにﾡの影部 卜城の 

水状態の相違にもとづいて, MARnuT の Local environment groups に相当行ナる各土ﾡ刑に形態的 

に分類されたものである。

自然土壊である森林土城の諸性質は,その生生成に関 サL た琦境諸因子の影髒を明らかに反映する ものと 

いえる。したがつて,個々の環境高因子が森林士壌のﾡ性質にあたえる影部を解明することによつて, 各 

土ﾡ型の生成過程のﾡ進とそれによつてもたらされる形ﾡ的特破との関係を明らかにナる ことは, 森林 

土壌の分項体系の進歩と 各土蜂型の諸性ﾡの本K的な面のはあくをもたらし, それにょって さ らに高度の 

土地利用もはじめて可能となる。

土壌の生成に関与する因子として,母材. 久院。生物,年代および地形が大きな影禄をおよナことは 

DOKUCISJEV によつて唱えられ, JFNNYS®. JorppS. LAATscn"3. その他によつて広く認められてい 

る。これらの各因子の土壌生成におよぼナ影評の強さの相違によつて,土ﾡの生成作川はおのずから興な 

つた形式を とる 著者はわが困の森林土壌の生成に関与ナる京境因子中, 山岳通の傾斜而における 土壌で 

あることをその特質と して m 視した。斜面地形における土境中の物質の移動および土壌微生物によ る化学 

的な諸変化は,平地における土壌とはおのずから興なるはずである。納i土境においては針面に沿つて 

生ずる水の渋動によつて土ﾡ中の物ﾡの移動が:行われ。それにともなつて土ﾡの化学的性質にﾡ進を坐ず 

ることが考えられる。 またこのような水の洲動は土壌の水分環ﾡに著しい相進を生じ. それが土壌微生物 

の落業お よ び土壌有ﾡ物の分解活動に影響をお よ す ことに よって,土壌の化学的性質お よ び阿ﾡの形ﾡ 

に相違と もたらすこと がぢえ られ る。

今までの斜面推形の土壌におよぼす影邦についての研究は, 主として Sheet erosion の見地から土泉 

の深さについて, NoRTON および SMITIi9, ELus および Shafer,", 山H'3によつて行われているに 

すぎない。また斜面地形における物質の移動については, PotYxov。 の大地形を対象とした物の大術 

環について の説があ る 力;,小地形を対象 と した場合は伊謝 および山ムコの原野土ﾡについての研究がある 

にすぎない。

土壌の瞬ﾡの形書については,M外国では主として Great soil groups について研究が行われ, 

SpRIGER"ラカー, Sruos*e, Hocr'"® らの ドイツ学派は腐植化過程の相違によ る区植の区分および 胸他 

の色調の変化について研究し, 各士壌型 (Great soil groups) のlﾡの形態の相遮を明らかにした。 

TuuRmwa®.. BELciuxov" らのッ連述学派は各土楽型(Greatsoilgroups) の協植•の紐成および理化 

学的性致の変化について検討した。わが以においては,弘法'" は開樂畑における土壌の熟成に伴； ﾡﾡの 

形態の変化を, 熊田"-",は属ﾡ化過程における腐価酸の理化学的性質の変化を, #..., 小抜"は各

衣林土城の化学的性口および喔植の形態に関する研究 (河田) - 3 -

土広型办入Mハ形您の他違を明らかにした。

> 立林土爪の化学的性口お ： び時出の形ﾡについての研は比地枚的少ない。化学的性質について 

..主製ﾡﾡを対«として:木'"It. 川&一wら. その他の研先が行わ おり. また土坂型(森#士 

ﾡ時.における との関性については大政",山谷". 茨木ら",真下および久深"・ 著者およびﾡ 

. そっ他の計 »形ﾡについて.. 山ra'e. 著者よび飛見"の報告があるにすぎ

cい。

わが:つ土塩に ・よびﾡの形態を明らかにすること,および照境請

因「が土水のこれらの渊性質におよばす影:耳 を明らかにするこ とは, 各土壊型相互の関係およびその生成 

条件を明うかにするため;こも, また各土型における池林. 保商. 適応樹秘についての間題を検附するた 

め.にもTなこと と思われる。さ らたまた現在森林土壌調査において得られつつある主要樹種の成長よ 

び延新と 土間と の関係.およ び上記の浦•氏の土城の化学的性貢 と 主要困新の成共と の関係についての結 

果. 二iれ ら の点を解明す る ことに よってはじ めて統 •的な解釈が可能 となると 考 られる。

したがって, これらの点についての研究は,現在における森林土壌の重要な銖題である  と ともに,今後 

の林での発にゝする点がきわめて大きいと思われる。

わが同の山ﾡ地の斜面地形に山ﾡする土ﾡﾡと しては. 大丈の分類:"によ る糊色森林土壊群およびポ ド 

ゾル 土壌ﾡにBナるﾡ性ボ ドゾル. およ びその後国有林土ﾡ調"におい、て区分された処色土壌群が主な 

ものである こ の研究はわが国の交林土壌中岡聞的にもまた林業上の価値からも もっと も市要な地位を占 

める褐色な林土埃胖を主な対象とし,あわせて花性ボド ゾルおよび色土ﾡﾡについて検討を行った。ま 

た黑色土変群については,その池林上の取扱いがﾡﾡな未解決の改題となつているが,現在いまだ黒色土 

ﾡ罪の分ﾡ体系は確立されていない。黒色土ﾡﾡについては現在その成因が明らかにされていないためこ 

その生成諭的な分ﾡを行う ことは困難であるが, 化学的性質および窗植の形態にもとづいて理定的な分類 

を行い. あわせて林木の成長との関探を検討する ことにした。

木研究を行っ に 当り終始御選な御情指導を思わつったJ大ﾡ投大政正麻N士, ﾡﾡに関して御指浮を思わ 

つた大救授弘渋ﾡ三博士, 全段につい、て有益な助討をﾡわった1大核ﾡ芝本武夫博士に心からの感諾の 

意を求する また御根ﾡをﾡわつた林業試験場元土擦民部長林行五技書ならびに現部長宮総ﾡ博士, 実 

験に関 し て 多大の御援助をいただいた照見守兄技官に“ く 御 L単 し上げ る ・

第2章 実験および野外調査方法

第1節 土壇の化学的性質

1) 全供来: TlURlN 法 (改良法)"' を用いた。

2) 全盛薬: KELpait 法を用いた。

3) 置換動: 大工原法を用いた。

4) 加水武: N融Ca 溶液を用いる KArpEs 法を用いた。

5) pH rihO): ガラス電極を用い,A。ﾡは5倍, その他は2.5倍量の落溜水(CO:を含まない)を 

加えて 1 時 1； 藤選 した懸濁液について測定 した。

6) 塩置容量: 試料10g を用い PEEcn"法 (NaCl 溶液で浸出する方法)を用いた。
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7) 置換性 Ca,Mg および Mn: 6) の N-画酸デンモニウムこと出液と蒸発紀固し・ 王水また H:O: 

(HCI 最性) で有機物を破壊 し,！ : 1 HCIi液少量を用いて残流をﾡ. 選した後.1 :3 NHi,OHと 

用いて R:O。を除き, Ca および Mg は versinate"asts 法を用川い。 Mn は KIO,"を川い、て定 

量した。きたMn を定量しない場合は上記の 1 : 1 HCI 溶液の演液を 1 : 3 NH.OH で中和し. NHlo):S 

溶液を用いて R:O。および Mn を除いた後,同様に Versinatc 法で Ca および Mig と定量した。

第2飾 商植の形態

ﾡﾡの形態は次の方法を用いた。

1) 酸可溶 商 ﾡ

ﾡ料は炭素約 300mg と合むょ うこ 1～5g (炭合有の小さい試料は 5g で炭ポ 300mg に述しなな 

かったが, 利F量は 5g を限度とした) を 200cc 三コルベンにと り,5% HsSO,100cc と加え. 75 

～80°C の湯中で30分加温した。これを渡過し温水で洗蘇し,浦液および洗絲液を介わせて 250cc と 

し.その20ccについて 0.5N K:CrsO--H:SO, 混合液* を用いて TiuRiぷ 渋法 (改良法"でり米を定 

量した。

この操作は後述の HCI前処理によつて際去されるﾡﾡを定量する目的で, HC! の代りに同濃度の 

H：SO. を用いたものである。

2) 稀アルカリ 可溶窩枕

ﾡ可商摘ﾡと同量の試料を 200cc三イコルベンにと り,0.5% NaoH 溶液 1o0cc を加え調ﾡﾡ間中 

で疑縮普をつけて1時加ﾡした。コルペン の内容物を蒸溜水を用いて 250cc メス=ルベンに移し1夜 

放置した。 翌日迫心分離 (5000 同転, 20 分)して透明な浸山液を得た。 ﾡ山液に 1 : 100 の合で 

cone. H60, を加えて瞬植酸 (殺価) をと酸せしめ迫心分離してフルボ諾液を得た。間アルカリ 可 

溶部は次の方法でその組成,およ び没比部および沈麒部 (概協誠) の光学的性のぬ討を行った。

A) 近似的 細 成

改出ﾡおよびフルボﾡ商液は各20ccととり, 酸可否腐植と同様に Tiuws法,改良法 •こよ って炭素 

を定量し, 円者の差から沈酸ﾡの炭薬含有量を求めた。

B) 光学的性質

沈最認は 0.1% H:SO,を加えて掘押後迫心分離して上流液を際さ, このような操作を上澄液が無色; こ 

なるまで行った。精製した沈謐部は 0.2% NaOH 滞液を加え加温して油解せしめた。腐植浸出制および 

沈酸部溶花は 0.22% NaOH 溶液を用いて適 X 稀釈後, 日立製作所 EPO-B 型光電光度を用いて 

Filter No. 61 (主長 600～615m/) および No.47 (主波長155～475m) における消光係数 (液相 

10mm) を測定した。

3) ﾡ処畑後稀アルカり可市ﾡ幽

厳可溶僻植 と 同量の試料 を 200cc 三角=ルベンにとり, 5% HC1 100cc を加えて 75～80 C の湯庫 

中で30分加した。これを迫心分離して上流液を際き,北滅に熱水を加えてかくはん後迫心分難し, 二 

のようなﾡ作を上江※の CI5応が:消尖するまで行った。洗滌の際;こ 粘土の分散をさける ために 毎同

$1 武料中 の炭素含有量の 少ない場合は KaCrO: お よ び確酸術1鉄アンモニウム 溶液をそれぞれ 

0.25N および 0.1N まで稀釈 して用いた。

は林土壌の化学的性およびﾡHの形態に関する研究 (河団) -5-

Na：SO. ,和浮液を少抗添加 した。C1反応の河失役沈球替の飛は 0.58 NaOH 油流 100cc を用い 

て 200cc :=ルベンに移し. 2) と 同既に用机を加熱浸出 し, =ルベンの内容物を 50cc の NosSO. 

能和溶液および成海水を用いて 250ccのメス=ルベンにせし. 以下2) と同様に. その細成・ 浸l記お 

よ び沈厳あの た的性21を ぬ討した。

・) ﾡ果の米示方

A)弼協の近然的鏡成

前述の 1. 2)お上び3)における各 fraction の炭は. いずれもﾡ土ﾡの炭合右量に対する 

percentage でべ示した:

また各 fraction のH対的な量的関保を求めるために次のものを算出した。

i) 北成ﾡの炭ポ含有料比 (根処刑/無処理)

ii) 「処預後岡 t う り 可溶腐械の沈戰部/フルボ酸の城通含利蹈比

B , 間ﾡのた学的性K

i) 川施およびと酸節の順土ﾡ当りの光係改(R理/無処理) を Filter No. 61 および No.47 

について求めた。

ii) 改川部および設部の無処理およびﾡﾡ理後の Filter No. 61 および 47 の消光係故をそれぞれ 

炭薬 100wg/L.(液田10mm)に換ﾡして示した。

iii 己川!部および北殺の無処理およびﾡ処理後の色度比〔消光係数比 (Filter No. .17/No. 61)つ を 

求めた。

第3節野外調査

野外における断面形働。ﾡ生の調力法は試有林野土燃調査方法法書"にしたがつた。

第3章 褐色森林土壊群の土壊型と化学的性質および腐植の形態との関係

者は従米人工更新の主な対喚と されてさたブナ下以下の地ﾡを対像と して, 褐色森林土壊春の谷 

土壊型の化学的性口および腐植の形態について横吋を行つた。またその際斜面地形以外の土壌生成に関与 

する緒因子,すたわち母材,主林木。商海拡高の相述にもとづく気候的な因子等の影響をさけるために, 各 

団地 ご と に近接地城一同 じ 山取斜面 ま たは海抜高の蓬の 少ない近接 した場所一において,母材料およ び主 

林木の同じ林省を対象として各 団地ごとにと りまとめを行うことにした。

また Be 型土壊は, 大政"によれば地表面からのﾡ燥よりもむしろ削冠上を吹さわたる風の影響にょつ 

て, 樹体を通じての乾燥が強い場合に生成されるであろう と推定されている。したがって Be 型土案は為 

色森林土ﾡ群の他の土ﾡ型とは. その生成に网与する因子の影響が奥なるであろ う と推定されるので別個 

に取り扱うことにした。

以下; こ述べる各土壌型の分類は,大政によ つて創始され, 現在森林土壌調において用いられている基 

準*”にしたがつた。

なお 基準となる土加型の中間の形期を示すものについては, その特徴をより正確に表現するため,便 

t上次の 記号であらわした。
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Bd-(e)型土壌:一 Bd 型土壌と BE 型土の中川的特徴をもっている土頃であるが, BD 型土壌に近い 

ことを意味する。国有林野土ﾡ調花方法書の Bp(w)型土壌 (Bo型土壌の浸性の亜型)に相当する。

Bco)-E 型土壌:一Bd 型土壌と Be 型土壌の中町型で BE型土壌に近い土壌である。「有林野土地調だ 

方法書の BE(d)型土 (BE 強土壌の乾性の亜型)に#当ナる。前記 Bo.p) 型と対比するためこの記サ 

を用いた。

B(e)-f 型土壌:一前岡機 Be 型と Br型土壌の中問型土蜂であって Br型土壌にちかいものである。

Pu 型土壌:一この土については後で詳述するが,詳報はななお今後の研究にまちたい。 応ニニでは, 

ﾡ々の特破や出現する位置から考えて, 桜識的な Pp型土壌とはちがい,Bnﾡ土壌の亜高山型に改当けナ 

ると思われるポ ド ゾルヒ土壌を区別するためにこの記サを用いた。

第1節 東京都水源林落葉広葉樹林土次(藤尾士康)

1楽 尾士頃の立地糸件

Table 1. Site conditions of Fujio Soil 

〔Parent material: sandstone, mesozoic〕

断面 面 け 

Profile No.

土 壌 羽
Type of 

soil

技 w:
Height bove 

sea level

方 位

Direction
領 斜t
Inclination

I Bu 1200 N 70 E 22

3 Bp(d) 1200 N 70 E

4 BD-(E) 1150 N 65 E 35

3) 断 面 形 ぴ

各土比型の断面形第 3「おs上 び2炎に示卜ごた く である。

1) 料採及地

この土壌は山梨県東山梨郡神金村落合に位茂 し,東京都水源林 37 林班に函する藤尾山の南東斜価iにお 

け る 天然生の落葉広葉樹林で探取 した。以下 こ の土壌を隙尾土盛 と称する。

供試した土壌型ば

Prof. No.1 BB 型土壌 (乾性犯色密林土,級斜地型)

Prof. No. 3 Bp(d)型土壌 ,乾件の形態を示す適 

潤性編色森林土)

Prof. No.4 Bd-(e)羽土楽 (逸御号および弱湖 

性希色森林土の小間型)

である。

この地域の気候は 付近の落合 (海抜高 960m) の関

測価(大正 3 年～昭和 28 年)によれば,

第1図 落合における温雨図
Fig. 1 Monthly variations of 

temperature and rainfall 
at Ochiai

第2区 藤尾土ﾡの山現地形 
(ﾡ式図)

Fig. 2 Relief of Fujio Soil 
(schematic presentation)

気温....年平均 7.4°C

年降水量....1,745mm

年平均湿度・...80%

である。したがつて雨量係数 235, NS 係数 1.130 

となる。 主た月別の気温および降水量の関係は, 第1 

図の温雨図に示すように表日木型の気候である。

2) 母材, 地形

母材は小仏ﾡに対比され る 中世田砂少岩である"'。

地形は第 2 図に示ナよ う に, 山頂につづく 山腹御 

の近接した場所に位置し, Bp那土ﾡは尾ﾡに, Bpc) 

型土壊は山腹斜面上部に, BD-(p)型旅は山腹斜面 

下部の沢に近いやや凹斜面に位置する。また Bp-(p) 

型土ﾡは Bp()型土ﾡの下部斜iに仙現する。

海抜高, 方位, 傾斜は第 1 表; こ示すごとく である。

Prof. No.1 
Bp-soil 

Residual soil

Prof. No. 3
Bp(d)-soil

Residual soil

Prof. No.4
BD-(E)-Soil

Colluvial soil

第 3 図 パ足土壌のI面 (桜式)

Fig. 3 Profiles of Fuji。 Soil (schematic presentation)

A。 画の形価は,Bn 型土壊では A。 層iが厚く H Mの形成が見られるが,Bp(d)型土ﾡ, BD-(F) 型士 

ﾡの順に A。 府はしだいに青ﾡとなり,またH 用の形成は見られない。 Bs 型土ﾡの Hﾡは粒状ないし 

紛状を呈し,Heiberg および CmANDLERI" の Granular morに相当する形態を示す。これ らの点は乾 

性土ﾡから適問性土城に推移するにしたがって. 落葉の分解が良好となる ことを示している。

鉱質土岡においては次のごとくである。 Bd 型土壌では A Niテく, A および B ﾡの境界は判然 

として,将州の下初への浸透が少ないこと を示している。また A および B 岡における Nutty および 

Granular structure の発述は位性の水分環境にある ことを示している。Boce) 型土壌では A ﾡiはは呼く, 

Bd 型土度 と類似 した師面の外親を示すが,Ai ﾡでは Crumb structure とともに Granular structure, 

As 炉では Granular structure, B, ﾡでは Blocky structure が発塗している点は,typical なBD型



-8- 林野土壊勒査報告 第 10 ゲ

第2 断面形能(藤尾土」)
Table 2. Description of profile (Fuji。 Soil)

Remarks:

断面 
番号 
Pro. 
file 
No.

土係型

Type 
of 
soil

ﾡ 位

Horizon

厚 さ

Thick- 
ness 
(c:)

色

Color

推険状凹 
Pcfini- 
tion of 
boun- 
dary

土性

Tex- 
ture

欄 造 堅密度 需た

Root

外生苗以 
じctotrO- 

phic 
mycor・ 
rhiza

Struc- 
ture

Com- (Size, 
pact- quan- 
ness tity)

A。 L: 2～3ct, F: 2～4 cm.. H: 3〜5 cmi. purplish brown, granulor

1 Bp A

B

7～10

30～35

grayish 
brown

light 
brown

c
L

L

N. Gr

N. Gr

3 stonclcss

っ large, 
(a)

2

+

+

A。 L: 1 cmt. F : 2～4 cm

3 Bp(d)

Ai

A:

B,

B:

5～6

10

8～12

20+

dark 
brown

(dark)
brown

grayish 
brown

light 
brown

c 

c

G

L

L

L

L

Gr. Cr

Gr

BI

M

2 stoneless

3 stoneless

っ medium,
3 (f)

large and
3 medium, 

(0)

4

2

1

・

A。 L: 十〜0.5Cmt, F: 2 cm

4 BD.(E)

A.

A3

A..(B)

B

8～10

12～15

8～10

20～23

dark
brown

dark
brown 

grayish
brown 

grayish
yellow

G

G

G

L

L

L

L

cr

Cr

M

M

, small.
I (o)|

っ っ small.
2～3 I (f) !

っ large.
・ , (a)
。 large.

a

4〜3

2

I

+

—

Type Of soil.(土塊型)

Bp: Dry brown forest soil (Gentle slope type). (花性福色森林土, 絞斜地型)

BD(d>: BD soil that has well developed granular or nutty structure in A horizon
(ﾡ性の形態を示す適性:術色森林土) •

Bd: Moderately moist brown forest soil.(適洞性:術色株林土)

BD.(E): Intermediate type between BD and Bg soil (Bd および Be 土ﾡの中)

BE: Slightly wetted brown forest soil. (弱湿性陽色僚秣土) 

Definition of boundary. (ﾡﾡ状態)

S: Sharply defined (明)

Texture (土性)

CL: Clay loam (ば土)

SL: Sandy loam (砂壌土)

Structure (ﾡ遣)

C: Clearly defined (判) G: Gradually merging ()

L: Loam (ﾡ土)

S: Sand(砂土)

SiL: Silt loam (微砂質壊土)

G: Gravel (石ﾡ土)

Loose Gr: Loose granular structure (新札状情造) Gr: Granular structure (秘 

状ﾡ造) N: Nutty structure (堅果状過) Bl: Blocky structure (堀快構造) 

Cr: Crumbstructure(げ秘状情述) M: Massive(力べ状)

Compactness (配術度)

1: Soil aggregates bound loosely (特) 2: Soil aggregates bound densely and
firmly (取) 3： Soil aggregateS bound compactly (堅)

bound very compactly (すこぶる堅)

Stones (石隊)

(va)..・.very abundant (すこぶる多) (a)....abundant (多)
(O)..・.Occassional (少)

Root (県系)

5: Very abundant (ナこぶる多) 4: Abundant (多)
2: Occasional(少) 1: Rare (稀) +: Very rare 

4: Soil aggregates

(f....frequent (中町)

3： Frequent (中用) 
(すこぶる稀)

林土:ﾡの化的性Tおよび緊Hの形店にりる所究 (河団) -9-

セ堀こ比べろ と 花性の水分環境にある こ と を示している . Bo.ce) 型土では A 田が呼く ・ ﾡﾡが深州ま 

で高変的ニと近し,A,Wiこおける Crumb structure の発逸はやや弱いが, 還元色は3gめ られない。し 

たがつてこの断面i.: Bpお.よび Be 型土の中川型. ないしはむしろ Bp 型土埃に近い土埃製と 見なさ 

ふれる

1 fill 生

各。刑のHI4+3求こ示ナごとく である。

第3べ ■尾土城の植生

Table 3. Vegetation of Fuji。 Soil

(Sh ミツバツツジ2, リコ ウブ 1

Profile 
ぶo.

土形 
Type 

of soil
生

Vegctation

BB
(D) プナ 3. ハクウンポク2
(Ds) リョウブ3, ナッッバキ 2. イタヤメイゲッ2.イ スブI. =シプラ i

(G) ミズナラ l.リロ ウブI

(D) クリ 4, ミズナラ 2. ハクウンク I

Bp.d, (Ds) コシアブラ 2. り コ ッブ 2. ッッミ ズザクラ 1. ウ りハダカエデ 1. アサヒ 

カ・デ I. ダンコウバイ 1

(G) コアジサイ 1.ヤブレガサ I

(D) イメブナ 4. サワグルミ 2. ハクウンボク2

4 Bp-(E) (Ds) イスブ 1. サヒカエデ 1. サッシバ I
(G) トリシショウー +, コジサイ +, ハリギリ +, ミヤクワラビ + 
-

(D .Dominant tree layer. (Ds)....Subdominant tree layer, (Sh)....Shrub layer,

(G • -.. .Ground flora

Bp刑土坂でよリョウブ, ナッッバキ・ ミッバッッジなどの乾性型のﾡ物が多く見られる。 Bpce)型士 

比では範性型の前物であるりロウプ, 性のﾡ物であるコアジサイ・ヤブレガサなどが見られ,乾退円 

利のﾡ物の出現が見られる。 Bo-(e)型土ばではサワグルミ・ コアジサイ・ ミヤマクマワラビなどの混性 

型の植物の出現が見られる。

5) 化 学 的 性 質

各土壊型の化学的性史は第 4 表に示す ごと くである。

Bn 羽土ﾡに見られる H Mreは pH は著しく 低く ・ CN 率も比皎的大きい。

ﾡ性土策から適洞性土城にいたる土※羽の推移に件う化学的性質の変化を表ﾡ (A またはA,hの にっ 

いて比較すると, Bn→・Bp(d)→Bp-(e) 型土ﾡの順に C-N 率の減少,pH の州大, 置投工度および世担 

ﾡ度の加水ﾡ度に対する比の誠少が見られ, またと くに般換性 Ca および Mg の含有刑および筮和度は 

上記の順に明りよう な増大が見られる。Bd(«1)および Bp-ce) 型土壊では,A.→As→A..(B)(または B.) 

WiのNiに楽価か、ら下府に推移するにしたがって. 置換性 Ca および Mg の含有量および鐵和度は比教的 

急激な減少を示している。

・t柳性 Ca は同 Mg に比べると,土ﾡﾡおよび同一M面jにおける炉位の推移こう変化がﾡ者に示さ

れ, Ca は Mg よりさらに可性であることを示しているe
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第 4 炎 化学的性貴(蘇星土康)

Table 4. Chemical properties (Fuji。 Soil)

(On dry basis

断面番号
土壌型 
Type

ﾡ 位 深 さ C-N ボ pH

Profile 
No.

of 
soil Horizon Depth

(e)

Carbon 

%

Nitrogen

2%

C-N 
ratio (H,O acidity 

y1)

II 6～9 41.1 1.97 a 4.00
Ba A 1～5 18.1 0.82 22 5.20 18

B 8～15 5.5 0.25 22 5.35 2

- 「
A, 16.5 1.0 17 ・ o

3 Bp(d) A: 7～13 13.3 0.78 17 ・ 5

______________
Bi 17～25 ' 7.7 0.46 17 5.50 3

Ai 1〜8 0.82 13 5.75 ・•

4 Bd-(e) A: 10～18 ; 8.6 0.70 12 5.80 6
AxB

1
25～32 5.5 0.50 11 5.35 一y /

同 前 (ibid.)

土壌型

Type 
of 
soil

用 位

Horizon

加水酸度

Hydrol. 
acidity 
(y

置換容量*

Cation 
exchange 
capacity

(A)

! 置換性 Ca*

Exch. Ca

(B)

M換性 Mを

Exch. Mg 

(c

置換性 Ca ［換件: Mg 
他和座

Rate of 
exch. Mg 
saturation

C/A) 26

他和度
Rate of 
exch. Ca 

saturation

(BA) 2g

Bn A 126 40.3 1.18 0.58 2.9 1.4

B 22 12.7 0.75 0.25 5.9 2.0

A: 97 38.9 6.13 1.74 15.8 4.5
Bp(d) As 72 30.4 2.56 0.39 8.4 1.3

B, 27 27.1 0.74 0.24 2 0.9

A, 48 37.0 15.8 3.47 42.5 5.3
BD-(E) A: 64 26.1 4.64 1.41 17.8 5.4

A..B . 33 28.1 1.59 0.47 . 5._: .7

* Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mg 当)

6) ﾡﾡの形態

各土嚴型の時植の近似的紐成は第 5 英に, 光学的性質は第 6 炎に示すごと くである。

A) H ﾡ

Bp 別土壌における H 肘の隅忸の組成および光学的性質は館質士Mこ比べる と 著しい相違を示してい 

る。すなわち沈濃部の含在率は大さく,ﾡ可商ﾡの含有ギは少ない。浸比部および沈濺部の消光係数は 

小さく. 色度比は大きい。また沈二都の含有率, 裂山部および北酸部の消光係数, 色度比は能処珂によつ 

て変化が見られない。

B)鉱質土M

鉱質土ﾡにおいては各土楽ﾡい、ずれる誠可商ﾡﾡの含有*は比検的大き く, 快紙の細成中に占める納合 

は小さ く はない。また各土ﾡ型いずれも酸処ﾡによるﾡ部合有料の増大は比徴的小さい。したがって.

第5 TH の近似的細ば( 尾土壌)

Table 5. Approximate composition of humus (Fuji。 Soil)

断i番リ 土康松
位

llorizon

呼 処 理 土 
(Untreated soil)

儼 
Aei

処 理 
d treated soil) 沖:

Profile 
No.

Type 
of 
soil

『 
Humnus 
soluble 
in acid

Prssipoiia-?s。 

tepart acid
A

花 みミ 話 
Precipita- 
ted part 

(B)

ルぷR 
Fulvic
acid
( c

フルバ

B C

含有 

_(BA)

11 5.マ。 41.9。 32.3o 41.3o 2..7o 1.90 0.93

1 Bn A 22.3 28.5 35.2 29.6 15.3 1.93 1.03

B 19.0 16.3 26.7 • 14.5 1.54 1.16

A, 30.! 31.5 34.1 13.5 2.52 1.13

3 Bn(d) A: 17.7 30.6 | 28.6 34.3 11.5 2.98 1.12

B。 25.3 21.3 : 33.4 25.3 12 5 2.05 1.21

A, 17.9 30.1 35.8 35.5 15.5 2.29 1.18

4 BD-(E) A: 23.0 29.2 38.5 34.7 16.5 2.10 1.18

AxB 30.0 23.3 । 44.7 28.1 20.9 1.34 1.20

* 土壊全炭素に対する 96, Per cent on total carbon basis.

第6 映植の消光係数お よ び色度比(旅尾土城)

Table 6. Extinction's coeflicient and color quotient of humus (Fuji。 Soil

浸 H S NaOH extract

断面i 
番号

Pro.

土壌型

Type 
of

岡位

Hori-

ﾡ土当の消光保数比 
( R処項土 
\ 無処ﾡ土ノ

Rati。 of Cxtinction'S 
coeflicient per 
original soil

/ Acid treated soil\
\ Untreated soil ノ

消 光 係 数
Extinction's coefficient 

(Carbon 100mg/L)

色度比
Color quotient

紙 処 理 土
Untreated soil

ﾡ処ﾡ土
Acid treated 無処理土ﾡ処理土

file
soil zon soil Un- Acid 

treated treatedNo.
No. 47 | No. 61 No.47 I No. 61 No.47 No. 61 soil soil

沈 淡ミ fび Precipitated part: Humic acid

0.96 1.00 0.39 0.14 0.44 0.16 2.8 2.8
1 Bn 0.84 0.99 0.44 0.16 ； 0.52 0.22 2.8 2.4

1.06 1.29 0.30 0.10 0.37 0.15 3.0 2.5

A, 0.99 1.!0 0.56 0.22 0.72 0.31 2.5 2.3
3 Bn(d) A: 1.03 i.iイ 0.65 0.26 0.86 0.3S : 2.5 ； 2.3

Bi 1.03 1.19 0.51 0.21 0.76 0.36 2.4 1 2.1

AI 1.00 1.14 0.53 0.20 0.69 0.29 2.7 2.4
4 Bd-(e) A: 1.03 1.17 0.51 0.19 0.69 0.30 2.7 2.3

A..B 1.08 1.24 0.45 0.17 0.67 0.30 2.6 2.2

1 Bp
0.99
1.09
1.44

1.00
1.12
1.48

0.57
0.64 i
0.47 <

0.22
0.27
0.20

0.57
0.69
0.49

0.22
0.30 
0.22

2.6
2.4
2.4

Ai 1.20 1.27 0.94 0.39 0.99 0.43 2.4 2.3
3 Bpcd) A: 1.16 1.19 1.01 0.45 1.04 0.48 2.2 2.2

Bi 1.26 1.33 1.02 0.46 1.06 0.51 2.2 2.1

A, 1.23 1.30 0.89 0.36 0.92 0.40 2.5 2.3
4 BD-(E) A: 1.20 1.25 0.91 0.39 0.92 0.4! 2.3 2.2

Aa-B 1・26 1.32 1.01 0.15 1.05 0.49 , 2.2 2.1
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i【ﾡ耐ルカ リ可の「ﾡが,ﾡﾡの細成において主要な地位を占めるものとガえられる。浸;H 茄および 

沈載部は各土爆剧いずれ も酸処理に よ って光係数の地大 と 色度比地の 減少が見られる。

乾性土度から適潤性土期にいたる土壌型の推移に伴う 褂植の形態の変化を,炎w (A またはA,ル) に 

ついて比較する と次のごとく である。Bpco) 型土壊は前述の前g 形你の特徴および化学的性質から 見て, 

Bd 型土壊の亜型と考えられるので. まず Bb 型土亜と BD(d)およびBo-(P)型土旅の相述をぬ討し.・ 次 

に Bp(e) 型土壌と Bp-co) 型土埃間の相違を故时する ことにする。

Bb 羽土境から Bd«1)および Bp-(p)型上螺に推移するにつて次のようなﾡ山の形態の変化が見らiれ 

る。すななわち,

(i)每処理および酸！a理ともに没出！®および沈載部の消光係数の地大

⑵ 酸可溶映他含有率の減少 と 沈殺燃含有率 (酸処理および毎処理)の地大

(3) 沈殺部含有率比 (酸処理/ ﾡ処理) の地大

() 酸処理後の沈鼓孤/フルボ酸の含有率比の増大

しかしながら色度比は浸出部および沈載郡ともに土壌型の推移とは明りような関連性が認められない。

BD(d)および Bp-(E)型土壌間では,Bp(d) 型土壌は Bo-(p)型土壌に比べて,

( 無短ﾡおよび酸ﾡともに浸山ﾡおよびとくに沈惑価の光係数の地大. および色度比の減少(酸 

処則後の沈卷部の場台を除く)

⑵ 酸処现後の沈澱部 / フルボﾡの地の増大および北殺ﾡ含ボ比 (酸 銀風/無如理) の 減少 

が認め られるが, と酸部含行料お よ び酸可商関ﾡ含有求は明らかな相違が認め られな い。

以上のように我我においては乾性土壊から適潤性土壌に推移するにしたがって,消光係数および腐植の 

組成に明 りよう な相違が遇められ, ま た適ﾡ性土収における領ﾡ型と 何浸型の川では消光係政にﾡ迎が認 

められ. また組成について も一部の性質に相違が認められる。

同一断面においては表ﾡから下Mに推移するにしたがつて, 次のような変化が認められる。すなわち,

( Bn 邪土媒では消光係政はいずれの場合も滅少を示したが, 色度比は浸川部では無処理およびﾡ処 

理と もに地大を, 沈酸部では無処理の場合は変化を示さないがﾡ処理の場合は誠少を示す。さた北殺部合 

有率および酸知理後の沈濃部 / フルボ酸の含有率比は減少を示し, 沈越町合有求比 (ﾡ処ﾡ/無処理) は 

増大を示ナ

(2) Bp(o) および Bp-()型士壌では同係の領向を示し, A.. Aa. B,(または A,-(B)) 別の順に沈密 

部の消光係数の加大と 色度の減少が見られる。またそ可溶蜘含有率は上記の制に増大を示し, 沈酸部 

含有率は無処理および酸処理ともに Ai および As 岡川では 明らかな相迩が見られないが, B,(または 

Aa-B ﾡ) では明りよう な減少を示す。

以上の結果は秘性土ﾡから適開性土壌に推移するにつてﾡﾡの形態は著しい変化を示すが。適西性士 

ﾡにおける傾ﾡ性およ び傾ﾡ性の亜刑川の変化はそれに比べれば小さいといえよ う。

第2節 岩瀬国有林スギ林土壌〔岩瀬土ﾡ (1) (i色森林土壇群)

1) 式料 採 取 堆

この土家は秋回県北秋田郡山ﾡ村に位置 し,山那営林署管内脣瀬経営区に 断する ス ギ人工林で採取した。 

以下この土ﾡを岩瀬土ﾡ(I)(ﾡ色森林土ﾡ群) と 称する。

こ の地り2:: 米代ル 摘城の ド野から山地こ 至 る 中間の 丘段地带でス ギ 人工林が 今い • 

供状した土壊地は.

Prof. No.15 Bn土壌 (性:凸林も, ﾡﾡ地型 , 36 (ろ)林小

Prof. No.16 BD-(E)利上ﾡ(適加性: 代:色林土の中型, 36(う) ホホ小

Prof. No.17BE 型土: (ﾡ性掃在な林士), 34(う)林小ﾡ

で,いずれ も スギ 35 ド生の人工林である

こ の地域の気狭は観測資料に乏しいが, 第 3 mに述べる 

仁e有林 と 当地の中間に近い聴第治水ベ於地 北秋田制 

興県町。 潮高5 28.) の經湖紙(昭和 13～25 ) によ 

れば.

■温..........年最高平均 H.5C. 最紙平均 5.3 C.

平均 9.9 C

年降水量......1.715 m.m..

年平以田便....799%

である"い。したがつて雨量係& 179, N-S 係数 921 とな 

る。また月 別のな温お よ び/水量の閲係は第 4 口の温雨N 

に示すよう に真日本飛の気候である。

2) 母材,地形

母材はいずれも石英粗面価である・

各土壇和の山現地形は第 5 図に示す ごと くである。Bu 

和土ﾡは尾ﾡに。 Bp-(飛土城は Bn 型土壊と同じ山腹 

鍋面中段の験斜地形に移る変移点に, Be 型七壊は山世縉 

面の前から沢;こ向つてのびる緩穽一平坦地に位砂する。ま 

た Be 型土壌は Bn および Bp-(p) 型土城の山現箇所に近 

接した場所に位置する

各土壌型の海抜高, 方位お よ び傾斜は城 7 表に示す ご と 

く である。

第4 図 鷹における温市N
Fig.4 Monthly variations of 

temperature and rainfall 
at Takanosu

第5ペ 岩和土壌(I)の出現地形 

(模式)

Fig. 5 Relief of Iwase Soil (I) 
(schematic presentation)

第 7 表 岩流土ﾡ (I) の立地会件

Tabic 7. Site conditions of Iwase Soil (I)

〔Parent material: Liparite〕

断面番号
Profile No.

土ﾡ型
Type of soil

救 (wi)
Height above 

sea level
方 位
Direction

傾 . 斜
Inclination

15 BB 300 s 5

16 BD-(E) 260 s 12°

17 BE 200 s っ

3) 断 面形ﾡ

各土ﾡ型の断面形は術 6 図お よび第 8 ※に示ナ ごとくである。



- 14

紅

B2-C,

ち-H。 

A-(E)

:::

Prof. No. 17
BE-soil

Residual soil

Prof. No.15
BB-soil

Residual soil

Prof. No.16
BD-(E)-Soil 

Colluvial soil

第6図 岩土 (I) のI画区 (ﾡ式)
Fig. 6 Profiles of Iwase Soil (I) (schematic presentation)

(士:。の化パドeおうびHの形に関ナる研 (田) 一15-

A かiの形回:次のごとくである Bu-・BD-(E)→B:ﾡ土ﾡのにA。州iの厚さはN少を示し, また 

Bu 消土で:こすiであるがHEIpERG および CiAsDLERi4 の Granular mor ない. Matted mor 

iホる 形唄を示ナ (F-H Miの形成が見ら る。こiれら の点はﾡ士 と同! 適性 

. さうに羽出性土に推由するこしたがって. 流業の分解が代fとなることと示している。

ﾡ口W.ニおゞいては. Bu型:中ではA一(B)解i土く. Bi nとの境界は漸变し. また Granular 

structure - もこ Crumb structure が在作する これらの点 Prof. No.15 は typical な Bp型 

土壊に比べて. 多少認性の水分烈境にあることを示すものと 号たられる。この地松の海技高のほい、地幣 

(』山 Bn飛:場はProf.No.15と同様の断面i形態を示す場合が多い。

Bp-(P)羽土城:土聞士のために Ai:ナこぶるく. また深さ 30～0cw: の位世に A,-B Wiが介在 

する A 甲jの Crumb structure の発述は羽いが。A: および As-B かiニおけるﾡ元色は話めがたい。 

したがつてこの断面は Bd および Be 型土壌の中間型. なないしは Bp型土旅に近い土壌型とがえられる

Be 型土気M灯紙が深肘まで满変的に浸透 し,A, Nの Crumb structure の発達 は弱く,A: よび 

A,-B ﾡi.+やや還元色の色調を示ナ これらの点 から見て Prof. No. 17 は typical な Be 型土瀨こM 

するとこめられる

4 M 生

各土ﾡ型の協生は第9繁に示ナごと くである。

第8炎 断面形〔岩和土壌(I)〕
Table 8. Description of profile〔Iwase Soil (I〕

. soil___z0n

ﾡま e 慌必 土性

tion of エス
Color

dary 二 」

構造髪響

Struc- pact- 
ture ； ness

S。枢系 

(Size. p. 
quantity} " 01

外生西慣 
Ectotro-

phic 
mycor- 
rhiza

A。

A-(B)

15 Bu

B..C.

L: 1cit, (F)-H: 2ci. purplis h brown, granular
dark

°ふ-2～3

Gr. 3
N

M 3

Smal and 
mcdium, 4 

(oう 1
Small and 
mnedium, 3 

(f) :

+

+

5~6 yellowish SL
brown G

っ yellowish a
brown S

light G
20 yellowish S

brown

small and
medium, 2 ー

(a)
A
Ai

16 Bd-(e)
As

AB)

L: I
, , blackish
6～1O brown 

dark 
50+ blackish 

brown
IC ! dark
10 1 brown

t: 1 cm 1 
L

G

SL

G 
SL

Cr 1～2

M 2～3

M 3

small, (f) 3

small, (a) 2

small,(f) +

-

A, 
At

A:

17 Be

A-B

(B)C

LーF: 1～2cmi
1o～12 |dasFowwn 

dark 
16～18 grayish 

brown 
dark

30 gr3yish
yellow- 

brown

う%」 light
yellow

■ ■

CL 
G

CL 
G

,CL

G

G 
1

Cr I〜2

M 2～3

M 3

一 4
1

stoneless 3～2

stoneless 2 i

medium
and 1～+
large,

(a)
medium 
and large +

(a)
Remark: Abbreviations arc same as Table 2.

第9楽 岩瀬 土壊(「)の 植生 

Table 9. Vegetation of Iwase Soil (I )

M面番分
Profile 

No. soil
ﾡ 4:
Vegetation

15 B,

(D) スギ 3. ミズナラ 2. クリ 2
(Ds) マルバマン・ク3, ハウチワカエデ2, ヤモミジ 1, アオダモ 1

(Sh) リョウプ3,マルバンシサク3. ノリウッギ2. ダムシバ!. ミヤマガ 

マズミ +

(G) オオバクロモジ l. ォモ . ックバネウッギ +, ゴニリ +, 

ミヤーカンスゲ +, トリアシショウー +

16 BD-(E) 

1 •

(D) スギ 5

(Sh) キイチー 3. ヤマグワ 3. クサギ 2, ヒメアォ*2. キオバクロモジ 1. 
アブラチャン サワアジサイ 1

(G) カンスゲ 2. イタヤカエデ I. ミズナラ +, サルナシ +, ヤマブドウ 

+, ールバ ド コ P +, アキ タブキ +

17

(D) スギ 5

(Sh) ヤプデマリ 1, シウリザクラ 1

(G) デキタブキ5, ダーブキ4, リ=ウメンシダ2, ジ=ウモンジシダ2

キンミズセキ 1, ミヤイラクサ 1. サカゲイノデ 1

(D)....Dominant tree layer, (Ds)....Subdominant tree layer, (Sh)....Shrub layer, 

(G)....Ground flora

Bn 型土壌ではマルバマンサ ク,リ a ウブ, ノリ ウッギ, ハウチッ カエデなどの乾性型の植物が多く, 

ス ギ植裁木は広業樹に被圧 さ れて成長は劣恋である。

林野土ﾡ調査報告 第 10ナ
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Bs型土壌ではアキタブキ, タマブキ, リロウメンシ, ジェウモンジシダなどの性型のHケが多 

く. スギ植殺木の成長はすこぶる良好である,

Bp-(E)型土壌では Bn型土壌に見られるﾡ性型のﾡ物は見られず, サッアジサイ,アァダ ブキたどの 

湿性型の植物が見られるが,優占度は BE型土壌はど大きくはない。 またスギﾡﾡ木の比兵:B=刑場 

と同様に良好である。

5) 化学的性 質

各土壌型の化学的性質は第 10 表; こ示すごと く である

第10 化学的性T〔岩加土壌

Table 10. Chemical properties〔Iwase Soil ( I )〕

On dry basis

何 前前 (ibid.)

所面番号

Profile 
No.

土壌型 1
Type 

of 
soil

M 位

Horizon

深 さ

Depth 

Cen)

炭 索

Carbon

2%

Nitrogen
9%

C-N ギ

C-N 
ratio

pH

(H:O)

避便酸支 
Exch. 
acidity 

yi

llydrol. 
acidity

(F-H 1～3 35.7 1.61 23 5.10

15 Bp A-(B) 5.3 0.30 18 5.00 18 47

B: 7～17 3.3 0.24 14 5.25 10 27

Ai 1～8 11.9 0.91 13 5.65 * i6

16 Bp.(E) A: 10～20 8.2 0.67 12 5.80 • i!
A-B 28～38 5.9 0.45 13 5.60 2 36

A 10.1 0.78 13 5.90 1 35

17 Be A- 13～23 7.8 0.67 12 5.90 1 33
A,B 28～38 ; 5.4 0.48 11 6.00 I 28

Millicquivalent per 100g. (100g 当りの mg 当)

土壌型

Type of 
soil

岡 位 

Horizon

盤換容量* 
Cation 

exchange 
capacity

(A)

置換性Ca"

Exch. Ca

(B)

置換性Mg"* ’

Exch. Mg

cc)

置換性Mn*

Exch. Mn

碎換性：Ca 
範和度

Rate of 
exch. Ca 

saturation 
( B/A

代換性 Mg 
(利i

Rate of 
exch. Mg 
saturation 
' CA )28

Bn A-(B) 19.8 2.65 1.07 0.04 13.4 5.4
Bi 16.8 1.33 1.02 0.03 7.9 5.!

A, 47.8 25.1 4.94 0.07 52.5 10.3

Bd-(e) A: 36.4 12.8 5.21 0.03 35.2 14.3

Ax-B 27.1 5.78 2.24 0.02
.• 番。。--

21.3 3.3

A, 52.5 30.4 8.56 0.08 57.9 16.3

BE A: 44.1 23.5 7.01 0.05 53.3 15.9
Ay-B 38.6 19.9 5.81 0.04 51.6 :5.1

BB 型土疑に 見られる (F)-H 対は C-N *は比桜的大 さいが, また pH も 比的い価を示 している

乾性土壌から弱湿性土壊にいたる土壊型の推移に伴う 化学的性頃の変化を表専 (A,またはA- B)畑) 

について比較すると次のごとく である Bd-(E) および BE 型土壌は Be 土壌よ り C-N 率は小さ く.

た BB→・BD-(P)→・BE型土ﾡの順に pH の上, 冊換酸度および置ﾡ心唆の加水酸性に対する比の滅少

な林土の化的性およびMの形原に関する研先 (河田) -17-

が:らh て 置液性 Ca おょ び Mg の含』およ びそ?和変;士 と く に明 りよう に各土策型の特破を示し, 

Bo.o)おょび Be 亜土演 士 Bn洞:ﾡより明らかにﾡ大を示す。また Bp-p) および BE 型土壌を比終 

すると. A. Wiで Be 士ﾡは Bp-(e)型士城より 多少応い屋花住 Cn および Ng 飽和度を示すにす 

ざない、が.A: おょ び A,-B 版では殁換性 ca 合有量およ びﾡ和度は両土旅型"に明 り よ う な相迎が見ら 

れる Mgについても同ﾡの傾向が見られるがCaの方がﾡ者である)。Bp-(®)型士壌では前述の藤尾士

壊の場合 と 同様に A→.A.→・ArB 胸の順に般新性 Ca 的和度は比理的急激な 減少を示すが,BE 型土壌 

ではめるやかな少を示すにすぶなない. この点は後述のよ うに Bp sよび BE 型土壌を区分する有力な 

手がかりこななるものと思われる。

・換性塩がについては ca は Mg に比べると土ﾡ飛の推移にう変化がﾡ者に見らiれ. Caii Ms よ 

り可動性であることを示している。 また証限性 Nn 含有量は同様に上記の土ﾡ型の推移につて州大を

示し, また同一面岡では下 wほど 減少を示すか Ca および Mg に比べる と 著しく 少ない。

6) ﾡﾡの形ﾡ

各土頃ﾡのﾡﾡの近似的細成は第 11 表に,光"的性代は第 12 に示すごとくである。

第 11 表 勝ﾡの近似的細"〔岩瀬土壌 (I)〕

Table 11. Approximate composition of humus〔Iwase Soil (I)〕

土康全炭素に対する %, Per cent on total carbon basis.

断面番号

Profile 
No.

土坂型 i

Type 
of scil

Ni 位

Hori- 
zon

ﾡ可市償前

Hemus 
soluble 
in acid

無 処刃土
(Untreated soil)

ﾡ理土 
Acid treated Soil) 沈後田；

含有

BA

渋
Precipita- 
ted part 

(A)

フルポ配
Fulvio 
acid

沈 渋 結 
PreCipita- 
ted part

(B)

ル中 
Fulvic
acid 
(C)

フルB
(BC)

(F-H 6.3死 34.9% 23.3死。 41.32 ・8.18 2.28 1.18

15 Bn A-(B) 13.4 27.7 28.3 30.0 18.3 1.63 1.03

Bi 21.2 21.8
I

34.7 24.3 18.5 1.31 1.11

A, 11.7 30.3 26.8 35.6 i7.2 2.06 1.20

BD-(E) A: 15.4 29.6 33.3 35.2 21.4 1.64 1.18

Ax-B 18.9 23.6
空2 28.4 20.3 1.40 ； 1.20

A. 11.0 30.7 28.3 37.6 18.7 2.01 1.22
17 Be A: 14.0 29. 32.0 35.5 21.0 1.69 1.20

Ay-B 16.2 26.7 35.1 34.9 21.6 1.61 1.30

A) (F)-H パ

Bu 型土壌の(F)-H Wiの関ﾡの形態は, 全般的には前節の藤尾土壌における Bp 型土東の H 田と 

ぼ同様の傾向を示しているが,次の点で明り ような相違が認められる。すなわも,

沈沈痛の含含率, 改出部よび沈設部における原土製当 り の消光係数は酸処mによつて明らかに増大を 

示し,腐帧の一部は酸処間: こよつて稀ブル カ ッ 可性となる こ と を示す。ま たﾡ山部およ び北酸部の色度 

比は酸妣理によって変化は見られないが,消光係数は明らかに増大を示す。

D)ﾡﾡ土ﾡ

数口土府におけるﾡﾡの細成および光学的性質は全段的には前ﾡの藤尾土ﾡと同ﾡの傾向を示し, 直接 

稀アルカリ 可浴のﾡ植が主要な地位を占2, 酸処理によつて稀ブルカ リ 可溶となる腐植け気的には少な
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第12炎 樫旗の消光係数および色度比〔岩和土壌 (I)〕

Tabi 12. Extinction's coefficient and color quotient of humus〔Iwase Soil(I )〕

断面 

番号

Pro- 
file

土壌 

型

Type 
of

位

Hori- 

zon

以土:当のH光任比じ 
(配処理士/無処理士)

Ratio of extinction's 
coefficient per 
original soil

( Acid treatedsoil\
\ Untreated soil ノ

消 亡 I N ィr, ..
Eどa試部。5にデ5 cofarauodicm:

無処理土
Untreated soil

恳汽恐志ほ処叫士战処印土

soil Un- Acid
No. soil

No.47 | No. 61 No.47 No. 61
------------------------------ しr宅dぞC tICdlLビ｛
No.47 No. 61 soil soil

ﾡと 出 部 NaOH extract

(F-H 1.21 1.21 0.40 0.13 0.49 0.16 3.1 3.1

15 Bp A-(B) 0.97 1.09 0.39 0.14 0.44 0.17 2.8 2.6
B1 0.84 0.98 0.31 0.10 0.35 0.13 3.1 2.7

A, 1.05 1.18 0.54 0.21 0.61 0.26 2.6 2.3

16 Bp-(E) A: 1.05 1.18 0.51 0.20 0.60 0.26 2.6 2.3

ArB 1.11 1.30 0.44 0.17 0.62 0.28 2.6 2.2

Ai 1.26 1.47 0.50 0.17 0.67 0.27 2.9 2.5

17 Be As 1.27 1.52 0.51 0.18 0.70 0.30 | 2.8 2.3
A.-B 1.33 1.67 0.56 0.21 0.81 0.39 1 2.7 2.1

沈 發 邵 Precipitated part: Humic acid

(F)-H 1.29 1.29 0.53 0.19 0.58 0.21 2.8 2.8

15 Bp A-(B) 1.10 1.17 0.60 0.24 0.61 0.26 2.5 2.3

Bi 1.06 1.14 0.51 0.21 0.49 0.21 2.4 2.3

Ai 1.19 1.27 0.84 0.35 0.91 0.40 2.4 2.3
16 BD-(E) A: 1.26 1.31 0.88 0.38 0.93 0.42 2.3 2.2

A.-B 1.29 1.36 0.96 0.44 1.03 0.50 2.2 I 2.1

A, 1.30 1.44 0.83 0.32 0.88 0.37 2.6 , 2.4
17 BE A- 1.43 1.57 0.88 0.37 1.05 0.47 2.4 2.2

AxB 1.50 1.68 1.09 0.48 1.23 0.61 2.3 2.0

い。ま た酸処理によ つてみ出 師およ び沈酸部は消光係数の増大 と 色度比の減少が見 られる。

ﾡ性土ﾡか、ら羽湿性土ﾡにいたる土壌型の推移に伴うﾡﾡの形態の変化を炎ﾡ(A. または A-(B) 

について比较する と次のごとくである。

Bp 型土境から Bd-(e)およびBe 型土ﾡに推移するに伴うﾡの形ﾡの変化は, 前節のサ尾士策にお 

ける Bn型土ﾡから Bp(a)および Bp-(p)型土ﾡに推移する場合と様の傾向が認められる。また Bd•(e) 

型土姿と Br型土壌の叫では,前節の藤尾土壌における Bp(e)型土蜂と Bp-()型土ﾡの間の変化と同 

様に, Be 土ﾡに比べると多少秘性の水分環境にある Bd.(b)型土壌は, 沈没郡の消光係数の増大と 色 

度比の滅少が認め られ, ま た組成の面では限処雑後の沈激部含有率は多少の減少が見られる。

同じ断面におい、て表ﾡから下府へ推移するに伴う順ﾡの形態の変化は次のごと く である。Dn 型土壌は 

前節の膜尾土壊の場合と同機の傾向を示し,Bd-(e)および Be 土楽は旅尾土壌の BD(d)および Bd-(e) 

型土壌とは同採の傾向を示す。しかしながら. BE 和士権は BD-(E) 型土壌に比べると, A,-B ﾡは配 

処用後の北減命の合半が大さ く ・ ま たと滅部の含事ボ比 (彼処ﾡ/ 無処F). 設山部および沈設師の消 

光係数は著しい増大を示す。

以上の納果は紀性土か、ら適測性ない、しッ出性士中に推移するにつてﾡﾡの形ﾡは著しい変化を示す 

が. 過韜性および親雄性土壌間の変化はそれに比べれば小さいといえよう。

$3節 仁鉛国有林スギ林土ﾡ(にﾡ土ﾡ)

1) 料 採 R 地

この土壌は秋田県山『本配評村田代に位置し,能代営 “置経営! る学術参考林〔4 (い)

#小ﾡ〕で採収した。以下この土壌を仁当土壌と称する。この地域は第 2 節岩瀬士康 と 同機;こ米代川下流 

渋城の 丘2地である。

供試 した土壌型は次の ごと く である。

Prof. No.18 Ba 型土壌 (紀性都色林士,急斜地飛)

Prof. No.19 Bs 型土壌 (同上. 設新地型)

Prof. No.20 B(d).e 型土壌 (適開性および羽性神色森林土の中型)

Prof. No.21 Bcp)r型土 (羽性およびﾡ性色な林土の中川型

いずれも 190～220 4生の天然生スギ林で. 尾慣では山護新下部および択に比べて成長は多少劣るが 

ﾡ商は に近く, Prof. No.18 および 19 の乾性土埃でも スギ大径木の純林を形成 してい る 点で,

•殻の乾性土壌における スギ林 と は 林況が若し く 興なる。一般に乾性土壊における スギ人工林は第 2 節で 

述べたように広楽削林にスギがり入したような林相を品する。したがって一般の乾性土壊のスギ林におけ 

る土壊の諾性質は,主林木のﾡ進の影響が強く作用するのではないかとの推論も可館である。著者はスギ 

林についてﾡ性土ﾡにおける主林太の相述の影響を除外して, 地形およびそれにもとづく 水分環奨の相進 

の影響を開らかにするために仁ﾡ土ﾡを供試した。

この地域の 気茨については第 2 通岩瀬土 巣(I) において述べた ごと く である。

2) 母材,地形

母材はいすれ も 第三紀岡期質眇岩であ る ・

地形は第7図に, 海抜高, 方位および領符は第 13楽 

に示すごとく である。BA および Be 型土壇は尾ﾡの近 

接した場所に, Bcoy-e 型土壌は 符面下部から沢添いの 

平担地への変移点に, B(E)-f 型土城は Bp.(e) 型土壌の 

つづきの平坦地のさらに沢;こ近い場所に位比する。

3)訴面形態

M面形態は第 8 図お よび第14 表に示す ごとくである。

第7図 仁ﾡ土壌の出現地形(模式図)

Fig.7 Relief of Nibuna Soil 
(schematic presentation)

Ba 型土では A-(B) およびB 解一と く こ A-(B) ﾡ一は Loose granular structure の発が見 

られ Ba 型土壌の特徴を示しているが,A。ﾡは満く, A-(B) 超 B Mへ廊変している。BB型士ﾡは 

第 2 強岩湖土康(I)の Bn 型土壊 と 同様の形態的な符徴を示して いる,仁創および岩流土(I)において 

Ba および Bn 型土壌は As 科が比校的酒く,A〔A-(B)〕岡iは淡色で A-(B) 的の形状を示し,また下博
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第13表仁明土第の立世条件

Table 13. Site conditions of Nibuna Soil
〔Parent mnaterial: tuffucious Sandstone, tertiary

断面番号
Profile No.

+ﾡ型
Type of Soil

海 振 商 
Height above

sea level
() .

方 他
Direction

傾. 毎
Inclination

18 Ba 260 N 70 w 25

19 Bn 260 N 70ラW 30

20 B(D)-E 230 s 20°w 30

21 B(E)-F 220 s 20 W 5

第 14 表 断面形態 (仁物土泉:)

Table 14. Description of profile (Nibuna Soil)

番号
土壌型
Type ﾡ 位 1 Thick- 色

推印状店 
Defini- 土ﾡ 構造

野物座 
Com-

石 ﾡ
Stones 機系

外生為奴 
EctotrO-

Pro- 
file 
No.

of 
soil

Hori- 
zon

ness

(cwt)
Color

tion of 
boun- 
dary

Tex- 
ture

Struc- 
ture

pact- 
nesS

(Size. 
quantity) Root

phic 
Mycor. 
rhiza

18 Ba

A。

A-(B)

B

C

L: +・

8

30

10+

F: !～2C, II: 
dark 
yellowish

brown 「 
yellowish し

brown G

light 
yellow

0.5 Cmi・

SL

s

G

dark purplish brown, powder
N, sma!! and

loose 1 medium, 5～
Gr (a)

"eSr 2～3 small.(a) 2

medium
3 and large. 十

___________ । (a) ___

y

+

+

19

20

21

Bn

Bco>-F

B(E)-F

A.

A-(B.i I

B

c

A--
H-A

A

(B).C

A

Ai

As

(B)-C

L: 1C力, ド: 2Ci, 
dark 

15～20 yellowish 
brown

っ= yellowish 
brown

, light 
yellow

L-F: 1～2cm
→ .へ dark 
7～10 brown

dark
20 ( grayish)

brown

っ」 grayish 
" yellow

L: 2c, F:!～ 
dark 

さ。 grayish 
black- 
brown

10～20gr試.。

」 grayish
一 yellow

H: 2～3C』・ Da

SL

G
SL

G

G

・
CL

G
SL

C

G 
1 1

2c.,H: 2〜3

CL

G
L.

C
G

「k purpl：

Cr, Gr

Bl 
(upper
M 
(lower

Cr

Cr 
(weak- 

ly)

Da
Cr 
SPPer

(lower;

M

ish brown, granular or powdery

2～3 small. (a) 4 +

3 small, (a) 2 +

mcdium
3 and large. + 一

(a)

1-2 meem・ 3 : -

2 | medium, っ～1 _
( a )

medium
3 and large, - 一

(va2 1 1___________
rk purplish brown, greasy

1～2 stoneless 3 一

2～3 stoneless 2～1 -

3llrssa - -

Remarks:

Prof. No.18
BA-soil

Residual soil

Prof. No. 19
Bs-soil

Residual soil

Prof. No. 20
B(p)-E-soil

Colluvial soil

Prof. No. 21
B(E)-F-Soil

Residual soil

第84 仁d土ﾡの断面(頃式)

Fig. 8 Profiles of Nibuna Soil schematic presentation)

Type of soil(土壌型)

BA: Dry brown forest soil (steep slope type). (乾性網色森林土, 急斜地型)

B(e)-f : Intermediate type between BE and Bf soil. (BEおよび BF 型土壌の中間型)

BF: Wet brown forest soil. (湿性褐色森林土)

Other abbreviations are same as Table 2.

へ漸変 している 点. および B型土ﾡの A-(B)hiで Crumbstructure が在する点などは. これ 

らの断面がいずれ も typical な Ba および Bn 型土収に比べて多少湿性の水分ﾡ境にあることを示すも 

のと思われる。このょうな形園的な特欲よ海抜商の限い、地域 (いわゆる里山地城)の乾性型土壊; こ共通し 

て見られる傾向である。

Bcp)-e 型土気は I-A旭の形が認められるが。 こ の点は こ の地械のﾡﾡな適潤性 ないし温性土脈に 

おいてしばし見られるﾡ像である。また A Crumb structure の発述は羽く ・ 微弱な還元色の色 

訳を示す したがって この断而は Bn および BE 型土壌の中間型,ないしはむしろ BE 土墳に近い土 

壊型と考えられる,

B().ド 型上築は薄付ではあるが HEiBERG および CuANDLER"I の Greasymorにﾡ当する形ﾡを示 

ナ H ルの形成が見られ, A,Fの Crumb structure の発述は羽い。A:hこおける通元色はとくに明 

りょうではないが,(B)-C府iこは局)部的に斑候の存在が認められる。したがって, この断面Beおよ 

び Br 型土壊の中間製,ないしはむしろ Bf 型士壌に近い土壌型とぢえられる。

) A :

各土蜂型のﾡ生は第 15 表に示す ごと くである。

Ba およびB型士城ではハウチワカエ,++カメノキが見られるが。 岩ﾡ土ﾡ(I)こ見られた他 

の乾性型の机物の出現は見られない,この点はおそらくは本林地がスギ老大催木によって う つ閉され,林 

内が比放的油刑な成成におかれているためであろう と ぢえられる。この点.: ミ この地域の同隸の地形; こおけ 

る秘性土ﾡのスギ人工#では,前市述の岩盗土ﾡ(I)の Be 型土壌と同様の林相と植生が見られる点からも 

真書される。

B(d)-b および B(e)-f 型土壊では,岩瀬土城(I) の Be 型土壌 と 同様;こ リョ ウメンシダ・ ジ=ウモン 

ジシグ,サカゲイノデ, アキタプキ, ミゾシダなどの湿性型のﾡ物が多く見られる。
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第15楽 仁当土壌の生

Table 15. Vegetation of Nibuna Soil

断面番号 
Profile 

No.

土壌型
Type of 

soil Vegetation

18 Ba

(D) スギ 5, ブナ 2. ミズナラ 2
(Ds) ハウチワカエデ2, コミネカエデI, ホホノキ1

(Sh) オオカ メノキ 1, プナ 1

(G) エゾユズリハ 2, オオバクロモジ 1, オオカメノキ!, ッルシオミ !, 

ハイイスガヤ 1, チシマザサ ヒメォキ +, マイズルソウ +, 

ヤブコウジ +, ミヤマカンスゲ +

19 Bp

(D) スギ 5
(Ds) ブナ 2, ハウチワ カエデ 2

(Sh) ヒメアオキ2, オオバクロモジ2, オオカメノキ 2, ハウチワカデ1

(G) チシマザサ 1, ハイイスガヤ +

20 B(D)-E

(D) スギ 5
(Sh) オオバクロモジ2, シウリザクラ2, ハナイカダ1

(G) ミゾッダ4,ヤマドリ ゼンマイ 3, オシダ2, オオカメノヤ2, ヒメア 

オキ 2, ミ ヤイ タチシグ +

21 BcE)r

(D) スギ 5
(Ds) トチ 2
(Sh) サワグルミ 2. オオバクロモジ 2, ハイイスガヤ 1, デブラチヤン 1

(G) ヤグルマソウ 3, ミゾシダ3, ヤドリゼンマイ3, リョウメンシグ2,

サカゲイノデ2, オシダ2, トリシシロウマ2

(D)....Dominant tree layer, (Ds).,..Subdominant tree layer, (Sh)....Shrub layer. 

(G)....Ground flora.

5 化学的性質

各土塊型の化学的性質は第 16 楽に示すごとくである。

Bnおよび Bcp)r 型土壌に見られる F ﾡはいずれも c-N 率は比較的大きく,円土壌型間に相造は見 

られないが, Be-(f)型土壌では Bn 型土壌よ り pHが高く, この点で明らかな相遊が留められる。

銀貨土層については次のごと く である。ﾡ性墳からﾡ性土壌にいたる土ﾡ型の推移に伴う化学的性質 

の変化を表所〔An または A-(B) M) について比修する と,BA, Bb- B(d)-e 型土城 の順に C-N 求の 

減少, pHの上ル, 置換ﾡ度および換臓度の加水ﾡ度に対する比の少, とくに碎換性 Ca および Mg 

の合有量および飽和度の増大が見られる。これらの土典型の推移に伴う 化学的性質の変化は,前述の崩/ 

土ﾡおよ び岩細土境(I )の場合 と 同様の傾向を示 している。

Bcs-F 型土壌では Bep)-E 型土ﾡに比べると, C-N率, 置換性 Ca および Mg 含有刑は相違が見られ 

ないが, pH, 置換性 Ca およびMg 陰和度は低下を示し,また砂換酸度は増大を示している。このょ う 

に B(e)-f 型士壌は B(d)-e 型土壌に比べると土ﾡがややﾡ性に価いている ことがう かがわれるが, Bcp)-r 

および B(d)-e 型土壌間の相違は B(d)-e 邪土壌と BAお上びBn型土ﾡ川のﾡ述に比べれば小さいとい 

える。

またこの地域の B(e)-f 型土壌が一般に Prof. No. 21 と 同様の断面形感および化学的性質の特徴を示

本林土ﾡの化学的性質およ びﾡ植の形に関する研究 (河田) —23 —

第16表 化学的性質(仁助土坎)

Table 16. Chemical properties〔Nibuna Soil〕

〔On dry basis〕

同 前Y (ibid.)

断面i番号 土城型 位

Profile Type of Hori- 
No. soil zon

深 さ 
Depth

(c:)

炭 素 
Carbon

%

金素 
Nitrogen

% !

C-N ボ

C-N 
ratio

PH 
(H.o)

t換球度 
Exch. 
acidity 

(y・)

加水
臓

(y

豐

18 Ba A-(B)
B 10～18

8.3

5.0

0.44

0.41

19

12

4.15

4.95

46

30

91

54

19 Bu
II

A-(B) i
B

4～6

1～13

18～28

33.7

6.8

2.2

1.58

0.47

0.13

2

14

17

4.50

5.00

5.25

42

26

69

43

20 B(D)-E H-A

A

1～8 

11～23

19.3

8.0

1.15

0.58

17 5.90

5.70
I

1

64

30

21 B(E)F

H

A.

A:

2〜4

1～6

8～18

30.8

11.7

7.3

1.52

0.88

0.54

14

14 
* ■

5.40

5.25

5.45

6

15

65

52

* Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mig 当量)

土壌型

Type of 

soil

M 位

Horizon

記換容量

Cation 
exchange 
capacity

(A)

m換性 ca*

Exch. Ca

(B)

置換性Mg*

Exch. Mg

(c)

置換性 Mn* 

Exch. Mn

t換性 Ca 
嘉％ 

exch. Ca 
saturation

(B/A) 2&

t換性 Mg 
位和度.

Rate of 
exch. Mg 
saturation

(C/A) 2&

Ba A-(B) 35.4 3.50 2.07 0.06 9.9 5.8

B 28.0 2.19 1.80 0.04 7.8 6.4

Bn A-(B) 36.2 3.67 2.83 0.08 10.1 7.8

B 28.0 1.69 1.88 0.04 6.0 6.7

B(D)-E H-A

A

71.7

39.0

21.1

17.9
3.62
6.01

0.52

0.25

29.4

45.9

5.0

15.4

BcE)-F At 51.5 19.8 5.38 0.49 38.4 10.4

As 38.7 9.66 3.99 0.20 25.0 10.3
•

すことは, 者者お よ び鷹見の結果" からも明らかである。

6) ﾡﾡの形態

各土蜂型のﾡ前の近似的細成は第 17 表に. 光学的性貫は第 18 表に示すごとく である。

A) Hおよび H-A 暦

Buおよび Bcp)-F 型土ﾡにおける Hルは. 全設的には前述の藤尾および岩洲ﾡ土ﾡ(I)の Bn型土ﾡ 

と同様の傾向を示している。この土ﾡにおける両土壌型はいずれも岩瀬土壌(I)の場合と同様に, 腐植 

の一部は誠処理によつて稀ルカり可神となることを示し, また浸山部および沈環部は酸処理によって消 

光係数の增大 と 色度比の減少が見られる。また Bnおよび B(e)-f 型土壌の間では とくに著しい相違は認 

められない。
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第17炎 関Hの近似的組(仁的土:壌)

Table 17. Approximate composition of humus (Nibuna Soil)

* 土壌全炭に対する %, Per cent on total carbon basis.

*今 Mycclial layer. Its carbon content is 33.0%.

断面書ラ

Profile 

No.

土型

Type 

of soil

Mi 位

Hori-

zon

韓 ﾡ

Humus 
soluble 
in acid

(Untreated soil) (Rcidt-eaica: 土
soil

沈設部
フルポバ

B/c

戦証 

含r

B/A

殺部 
Precipita- 
ted part

A

フルポ酸 
Fulvic 
acid

沈ﾡ部 
Precipita- 
ted part

B

フルポﾡ 
Fulvic 
acid

C

18 Ba A-(B)
る 

12.1
% 

28.8
%

37.7
% 

29.2
o 

25.2 1.15 1.01

B 20.7 21.3 44.9 23.1 23.9 0.9o 1.08

H 5.5 o. 26.2 44.7 19.9 2.24 1.10
19 Ba A-(B) i 18.7 32.2 39.9 32.9 19.0 1.73 1.02

B 36.6 23.1 55.8 26.3 18.1 1.45 1.13I !

20 B(D)-E H-A 5.9 30.4 21.8 38.8 14.6 2.65 1.27

A 8.7 32.1 23.6 39.6 18.8 2. 10 1.23

H 6.6 39.8 22.9 3.3 15.3 2.86 1.10
21 Bcp-F A; 10.6 33.1 30.1 38.5 17.9 2.15 1.16

As 13.9 32.4 31.7 34.2 18.4 1.85 1.05

M ・世糸綱用)** 4.3

1 !

13.5 65.5 13.2 51.8 0.25 0.98
- - -..... ■—

B(D)-E 型土壌における H-A ﾡの近似的細成は適問性ないし混性土ﾡの A層にい価を示し・ また浸 

出 部お よ び沈滅部の光学的性ﾡは湿性土壌の Hﾡと適洞性な い し湿性土壌の A,ル と の中間, またはむ 

しろ前者に近い価を示している。

B)鉱ﾡ土畑

各土壌型の鉱土ﾡの岡ﾡの近似的細成お上 び光学的性質に見られる全般的な傾向は,前述の藤尾土壊 

お よ び岩都土※ (I) の場合 と 同様であ る ・

乾性土壊から弱湿性,さらに漫性土境にいたる土壌刑の推移にう順加の形態の変化を。 求ﾡ(A。ま 

たは A-(B) Fわ) について比殻すると次の ごとく である。

Bcp-F 型土壊は Bcp-F 型土城に比べる と,沈堰部含有率比 (破処用/無処ﾡ) はやや小さいが,その 

他はほぼ同様の値を示 している。

EBA 型土壌は以下に述べるように他の土ﾡ型とは興なつた特破を示し, また Bb 型土ﾡのWMの光的 

性質は1述の藤尾土壌および岩術土壌( I )の地合と興な り, 適洞性士ﾡに近い性を示している しかし 

ながら, 全般的には土境型の推移;こ伴う 脚紙の形儲の変化は,前述の各林地における と同様の傾向を示す 

といえよう。

BA 型土壌の腐植の形態を Bu型壌と比散すると A-(B)畑において顕者な相ﾡが見られる。 ナなわ 

ち, 出部および沈殺ﾡの消光係数は小さく, 色度比は沈澄部の微処理の場合を除けばいずれも大きい, 

また北酸ﾡの含有求はﾡ処ﾡおよび無処理と もに小さい。このよ う なﾡ進が礼たらされる 厚因と して,

B,\型土案の形態的特徴をなしているLoose granular structureの形成に関与している恒糸の混在が, 

ﾡﾡの形ﾡに影響をおよぼしている ことが考えられる。 はこの点を明らかにするために, 他の林地に

林も:ﾡの化ず代:バtおよびﾡﾡの形に関する研究 (河田) 一25-

18ペ 脚純の消光係数および色展比 (仁出土壌る)

Table 18. Extinction's cocfiicient and color quotient of humus (Nibuna Soil

所而

番リ
土旅型

W 位

ﾡ土堺る当の消光係歌比 
: !-:

Rati。 of extinction's 
coeflicient per 
original soil

( Acid treated soil\
\ Untreated soil 丿

消 光 係 、 &
Extinction'S coefiicient 

(Carbon 100g/L)

色度比
Color quotient

Pro. 

tile

Type 
of 
soil

Hori- 

zon

無処ﾡ土
Untreated soil

も:
Acid treated 

soil
無ﾡ理土処理土

Un- Acid 
treated treated

No.
No. 47 No. 61 No.47 No. 61 No.47 No. 61 soil soil

a 出 部 NaoH extract

18 Ba A-(B 0.93 1.04 0.44 0.16 0.50 0.20 2.8 2.5

B 0.94 1.13 ・ 0.15 0.54 0.24 2.7 2.3

II 1.13 0.47 0.15 0.52 0.18 3.1 2.9

19 Bu A-(B) 1.02 .17 0.46 0.18 0.62 0.27 2.6 2.3

B 0.84 1.04 0.38 । 0.14 0.57 ・ 2.7 2.3

20 B(D).E H-A 1.26 1.39 0.54 0.18 0.66 0.24 3. ' 2.8

A 1.23 1.42 0.54 0.19 0.70 0.23 2.8 2.5

II 1.16 1.18 0.52 0.13 0.63 0.22 2.3 2.9

21 B(P)-r A, 1.09 1.23 0.58 ! 0.21 0.72 0.29 2.8 2.5

A: 1.04 1.19 0.64 । 0.25 0.81 0.36 2.6 2.3

M (菌糸網柄) | 0.85 0.90 0.36 0.10 0-37 0.11 s i 3.2

沈 ぱ Precipitated part: Humic acid

18 Ba A-(B) 1.04 1.11 0.65 0.26 0.65 0.28 2.5 2.3

B 1.15 1.19 0.7! 0.31 0.77 0.35 2.3 2.2

H 1.18 1.19 0.61 0.21 0.65 0.23 2.9 2.8

19 Bb A-(B) 1.13 1.23 0.85 0.37 0.90 0.40 2.3 2.3

1 B 1.20 1.24 1 0.77 0.35 0.82 0.33 ! 23 2.2

20 B(D)-E H-A 1.34 1.38 0.77 0.27 0.81 0.29 2.9 2.8

A 1.32 1.44 0.86 0.33 0.92 0.38 2.6 2.4

1 H 1.23 1.29 0.61 0.21 0.69 0.25 2.9 2.8

21 B(e>-f A, 1.16 1.20 0.89 0.36 0.90 0.38 2.5 2.4

A。 1.09 1.20 1.07 0.16 1.10 0.52 2.3 2.1

M (ﾡ糸鋼岡) 0.97 1.06 0.66 0.24 0.62 0.25 2.。1 2.5

おける BA 型土壊の顕著に発途した M ﾡ (商糸領) を用いて, 同 様の方法で隅就の形態の 検対を 行つ 

た。第 17 および第 18 表に併記した結果から も明らかなように, M 栉では浸出篇および沈殿師 ともに 

延貫土利のいずれの場合よ り消光係惑が小さ く,ま た色度比が一と く に浸出部において一大きい。したが 

つって Ba 消土壇の A-(B) 固; こおける腐故の形.鶴が Bn 刑士壌と 典なる原因は. 土壌中に況在する苗糸 

の影響にもとづく ものと推定される。さらに Loose granular structure の発述の弱い、BA 型土ﾡの 

Bﾡにおいては, Bs型土ﾡのB 画と比べて明らかな相違の見られないことは,上記の推論を裏づける

ものといえよ うo
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BB 型土壌の睇械の形態は 前述の血尾土壊および岩瀬土埃 (I) とは多少の相述と示している すなわ 

ち,A-(B) およびBﾡと もに沈酸部の含有求は無処理およびﾡ処理いずれの場合も大き く. またとくに 

認出部および沈殺節の消光係数は大きい。Prof. No.19のA一(B)ﾡの消光係数はいずれの場合も. そiれ 

それ各林地における連潤性ないし湿性土壌の Ai 姙に近い値を示している。この点は本節の 5)化学的性 

ﾡで述べた C-N 率が比較的小さいこ と, および 4) のH生に見られる紀性型のﾡ物の少ない尚などから 

も推定されるように, この断面は他の林地の Bp邪土壌に比べるとやや湿性の環ﾡにおかれ. したがって 

土壌微生物の有機物の分解活動が良好な ことにもとづくものと考えられる。

同じ断面 における附位別の変化は 次の ごとく である。 Bc-r 型土照は前述の各林地における適洞性な 

いし羽性土壌と同様の倒向を示ナ。 Bs 刑土率の A-(B) およびB お間の相違は仙の林地の乾性土壊 

の場合ほど明りようではない。また Ba 型土壌は Bﾡiにおいて消光係政の州大が見られる点で他の#地 

の乾性土壌と異なった傾向を示している,

以上の結果は, BA 型土壊はおそらく 苗糸の影密に よって幅秘の形態は他の乾性土壊 (Bu 型土業)と 

は若しい相違を示し, また Bcp)-r 型土期は適潤性ないし弱温性型士址と同極の傾向が見られる こと を示 

している。

第4節 Bc型 土 ﾡ

Bc 型土壌は以下に述べる よ ? に・ その出現世形の相違によ って化学的性お よ び腐ﾡの形態に者 しい 

相違が見られるので, これを Bc-i および Bc-n 型土壊に区分した。

1) 試料採反地

試料は次の4力所で採取した。すなわち,

である" しこがつて両量係数97, N一S係数236とななる。また月別の気温および降水武の関係は第9 

M4の温4に示すよう にペ日本型の気ﾡである。この設測価は平地における値であるから試料採取地はさ 

らに'理冷となると思われる。

2 B 材・ 地 形

母は次のごとくである Prof. No. 2 は 中世村砂岩. Prof. No.11 は花ﾡ関ﾡ岩(深岡風化).

Prof. No.41は集境岩。Prof. No.12 は第3紀W砂岩である

各土坂型の山ﾡ地形は第10 図に示すように,Prof.

No. 2 ・:山項こつつく大きな尾ﾡの陵線に近い山ﾡ斜面 

上部に. Prof. No.11は小ﾡﾡの背ﾡに. Prof. No.

41は鈍項な尾ﾡのやや下方に位証する。 以上のように 

Be-1型土袋士山妝斜面上帝の尾极に近い位凝に出現し, 

B^および Bu 型土ﾡと Bo(d)型土壊 の 中間,ま た 

はは Bd(J1)型土策に近い、斜面上の位置に山現する場合が 

多い。

Prof. No.12 の Bc. 型土壊は 沢に面した山線斜面 

の下端の沢に近い台上に位置し, 地形的には Bd ない 

し Be 型土壌の山現地形とﾡ似した地形である。 また 

Prof. No.42 は長さ約 2km.(約100w. の南北に商 

線的に走る谷の最県部の拡斜一平担地から山ﾡ新面への

Prof. No.2.

Prof. No. 2 Bc-i 型土壌は第1節旅尾士壌とじ山ﾡ新面上の Bp および Bo(d)型土壌のほぼ中間 

こ位置する落業広葉樹林

Prof. No.11 Bc-i 型土は山架県東山梨郡神金村高橋に位置する東京都水源林34林班のカラマツ,

第9 図 大ﾡ苗畑(原町) 

における混雨図

Fig. 9 Monthly variations 
of temperature and 
rainfall at Ohmika 

nursery (Haranomachi)

ヒ ノキ人工林 (変林)

Prof. No.41 Be-1 型土東は福島 必 相馬郡大館町字中村に位成 

する原町営林署中村経営区27林理の落葉広葉樹林

Prof. No.42 Bc-m 型土ﾡは Prof. No.41 と 同じ 中村経営 

区 25 林班の落業広業ﾡ林

である。

Frof. No. 2および Prof No. 11 の気候条件についてはすで 

に第1 節版尾土壌の場合に述べた。Prof. No.41 および No.42 

については 観測賞料に 乏 しいが, 原町営林署大愛苗畑の 叙測価 

(相馬郡原町市,海抜高 20, 1947～1955 年)によれば,

気温......... 最高平均 17.2°C. 最低平均 7.9°C.

年平均 14.6°C

年降水量..... 1.420 »!»«

年平均湿度....65%

Prof： No.42.

第10 関 Be 型土疑の出現地形 

(校式図)

Fig. 10 Reliefs of Bc-soil 
(schematic presentation)

変移点に位置する。おそらくはこの谷が山谷風の通路となつているものと推定される。

海抜高, 方位および傾ﾡは第 19 に示すごとくである。

第19米 Bc 型土壌の立地糸件

Table 19. Site conditions of Bc-soil

断面面番号
Profile 

No.

土壌型 ,
Type of 

soil

海抜,5
Height above 

sea level 
(w1)

方 位 
Direction

傾 斜 
Inclination 1

母 材
Parent material

2 Bc-i 1200 S 15° E is sandstone (mesozoic)

11 Bc-I 1200 N 40° E 15° Grano Diorite

41 Bc-i 560 S 60° w 10° Agglomerate

12 Bc-n 300 s 80° w 5° sandstone (tertiary)

3)断面形態

各土壌型のI面形態は第 11 図および第 20 炎に示すごと くである。

Bc- および Bc-n 士壌の各断面ﾡﾡはい、ずれも同械の形態的特破を示している。 ナなわち,ﾡﾡは 

潮変的に深岡まで浸透し,Au. A.-Bi. Ba 阳の各境原は漸変的である。A,ﾡは Nuttyまたは Granular 

structure が発達する か, A:-B・ ﾡでは Nutty structure の顕著な発述が見られ, Be ﾡにおける 

Nutty structure の発達はその上部に限られ, その程度も弱い。 また A1-B1 およびB: 層上部では割 

れ目に沿つて樹枝状にﾡﾡの浸入が見られる。 Ao ﾡは特に老しく発達せず, また H ﾡの形成も見られ
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Prof. No. 2
Bc-i-soil 

Residual soil

Prof. No.11
Bc-t-soil

Residual soil

Prof. No.11 
Bc-i-soil

Residual soil

Prof. No.I2 
Bc-I-soil

Residual soil

高林土:の化:的性:およびパげの形にする研 (河団) 一29-

し

Are,

断断面

Pro- 
file 
No.

土旅利 

TsP 
soil

W位

Hori- 
zon

M さ

Thick- 
ness 

(cmt)

色

Color

推改害 
Defini- 
lion of 
boun- 
dary

土性

Tex- 
ture

構 池

St rue- 
lure

甲密度 

Com- 
pact- 
ness

石 ﾡ :

Stones
(Size,、 

quantity
Root

外生苗ﾡ 
EctotrO- 

phic 
mycor- 
rhyza

A。 L: + ～! C}・ F : 3 cn:

B.

c

11 Bc-!

A,

A:.B,

B:

C

8～10

8～10

22～25

10+

grayish 
biack- 
brown

grayish 
brown

light
reddish 

brown 
reddish 

brown

G

G

G

sL

SL

sL

L

N. Gr

N

N 
(weakly)

ク*

t 3

3

3

stoncless

stoneless

slonelcss

stoncless

4

"う !

+

二

+

42 Bc-r

A

A,

A:-B.

B:

C

L:

7～10

20

25+

ウル, F:

blackish
brown 

grayish 
black-
brown

brown

light 
yellowish

brown

Cmi

G

G

G

L

L

L

L

N. Gr

N. Gr

N 
weakly)

ウ

3 1

3

3

stoneless 

stoneless 

stoneless 

stoneless

4

2 i

1

+

+

+

Fig.
第11区 Bc型土壌の断面区 (桜式)

11 Profiles of Bc.soil (schematic prescntation)

ないっ

以上の各断面に共通 した形 •態的特徴:から推察すると,Structure の面では明らかにﾡ性の水分環度にあ

第 20 表 断面形態 (Be 型士疑)

Table 20. Description of profile (Bc-soil)

土壌型 超位 厚 さ
色

推移状態
Defini- 土性 t 沿 堅密座 石礫 供系

外4:世収
Ectotro-

Pro- 
file

Type 
of

Hori-
・・ハや

Thick- 
ness Color

tion of 
boun- Tex- Struc- Com- 

pact-
Stones
(Size, Root

phic 
rnycor- 
rhizaNo. soil 2OI

(cmi)
dary ture ture ness qluantity 1________

A L: 3cm, F: 3cm
dark

A, 12～20 grayish
yellow- L N 3 stoneless +

2 Be- ArB, 15～20
brown 

ibid. / L N 3 slonelcss

1

2 +
B: 25～30 light 

yellow CL N (upper) 
M (lower) 3 large (o) +

pale 
yellow

small and
c 10+ G -- 3 medium

'____ (「)
-- —

A。 L: 0.5cmt, F: 1～1.5c:

A・ 12～15 brown 
dark G

SL N 2 stoneless 4 一

Bc.1 A.-B, 12～15 yellowish 
brown C～G

L N 3 i stoneless 2 --

B: 30 light 
yellow

G
L M 3 stoneless 1 —

c 10+
pale 

yellow L — 3 stoneless _ 1

Remarks:
Type of soil(土壊型)

Be soil: Weakly dried brown forest soil (加能性尚色咸林土)

sub-type; Bc.I soil (uper part of mountain slope type) (斜面上部型)

Bc-iI soil (lower part of mountain slope or valley floor type) (斜面下

いし沢型)

Other abbreviations are same as Table 2.

第 21 米 Be 型土壌の拡生

Table 21. Vegetation of Bc-soil

ﾡ7i番5 土壌型
Frofile Type of

No. soil
ﾡ 生

Vegetation

(D)....Dominant tree layer, (Ds)....Subdominant tree layer. (Shj... .Shrub layer. 
(G) . Ground flora

2 Bc-1

--------------------------------------------------T-----*---- 季

(D) ミズナラ 5, アサヒカエデ2
(Ds) ウリハダカデ5, アカシデ3, クマシデ2, ハクウンボク2, オダモ!
(Sh) デオダモ +, ハヘクウンク +, ツラジャノキ +
(G) ミズナラ 1, チョユリ フクオウソウ 1

Bc-i
(D) カラーッ3, ヒノキ4, ウワミ ズザクラ 3, ハリギリ 3, クリ 2
(G) アオダモ 1, ヒカゲスゲ 1, ヤマシバカエデ 1, ヒノキ +, リョウブ +, 

ウワミ ズザクラ+

41 Bc-1

(D) アカーッ 3. コナラ 1, ウリハダカエデ 1. アオハダ I
(Ds) ミ ズナラ 3. クリ 1, リコ ウブ 1, モミ1, オダモ +, ネジキ +, ウッ

ジロノオ 十
(Sh) ミヤコリサ2, ムラサキヤシォツツジ 1. コツヤボウキ 1. ックバネウッギ 

十, アクシバ +

42 Bc.I

(D) コナラ3,モミI,クリ1
(Sh) アズマネザサ 3, モミ 2, メグスリノキ1, クマシデ 1, イタヤカエ 十, 

ケヤキ 十, ハクウンボク +
(G) チゴュリ 3. フジ 2, そミジハグマ 十, ヤブレガサ 十・ フダリシズカ +



-30 — 林野土ﾡ調報告 第 10 労 育林土案の化学的性 なおよ びﾡ植の形に関する研究 (河Ei) -31-

ることを示しているが, 獨鼠の下牖への浸透状怎および將位の推移状態は, 滋性型の土ﾡに見られるよ う 

に比地核的深畑 ま で水の移動が行われて いることを示している。これら の点は大政”’ので婀 した "掛を上 を 

吹き渡る風の影響によ る樹体を通じて の乾燥" が,Be 型土壊の生成因子 と して作用している ニとが推新 

される。

また Bc-i および Bc.r型土ﾡの川に明りような形ﾡ的特破の相迎が:見られないことは,斜地形の影 

誓よりも それ以外の因子がその生成に強 く作用していることと示すものといえるであろう。

4)ﾡ 生

各土壌型の植生は第 21表に示ナごと くである。

Be.1 型土壊ではいずれも乾性型の根物が多く 見られる,すなわち, Prof. No. 2 ではてサヒカエデ. 

アカシデ, ウラジロノキ, Prof.No.11ではアオモ, ヒカゲスゲ, リョウブ, Prof.No.41ではネッ

第 22 炎 化学的性〔Bc 型土壌〕

Table 22. Chemical properties〔Bc-soil〕

(On dry basis)

断面番号
Profile 

No.

土壌型 
Type 
of soil

ﾡ。
深 さ
Depth

(cw)

--- ---
炭素 
Carbon

2%

室素 
Nitrogen

%

C-N * 
C-N 

ratio

pH 
(H:O)

圈喃度 
Exch.

acidity 
(y,)

番問。 

acidity 
(y)

2 Bc-I
Ai

AsB!
Bs

1～!I 
!3～23 
25～33

9.0
4.6
3.1 (

).47
).14
)・07

19
33
14

5.50
5.60
5.40

13 4!
8 19
5 11

11 Bc-i
A

A--B:
B:

1～!I 
15～23 
30～38

8.4
5.1
2.9

( 
C 
〔

1.31
).18
).18

2
28
16

5.50
5.35
5.35

14
7
7

40
21
13

41 Bc-I
Ai

A:-B
B:

1〜7 
11～18 
20～30

9.8
4.3
1.9

0.48
0.22
0.11

20
20
17

4.85
5.35
5.25

33
14
29

67
30
30

42 Bc-r
Ai

ABi
B:

1～4
8-15

16～26 .3 1

0.68
0.40
0.25

16
14
13

5.60
5.75
5.70

3
3
1

28
27
18

同 前 (ibid.)

断面番号

Profile 
No.

岡 位

Horizon

i 換 容i計 
Cation 
exchange 
capacity

(A)

霊検性Ca"
Exch. Ca 

(B)

置換性 Mg*
Exch. Mg

(c)

曜換性 Ca 飽和度帆囲性 Mg 催和度
Rate of ©xch, | Rate of exch.
Ca saturation

(B/A) 2%

Mg saturation 

(C/A) 2%

Ai 26.0 3.53 1.27 13.6 4.9
2 A-B! 16.1 1.25 0.26 7.8 1.6

B: 14.4 1.21 0.29 8.4 2.0

A! 26.3 2.13 0.65 8.1 2.5
11 A:一BI 24.2 0.92 0.30 3.8 1.2

B: 25.5 1.01 0.18 4.0 0.7

Ai 41.3 3.11 1.8! 7.5 4.4
41 Aゥ-Bu 27.3 2.79 1.67 10.2 6.1 ,

B: 28.8 2.71 1・83 9.4 6.3

A, 49.0 19.2 6.!9 40.2 12.6
42 AaB 38.7 11.5 4.78 29.8 12.3

B: 29.2 6.82 2.22 23.3 7.6

* Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mg 当) 

キ・ リロウブ, ゲキダモ, ウラジドノキ・ コウヤボウキ. アクシバ・ ムラサキャシ十ッッジが見られる。

Be.r 型土壊では斜に明りような乾性および湿性型の拉物は見られない。

5) 化 学 的性 n

各土壌型の 化学的性質は第 22 表に示す ごと くである。

Be.1および Be.n 型土壌 について表加を比校すると. Bc.1型土壌は Be.r 型土策に比べて C-N準は 

大きく,ﾡ喚ﾡ度よび記換ﾡ収の加水ﾡ度に対する比は明らかに大きい。 Bc•i 型土壌における これら 

の価は前述の各林地における秘性士壌とほ同械の価を示しているが。Bc-I刑士壇は Bp ないし BE 型 

土楽に比べるとこれらの価は比散的大きい、 Be•口型土壊がこのよ う な性Hを示すことは, 断面形書に見 

られるよう に乾性の水分環境に もとづく 土旅段生物の有ﾡ物の分脈活動の低下に よる もの と 考えられる,

pHは Be.. 型土境は Boないし Be 型土ﾡと同様に恋い価を示すが。Be.1 型土壌では必ずしも一定 

の傾向を示さず,Prof. No.2 および 11は比較的高く Be•■和土壊に近い値を示すが, Prof.No.41は 

他の林池の弦性型土壊と同様に欧い値を示す,

・換性 Ca およ び Mg 含有量および絶和度はと く に明 りょう な相違を示し, Be-1 型土策では これら 

の位は小さいが。 Bc・i 型土壌では明 り よ う な増大を示し,それぞれ対応する域形に出現する乾性または 

適開性な い し 强泡性土壌に近い値 を示して いる,

以上のように Be. および Be.r 平土はその化学的性の団で明らかな相述が認められる。

6) 阿ﾡの形態

各土壌型のﾡ植の近似的細成は第 23 に,光学的性任は第 21 表に示すごとく である。

第 23 表 ﾡ間の近似的細(BC 型土壌)

Table 23. Approximate composition of humus (Bc-soil)

土壊全炭素に対する 9%, Per cent on total carbon basis.

断 而 

番 号

Profile 

No.

土蜂型

Type 

of 
soil

納 位

Hori-

zon

酸可油

Humus 
soluble 
in acid

無処理土
(Untreated soil)

品処理土
(Acid treated soil)

北酸部 

含有比

(B/A)

北 殺 部 
Precipita- 
ted part

(A)

フルボ酸
Fulvic 
acid

北浮部
Precipita- 
ted part

(B)

マル酸 
Fulvic 
acid

(c)

戦配
フ ル ポ酸 

(B/C)

2 Bc-I

Ai 

ArB, 
B.

死る
16.2

24.2

27.3 .

% 
27.1

21.7

20.6

% 
32.0

33.1

37.4

%
28.0

26.9

25.3

%
16.3

13.8

14.2

1.71

1.94

1.78

1.03

1.23

1.22

11 Bc-t
A, 

A:-B。

B:

A, 

A-B, 

B。

16.2

21.8

27.3

26.4

16.1

13.0

31.8

35.3

43.5

27.2
20.1

14.5

15.9

16.4

17.2

1.71

1.29

0.84

1.03

1.24

1.11

41

1

Bc-i
13.0

18.7

23.4

29.0

19.6

13.8

28.3

30.1

39.2

29.7

23.3

16.0

17.3

15.0

17.6

1.71

1.55

0.90
1

1.02

1.18

1.15

12 Bc-・

1

A, 

A-B, 

B,

14.3

22.9

24.0

29.5

22.9

18.9

26.2

32.9

34.1

33.2

28.1

24.9

15.0

15.7

16.2

-————--
2.21

1.78

1.53

・.3 

1.22 

1.3l
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第 2i 表 姨航の消光孫敬および 色度比 (Bc 消土)

Table 24. Extinction's coefficient and color quoticnt of humus Bc-soil

断面 

番号

土壌 

型 M 位

隠土展当の消光係数比 
(彼処理士/無処理土) : 
Ratio of extinction's

coefficient per 
original soil

(Acid treated soil \
\ Untreated soil ノ

消 光係数
Extinction's coefficient 

Carbon 100 mg/L)

色度比 
Color quotient

Pro- 

file

Type 

of
Hori-

zon

品...5も. 感 通事溪 無処耶土ﾡ処町土

Un- Acid
No. soil twootn/l tvnntnrl

No. 47 No. 61 No.47 No. 61 No. 47 No. 61
・4 ・**ト ・*

soil soil

と 出H 部 NaOH extract

A, 0.94 1.07 0.45 0.16 0.56 0.23 2.8 1 2.4
2 Bc-i A:-B, 1.12 1.32 0.46 0.18 0.70 0.32 2.6 2.2

B: 1.20 1.38 0.33 0.13 0.59 0.27 2.5 2.2

Ai 0.94 1.06 0.49 0.18 0.62 0.25 2.7 2.5
] 1 Bc-! AzB, 1.10 1.24 0.35 0.13 0.55 0.23 2.7 2.4

B: 0.85 1.02 0.25 0.09 0.33 0.15 2.8 2.5

A, 0.95 1.05 0.52 0.18 0.60 0.23 2.9 2.6
41 Bc-I A-B. 1.00 1.15 0.42 0.15 0.55 0.23 2.8 2.4

B: 0.99 1.11 0.32 0.11 0.42 0.16 2.9 2.6

A, 1.16 1.23 0.67 0.26 0.90 0.37 2.6 2.4

42 Bc-i । A:B。 1.13 1.29 0.49 0.21 0.80 0.35 2.3 2.3

B: 1.16 1.29 0.48 0.20 0.72 0.33 2.4 2.2

沈ﾡ部 Precipitated part: Humic acid

Ai 1.09 1.16 0.74 0.30 0.77 0.33 2.5 2.3

2 Be-1 A-B, 1.33 1.37 0.85 0.37 0.91 0.41 2.3 2.2

B。 1.33 _.ペ 0.69 0.30 0.75 0.35 2.3 2.1

A, 1.05 1.11 0.87 0.35 0.88 0.37 2.5 2.4

11 Bc-i A-B, 1.32 1.35 0.83 0.35 0.88 0.39 2.4 2.3

B: 1.13 1.18 0.63 0.29 0.70 0.31 2.3 23
A, 1.09 1.12 0.78 0.31 0.83 0.34 2.5 2.4

41 Bc-: A-B, 1.14 1.22 0.80 0.33 0.77 0.34 2.4 2.3

B: 1.17 1.24 0.7! 0.29 0.72 । 0.31 2.4 2.3

A, 1.21 1.26 1.09 0.46 1.19 0.52 2.4 2.3

42 Bce-r A--B,i 1.24 i.36 1.12 ; 0.48 1.13 0.53 2.3 2.1

B: 1.32 1.41 1.09 0.47 1.10 0.50 2.3 2.2

Bc-I および BC-I 土ﾡの楽ﾡにおけるﾡMの形態の相巡は, ぼ同様の地形にそれぞれ出現する

性土壌と適展性ないし弱湿性土壌の間に見られる相違と,ほぼ同様の傾向が認められる。

しかしながら,Bc-x および Bc-h 型土壊をそれぞれ乾性および適潤性ないし弱湿性土壊に比べる と次 

のような相違が認められる。

Be-! 型土楽の沈設部の消光係数は A,-B, 畑は A, 岡よ り増大を示し, またA,および A-B,刷の消 

光係数は無処刑お よ び酸処那 と もに前述の各林地のﾡ性土壌の楽刷 より 大きい値を示 している。こ の点は

今林士嫔の化学的性質および怪桃の形態に関する研究 (河田) -33-

木i 2 のu!現地形ので述べたように. ・ﾡに Bc-i 型土坂 BA および Bu 型士螺よ り斜面の多少 

ド高のDp()飛士ﾡとの中li. またはさらこ後者に近い、位記に山現するために, typical な性土壌に 

比べれば木分然境は多少泡性に近づいている こと が原因と ﾡえられ る

Dc.t型係は同頃の地形に川川現する適洞性ない、し剥退性土に比べる と 験処理後の沈浅陆の含方常; ± 

小さく. ;の一とくに後の一光保&は,無ﾡ 1いずれも適性な

い L羽出性土城に比べるとし く 大きい価を示し. これらの点で明 り よ う な甘述が見られる

同じ防iこおけナると減市の河光係政の炉i位別の変化は,無処頭およ び離処理いずれの場合 も Bc-およ 

ぴ Bc-i 型土ﾡは同ﾡの特改を示し,いずれも各W位川の札迎は小さく, また A--BI M (第2用) に最 

大値が見られる

これらの点は山現地形のﾡなる Be-t および Bc•n 型土壊において,円に共通な何らかの因子がその 

生成に関与 してい る こと を推業せ しめるﾡ拠をりえるものといえよう。

第5節 考 察

1) 各士壌型の生成に影評をお よ ばす環塩因子

以上の各沛で述べたように,各林地における用色ほ林土城群のBe亜土壌を除く各土壌型間の化学的性 

ﾡおよび戦Mの形ﾡの土ﾡ型の推移にう 変化は. 乾性土壊から適潤性土業,さらに湿性土炭に推省する 

にしたがって,いずれもﾡ則的な一定の変化が認められる。

※者は各土壌型川に見られるﾡ述がもたらされる順因と して,緒論;こ述べた斜面地形の影券をもつと も 

面要したい、 なぜなら ば気候条件(表 日本および裏 日木型),母材および主林木の興なる各林地における 

継果は,上記の各士城型はいずれ も ほば類似 した性質 が認められ, ま た各林地におけ る 各土壊型相互の間 

の 変化 も 同一の傾向 を示す こ と が認め られるからである。

Be 型土期についてに,出現地形の異なる Bc-i および Be.n 型 E 埃が同様の断面形態 の特徴を示し. 

また同時に同一断面における各ﾡ位間の継前の形園の変化が同様の特微を示すナことは. 鈴i地形以外の因 

千 一大政" の 指摘す る "ﾡ地形の 変化に よ る 削冠上をﾡ き 渡る 風の影部によ る ﾡ体を通 じ て の秘録"一が 

主因子をなすと考えられる。また同時に Bct および Bc.rﾡﾡﾡ"の決ﾡにおける化学的性ﾡおよ 

びl前の形ﾡが明らか相進を示し, これらの相血はそれぞれ対応する地形に山現するﾡ性および適沢性 

ないし弱撮性土壌の問に見られる相述と同ﾡのﾡ向を示すこと は, 新面i地形の影哲も関ケしている ことが 

8められる。したがって Be 型土壌の各土壌型は微地形の変化;こもとづく 風の影然と,斜面他形の影容の 

相死作用 こよつて生成されると考えられる。

2) 斜面地形の土埃の化学的性質にお よ ぼす影断

斜面地形の土典の化学的性質におよばす影響は,

A) 斜面に沿つて移動する水の作用によ る塩の亡と集聞

B ) 水の移動にって 2 次的に生ず る 土塊の水分環境の 変化に もとづく落業およ び土壌有機物の分 

解過程の相違

の2つに区分される。

斜面地形における森林土壌においては,この内因子は各独立に土壊中の化学的諸変化に対して影響をお 

ょぼすが, 同時に相互; こ関連し合って両因子の:相互作用 と しても影響をおよぼし。その結果各土壊型間に
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見られる化学的性の顕者な相述を もたらしているとがえられる。 

次に上記の各因子の影誓について述べる。

A) 斜面iに沿つた水の移動による塩の流亡と集積

第12 図は前述の各林地における結果にもとづいて, at 

而地形,こおける 褐色旅林土塊群の Be 型土境を際く 各土ﾡ 

型の山現状ﾡ. お よ び斜面に沿って 改動す る 水の下 M への 

浸透状態を模式化して示した ものである このょう な各士 

ﾡ型の出現状態は大政"" お よ びその後に 行われっつあ る 国 

有林 土壌調査において,同孫の "笑が:一股に認め られて い 

る"。

降水 (雨. e7) によ つて雄! 表に到送 した水ば -部は地下 

に浸透する が,斜面地形においては多く の部分は斜iに沿 

って移動する ものと考えられる。斜面;こ沿って移動する水 

は, 尾ﾡでは下ﾡには十分に浸近せず,山腹斜面の上市か、 

ら下部へ, さ ら に択いの級斜一Y退地に移る に し たがつ 

て,しだいに下ﾡにまで浸近する。二 の点は前述の各土埃 

型の断面形態において, 般に Ba およびBp 型土ﾡでは 

A 解iが神 く 下ﾡ と の境界が 明りようである が, Bpco). 

Bp. 3e. Br 型土壌の庫に A 別が深く ﾡﾡが下ﾡまで浸 

述していることからも開らかである。大政および真下'"は 

BAおよび Bn 型土壌は吸水性が題く -变乾燥すると 吸水 

しにく く なるが,Be および BF 型土壌ではこのよ うな性 

質が見られず,Bd型土壊は両者の中間の性質を示すこと 

を明らかにした。さらに大政"は Ba および Bp 型土ﾡ

第 12 図 斜面地形におけるﾡ色森林 

土の各土ﾡ型 (Bc 型土壌を 
除く)の出現形式と下ﾡへの 

水の浸透 (模式図)

(斜線部は水の浸透の深 さ を示す) 

Fig. 12 Schematic presentation
showing relationship between 
distribution of types of brown 
forest soil except Be soil on 
mountain slope and depth of 
water permeation

(Hatching shows depth of 
water permeation)

は容季の個西風の影部によつて強い乾燥を受けることを指摘しているが, 各土壊型の このよ うな性ﾡも上 

述の斜iに沿った水の移動と下ﾡへの浸透状態の相違を助長している と 考え られる。

各林地における各土壌ﾡの層位別の置換性Ca および Mg 合有量は,上記の斜面に沿つた水の移動お 

よ び各土壌型における水の下肘への浸透と明 りょう な関性が認められる。各土壊型における解位別の置 

換性 Ca および Mg 含有量が, 表印がもっと も大きく 下層に推移するにしたがって減少する こと は,置 

換性 ca および Mg は主として落葉の分解によつて供給されることを示すものといえよ う。

Alway ら9, Cone®, Chandler", Laatsch,,1 は土 築 の表Mの Ca 含有量 (置換性)と落業中の 

Ca 含有量が比例する 二 と を指摘しているが, 森林土壊においては 土ﾡ→ﾡ物休→・落業→土壌という 物 

の循環が行われている ことを 考慮に入れて,このようなな循保系を1位と考えるならば, ここにおける 

Ca および Mg の量: は土壌の表用 における 置換性 Ca および Mg 含有量によつて代表させることができ 

るであろう。

BD(d) 型土壌はﾡ有林土壌調査送行中に設けられたものである。 またBe 型土壌の区分は今までに 

報告されていない。

前述の芹 H測i,こおける結果:士. 乾性-透潤性-强混 曲 阻性の 土 城型の推的こ伴って •すなわち BA, BB 

・pptd)→・Bp→・BE. Br型土壌の順に, 炎Wにおける置択性 Ca および Mg 合有量が地大することと示 

すものといえる。

前述のは式詞じ山ﾡ斜面上に出現する仁ﾡ土壌の Bu. Bco)-E. BcE)-r:壌間, ﾡ尾土壌のBpcd) お 

ょび Bp-()型土ﾡ川 岩流土ﾡの Bn および Bd.(b)型土壌閭に見られる 皎 換性 Ca および Mg 合有 

品のﾡ祈な帽造は. これらの各土ﾡ型川における斜面.に沿つった水の移動による塩ﾡの流亡と集積を示すも 

のといえよ う またさ らに前述の各林地における他の土壌型をも含めて. 各土埃型間の置惶性 Ca および 

Mg 合量のﾡ者な印進は。 尾供に位証する土ﾡからの塩逃の亡と, 山腹斜面の中町, 下部, さらこ 

沢筋; こ位在する土壊の囲に塩川の集債を想定する こ と が可能であろ う ・

山ﾡ新面の中取ないしそれより下部に出現する Bpca)-BF 型土壊については. BD(d)および Bd 型土 

ﾡでは A.→.A.→B, (*たは A.B)Wの版に, m換性 Ca および Mg 含包ft；士 比較的急激な減少を示す 

が, Be および Br飛土境では下町におい、て比散的ゆるやかな改少を示している。この点はこれらの土壌 

型の所面例駅こ見られる下別への関皖の浸透状態の相違と同様に,同じ断面における表用から下村への水 

の没透が,上記の 土壌型の推移に伴って増大する こと を示すもの といえるであろ う。

また Be 型士壌においても, Bc-i および Bc-n 型士壌の川に見られる置映性 Ca および Mg 含右量 

の頭者な相進は,同様の理由にもとづく ものと 考えられる。

このょうな地形の影督にもとづく塩施の移動は, 議論に述べた PoLvNove) の指摘した大地形における 

1 流域の地械におい、て見られる高地からの塩のﾡ亡と 低地における集積の現象が, 海技高送わずか設十 

メートルにすぎない ミ ク・の斜面地形を対象と した場合にも, 明らかに認められることを示すものといえ 

xう。

B) 斜面地形に もとづく水分原境のﾡ述の影督

A) で述べた山復斜面に沿って行われる水の移動;, 各土壌型の水分環境にﾡ者なﾡ述をもたらすはず 

である。すなわち. 尾ﾡ。山取斜上部, 下部, さらに沢筋の後斜一平坦地の順に しだいに湿性の水分弱 

境となる。この点は大政;" によれば,BA, Bロ→・Bp→・Be→Br ﾡ土壌の順に土ﾡ含水量がﾡ大しているこ 

と,および下"によれば上記の土ﾡ刑の推移に伴って pF価が滅少することからも明らかである。また 

前述の砂換性塩基の移動 (H巡) お よ び各一上案型; こおけ る ﾡ生の相述か ら も, 各土壌型の水分環ﾡの相進 

を推定す ることが 可能であ る。

水分環境の相通が土壌の 化学的性質にお よ ぼナ影部と,

i) 落葉の分解過程

ii) 悪質土物における 有機物の分解過程

に分けて述べる。この両ホ•は相互に不可分の関係を有する こと はい う までもない。

i) 落葉の分解過程

前述の各土壌型の 所面 形態に おける A。ﾡの形ﾡ的な特徴の相違から明らかなように, Ba およびBB 

型土城では落葉の分解が悪く A。岡+比ﾡ的呼く地積し, またHﾡの形成が見られ, モル型の腐植を形 

成する。Bo(d), Bd, さらこ Be 型土ﾡの順に A, Mは薄く なり,H岡の形成は見られず, ムル型のﾡ植 

に推移する。 また Br 型土策では Be 型土壌よ り A。ﾡはやや呼くなり, 薄ﾡではあるが H 岡の形成 

が見られる。
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このような Aoパの形原の変化は・ 紀性の水分バ境十※徴約の添分の分解と低下せしめるが. 

水分環境が性に推移するにしたがつてしだい, き業の分解は貴好とななり. Beﾡ土中にt

ﾡに述するが. さらに B: ..

動は低下の方向をたどることを示している

今までの研究樹果によれば. 土壌の砂換性 Ca および N 合量 (C-N *) +活余中の Caおょぴ N 

含有量 (C-N ポ) と関性を示し, また同時に後はその分解逆県と叫性と示すことが問らかにさiれ 

ている 落葉の成分とその分解過程 との関係については,高ﾡの C-N ボの大小が解の良否と関性を 

有することと,大政および森". WlTTICII10". BnoAppooTおよび PIERnp"Iが1している さらに 

ALwAY ら', MATTsOゞ ら":®,は落業中の CaおよびN 含の多い(C-N ボの小さい) 場合介は.. 

ル型のﾡ払を, これらの含布の小さい場合はモル 刑のﾡMを生ずることを明らかにしている。 また 

CnAspLER',GARSTKA'S),CoiLe'o) もCaについて同様の実を認めている Alway ら",LAATsCI"a,. 

CmaspLEr", Broadfoot および PIEiwe" は. ﾡﾡの分解選帽において坐生ずるﾡ性置に対する流業中 

の塩逃一とくに Ca-の量的な関係,すなわち厳性物貿に対する軍要性を並沈している

以上のように落業の成分一とくに N と Ca の合有量一が分解過費に対して要なI係を有することが: 

明らかであるが, Alway ら, Contp"は Ca および N になむ落葉下の表土は Caおょび N に富むこ 

とを明らかにし, CnaspLeR" も Ca について同様の笑を認めている また LAATsci" は落葉の N 

および塩が含有量の多少は土壌の N および塩含有量の多少に比例する 二 と を明らかに し, HARLeY'.. 

も N について同様の実を認めている

ii) 鉱土用におけ る 有ﾡ物の分解選ﾡ

落ﾡと土壌の炎ﾡにおける Ca (置性) 含量およびC-N 率が関連性を有し,また落葉における こ 

れらの皮分がその分解選ﾡに影評をおよす二とは i において述べた

前述の乾性土ﾡから湿性土壌にいたる 土壌型の推移にイ F う 分加過程の 棉違は,各土壊型の鉱質士 W の化 

学的性質のﾡ進と も明りよう に関連性を示している. すなわち, BA. Bu-・Bo(d)→・Bp-・Be 和土ﾡの順 

に, 表岡における C-N 率の減少,ph の地大・ 成換酸度および ia煥限度の加水酸度に対する 比の減少. 

とくに蹤換性 Ca および Mg 飽和度の増大することが前述の林地における締果からﾡ納される (第6 

第 28～31 図参照)。

ﾡ性土壌では乾性の水分環境と 塩姫の淡亡は土壌徴生4の有ﾡ物の分解活動の優下を たらし, それに 

件って C-N 率の増大と 有機物の不完全な分解; こ伴 う ﾡ性物丘の増大にもとづく土壇のﾡ性の地大を t た 

らす。シ た塩若の流亡はこれらの酸性物質に対する緩衝作用を低下せしめて,土壊の険性を強める方向に 

作用する。土壌中の化学的な希変化が土業条件を この ような方向に 変化せ しめると, それけはさら に土案徴 

生物の有ﾡ物の分解活動の低下を促造し, C-N 用の地大と土壌の酸性化を促進する方向に作用する。ま 

た紙ﾡ土ﾡにおけるこのょうな変化は落葉の C-N 率の增大と 塩法の含甫及の低下を もたらし,その分解 

をﾡ害せしめてモル型のﾡ前の形政を助する と 考えられる。

適開性・ さ らに弱湿性土壌に推物するにしたがって,土壌の水分環境が良好とな り同時に塩川の集積が 

行われるために土壌載生物の有ﾡ物の分解活動が高められ, それに伴って土壊の C-N 率の低下と 分解に 

伴う 酸性物質の生成の減少がも たらされ,また塩進の集脚は土策の最性を抑制する方向に用する。土地 

中におけるこのような化学的な諾変化は, 同時に土※徴生物の有機物の分解活動を高め, C-N *の低下 

と 土纸の限性を抑制する方向に作用する ま た紙、土:Wこおけナ るこのようなな 変化は活業の C一N ボの少 

と 虫【姫の含行量の増大む ・ たら し. その分解を促進せ しめてム ・ 飛のﾡﾡの形を助する し のと ろえら 

る

Br消士中.において... Be ﾡ境と比べて c-N *のH巡明らかではないが。 pH のほ下. 置換載 

収およ びwh収の加水ﾡに対する比の州大. と く に世換性 Caおょび Mg 地和度のN少が見られる。 

このことは述の A。Wiの形ﾡか、らも問らかななように. 水分理ぜがさらに温性 (やや沿ﾡ) に近づくため 

こ. 土旅徴生物の分解:活動がﾡ下ナることと関する ﾡえられる。 しかし Bp型土こおけるH 

Wiおよび数twiが低性士場.きと強い、同性を示さない、ことは. その C-N *から推されるようにそのボ 

分保投が土壌徴生物の分解活動に対する印"因子と して花性土壊の助介は ど強く作用 していない こと が り 

え られ る が,ま た同時に斜地形の影部に もとっく塩 >製が,土の同性化に 対する抑制因子 として 

(しているものと 今えられる。

Bc刑土壌においては. Bc.i 型土ﾡは山現地形およびA。hiの形態か、ら推索されるように。BAおよび 

Bu型士ﾡに比べれば多少性の水分照堀にあるものと りえられるが, その山現地形は新面金体から見れ 

促性土壌に近く ・ またさらにﾡ地形の影部によ る風に もとづく 紀かの影番も加わる ために紀性の水分環 

境におかれている ・ その化学的性’質が全股的; こは死性土埃と修似した性質を示すことは,同段にせ性の水 

分ﾡ境 と 制面他形の影聲に もとづく 塩がの亡によるものと今えられる。 またBpないしBE 型土媒 と 同 

採の: 也形; こ出現する Bc-n W土ﾡと Be-1製士壌の川に見られる化的性の#述が。乾性および適潤性 

ないしﾡ型性土城のに見られるH述と同様の領向を示ナことは. 前述の各i地形の地部によ るものと 号 

えられる。しかし Bc.I 型土壊が適澗性ないし 弱海性土埃に比べて C-N 率が大きいこと は,徴地形の変 

化に もとづく 風の作用によ る乾性の木分强境の影読を示している といえよう。また pH.とくにﾡ換性Ca 

おょ び Mg ﾡ和度はばﾡ刑性ない、し関型性土壌と同城に商い償を示すこ と は. 斜面他形の影然: こ も と 

づく塩の"試にもとづくものと ﾡえらふれる (第61. 第 29 および第 31 関参照)。

以上のよ う に斜面地形の土壊;こおよ:エ十影性は,Arの亡と 集品および水分環境の変化;こよって もた 

らされる 土燃徴生物のﾡ業お よ び帳物の 分鮮活動の相違 として示され. 各土壌地間の表加; こおけ る C-N 

*, pl. 松換および加木！宣度,と く にほ焼纯 Ca および Mg の含存量および勉和度に示されるﾡ者な相 

逆をもたらしているといえる。

3) 斜面他形の映他の形態;こ:お よ はす影曲

土壌のﾡMの生については多 く の硏究が 行われて いる が ま だﾡ説を 見ない。

wArsMAN およびIYeR'o-t"wは, 岡出はﾡ物に由米するりグ=ンと土城隊生物によつて形成されるり 

グニン茶白質複合体である と した。これに対して Springeが",Si monw はリ グ=ンの骨格物ﾡへの分解 

と,それからの再合成による芳存族化合物の形式と敬索の琅】反によって,新しい高分子化合河の形式が行 

われるものとした。LAATsCIICM,TIuui" も後者の見仰を女持している。

関M化過種の巡行にうﾡMの形ﾡの変化については. 緒論に述べた ドイツ学派, BeLciirovA", ﾡ 

田“"”の研究は,それぞれ表示方法:よ異なるがいずれも同機の結果を示している。すなわち.幅板化過程 

の通行はﾡﾡ浸出部ないしは沈ﾡ流の有ﾡ物 -定当りの消光係談の地大と, 色度比 (消光係政比/赤) 

の減少によ つて示される きた Tuusis"t, BELcmovA"はﾡﾡ化の過行につてﾡの近似的部成に 

も変化が見られ, 北酸部の合有者(沈ﾡ部炭の土壌企供に対する Percent)のﾡ大と, 酸可帝ﾡ協
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の含有率の減少が見られる という

また SrRisceR:) は土壌中の有授物の分ﾡとﾡﾡ化選程の進行の程度が:関江性を示すこと

を明らかにしているが, 同時に SrRINGER? は泥炭および Auflagehumusにおいては, 有根物のわずか、 

な分解と比皎的高い属税化の行われることを指摘している。

土協中の物区は腐植化過程の神々 の段陷にある fraction の混合物と 考えられる 関Hの各 fraction の 

分別には種々の方法が提案されているが。この研究では次の3つの fraction に分けた すなわち

i ・可wの腐ﾡ

ii 直接岡アルカ り可商 (R処ﾡを行わずに) の協

iii) 酸ﾡﾡ後稀アルカり可市のﾡﾡ

である。

D 最可市の腐ﾡ

土ﾡから直接稲酸によつてﾡ出される fraction について,SrRiscEn"® はこれを Fe および Al と結 

合した低分子の腐協酸 (Fe-, Al-humate) と し, Tiuas",はこれを可動性の R:O.〔と くに A1 と結 

合したフルが酸ﾡ似の有機物とし, これを一般のフルポﾡとﾡなり北殺部(腐協同) と結合して分子の 

彼合体を形成せずに, 遊離の状ﾡで土城中に存在する fraction としている。岡氏ともにこの fraction 

は一版の土壌中では少ないが,ボ ド ゾル化した土宓 一と くにその集ﾡ一に多量に存在するという。また 

小坂"はわが国の土ﾡについて. この fraction は消光係数が小さく, また色麼比が大きく 腐物化の進行 

していないことを指摘している。著者は各林地 (次章以後に述べるポ ド ゾル土群および川色土ﾡ群も含 

めて) における結果から見て,この fraction を簡加化過種の未黙な段ﾡにあるものと考えたい。

ii) 近接稀アルカリ 可溶の修税

Springe m” は土壊から旗接節アルカリ で浸山される悟桃を,土壌中で遊離状ﾡまたは Ca ないし Mg 

とゆるく 結合した腐航とし, Tiupn"/はこれを土壌中で遊離士たは鉱2物(Ca. Mg. Fa Al) とゆる 

く結合したﾡﾡとしている。者者はこの fraction については Tiurin と同械に土壌中で巡ﾡ, または鉱 

質物 と ゆるく 結合 した ﾡ協 とみえたい。

iiD 酸処/後師アル カ リ 可の町ﾡ

SpRiNGEp""は酸処理によつて稲アルカリ可れとなるﾡﾡを Ca および Mg と強固に結合した腐植と 

し, その北酸部 (Wﾡ暇) は属ﾡ化のナナんだ灰色酸であるという。 Truai",は鉱ﾡ物と強固にﾡ 

合した腐植を Ca および Mg と強固に結合した腐植と,Fc および A1 と強同に結合したﾡﾡとに区分 

しているが, ニ れらの鉱物と 強固に結合 し て いる順ﾡはいずれもﾡ処刑( こ の報告において用いた条件 

の)によつて,いずれも稀てルカり可iとなるとあえられる。小坂および井ﾡ"はわが国の土壇では腐ﾡ 

は Fe およびAl との結合が主要なものであるとしている。著者は酸処理によつて稀ルカ り可商性とな 

る廳植を一応鉱質物と強固に結合した密植として扱い, その詳細な検时は後日にゆずることにする。 著者 

の 度 処理後に就アルカ リ 可溶の則的は,逆離または鉱質物•と ゆる く 結合した腐柚(直接師アルカ リ 可流の 

属怖) お よ びﾡ質物 と 強国に結合 したﾡﾡの両者を含むr ものである。ただ し酸可ﾡのﾡが除かれてい る 

ことはいうまでもない。

若者は各土壌型の腐税の形態を考察する場合,その近似的組成と沈酸部の光学的性質を求要視したい。 

なぜならば各土壌型間に見られるﾡﾡ化過程の相述は,腐ﾡの各 fraction の質的な相と同時に量的な 

祐空が); 出されるからである。者の実験糸件においては各試料いずれも有機炭米の300倍の稲ルカ ツ 

溶液を用いて加熱浸出を行っているので, 各 fraction の含事事はﾡﾡの近似的細成を示すと見なしうる 

と思われる':' ま た悟植の光学的性竇については, 各土境型の特徴は浸出部よ りむしろ沈激部に明 りょう 

に示されるために, 主と してこれについて論ずることにする。

各者は補色森林土中ﾡの岡ﾡの形ﾡを論ずる場合. 一部の土塊型にだけ出現する H 州i (*よび H-A 

Wの) はは質土利と区分して扱う ことにする.,

A) 数土的につい:

i) ﾡ前の近似的細成

前途の各林地におけるﾡ果は. 各土城型の秘做の近似的組成は即著な相違を示している。

a) R可 溶 腐 ﾡ

ﾡ可油ﾡﾡの含有ボは全股的には土壌金関ﾡの 10～3096 を占め, 艇ﾡの細成中に占める比挙は小さく 

はない。各林地別に土城型の推移に伴う 変化を表別について比校すると,乾性土案は適潤性ないし温性土 

頃よ り,また Bc.1型土ﾡは Bc-r型土壌よ り時可市前合存求は明りように地大を示している。この点 

は前の述の よ う に土壊微生物の分解活動が低下 し. 落葉お よ び 有機物の分解の不良な土壌では R可市ﾡﾡ 

合有ボの地大を伸うといえる であろ う。 ただ し 乾性土壌であ る Ba 型土壌 (第 3 節 仁d土壌) において 

ﾡ可市ﾡﾡ合ボの小さいことは,前述のように土ﾡ中に在する歯糸の影響にもとづく ものと考えられ 

る。

同一師H における初位別の変化はいずれ も同様の傾向を示し,下Wiどﾡ可帝ﾡﾡ舎有料の地州大が見ら 

れる。

b) 直接稀アルカリ可溶快柏

直接稀アルカ ッ 可溶ﾡﾡは土壌全ﾡ前の 45～6596 を 占め腐依の主要な 部分を 占める。この fraction の 

フ ルボ誠には前述の酸可市償ﾡ も含まれると考えられる。乾性土壌から湿性土境にいたる  土壌型の推務に 

伴う変化は, 求岡における沈酸戦簡合有求に比械的明りように示される。この fraction の沈酸部含む率は 

土康全炭素の 27～33% を示すが, 過潤性ないし 湿性土愎は乾性土壌 よ り,さた Be.I 型土壇は Be. 型士 

城より 増大を示す (第6. 第 32 図参照。

同一断面における沈激存含有率の的位別の変化は,適潤性ないし湿性土案の A・ および A:岡問は著し 

い相違が認められないが,B (A-B) ﾡは明りように減少を示し, Be 型土壊および乾性土壊は下时ほど 

明 り よ う な 減少を示す,

c) 「処理後稀7 ルカリ 可市の腐前

この fraction の沈殺部には前述のように商接稀アルカリ可市の関ﾡの沈ﾡ部も含まれる。 性土ﾡか 

ら温性土壌にいたる土壊型の推移に伴う 変化は, 沈暧部の含有率と沈激師と フルボ酸の含有率比に明 り よ 

うに示される。沈激部含有率を 表熠について比較すると,適潤性ないし連性土壌は乾性土壌より, また 

Bc-r 型土坂は Be-1 型土城よ り明りょう な地大を示す。この点は直接稀アル カ リ 可溶麻植と同様の傾向 

を示しているが,土巣型の推移に伴う変化はさらに明りように示される。前述の各土壌型の沈殿部の含有 

来比 (酸処理/無国刊り に示される ように,乾性土壌および Bc.i 型土壌では鉱質物 と強固に結合した嗎 

ﾡは少ないが, 適剛性ないし退性土ﾡおよび Bc-u 型土壊では比較的多く, 上記の土壌型の推移;こ伴って 

地大する こ と が認め られる (第 6 章,第 32 図参照)。
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同一断面におけるﾡ位別の変化は, 各土※型はいずれも下ルiにおいて鉱質物と強回に約 G し たﾡHが明］ 

らかに認められる。

沈酸師とフルボﾡの含有*比は,委ﾡでは上記の土蜂型の推移に伴つて明り上 うなﾡ大を示し. また同 

一断面については下層ほど減少を示す。

ii 光学的性質

前述の各林地における締果は。各土壌ﾡおよびﾡﾡの各 fraction の特敌は沈极郡の消光係数および色 

度比; こもつと も明りよ うに示されるといえる。 と戦簡は各断面い、ずれもﾡ処理によつて光係数の州大と 

色変比の政少を示すが,この点は鉱物と強四にﾡ合したﾡﾡの北戦間は, 遊陸また; とM賞物とゆる く 締 

合した勝鞄の沈議曲に比べて,それぞれ消光係数の増大と色度比のぞ少,すなわち网m化過界の進行して 

いることを示すものと思われる。

ﾡ性土坂か、ら適詞性ない、し記性土ﾡにい、たる土坂型の推移にう変化を,楽Wについ、て徴すると次の 

ごと く である。

沈殺の消光係数は無処理お よ び酸処理いずれの助合 も 同ﾡの領向を示 し,適洞性な い し 潮性士第は乾 

性土壌 (第3節 仁a土壌の Bn 型土壌を際けば) より. また Be.n 羽士境 Bc.i 型土城より明り よ う 

にﾡ大を示ナ といえる。浸出 部の消光係数: について し 何梭の傾向が汨め られるが, 酸処理後の沈激部にお 

いて もつ とも明り ように示される (第6T, 第 34 図参照)。

色変比は酸処理後の沈微部は乾性お よ び適潤性土類ほいずれ も 同採の値を示 し,判蔵脳性お よ び性土燃 

より小さい。 た Bc-1 お上び Bc-I邪土策では一定の傾向を認めがたい。無処ﾡの沈殺および改川命 

の色度比はいずれ も 土壌型の推移と明り ような関連性を認めがたい (第6. 第 35 区参照。

同一断爺における別位別の稲Mの光学的性質の変化は,次の よう に土壌型別に明 り よう な 相 違が見られ 

る。沈殺部の消光係数は無処理およびﾡ処別と も; こ義性土壌では下加に推移する に し たがつて少を示す 

が, 適洞性ないし湿性土壌では逆に地大と示している。また Bc-rおよびBc-r型土塩いずれも同ﾡの 

例向と示し, A=B,ﾡ(第 2 %)に最大値が見られる。 色度比は各土壌型 いずれ も下解/ま ど減少を示す 

か, または表ﾡと同等の価を示ナ。

iii 各土塊型における腐植化過程

i および ii で述べた各土康型の啜故の形態の相違を,環境因子の影辉を もっと も 曲若に反映すると 

考え られる楽岡について比徴する と ・ 秘性士壌 と 適測性 ない し 湿性土壊の間では ﾡ者なﾡ逃が見 られる 

が,適調性および湿性士壌の問ではそのﾡ述は小さいといえる。また Bc-I および Bc.I型ﾡの問では 

頭著な相違が認められる。

各土産型の腐植は全般的; こはいずれ も 遊曜 または鉱貫物 と ゆ る く納合 し た僕純が主要な地位を 占めて い 

るが,この fraction の沈緻部(浸出部も同様であるが)は 上記の 土加刑の推珍; こ伴って 消光係改の増 

大 すなわちﾡﾡ化の進行が認められる。さらに上記の土塊型の推像こ伴って,腐植化過程の進んでいな 

い激可降喝航の 含有率の減少 と ・ 風板化過程の進ん でいる 然質物 と 強固に結合 し た隔ﾡの含求の地大が 

昭められる。したがってこのようなﾡﾡの細成の変化と各 fraction のﾡ値化過程の相ﾡを総合すると, 

適潤性ないし品性土療は紀性土壌よ り,Bc-n 型土壊は Bc.i 型土ﾡ上 り 腐板化過程の進行が認められる 

といえる。

このような 各土壌型に見 られる腐植化過程の相迩は, 前述の各土壊型の水分環境お よ び化学的性性の 

H位によ つて坐生ずる土徴生物の落業 および有限物の分部活動の内述 と 関連性を示す 二 とが・ょ3めウらしる。

しかしながら, 適; 同性たいし湿性生壊およびこれらと同展の地形•こ田現する Be.n 型士ﾡにおい、ては・ 

がのょう な興のある現«が見られる すなわち, 旗尾土求において Boc) ﾡ土壌 Bo-s) 型士壌より ・ 

岩術土ﾡ(I )においてDp-(E) 型土糸士Be刑士より北ﾡ命の消光係数が無処ﾡおよびﾡ処理と もに大 

s<. また Bc.! 型七壊は同様の地形; こ出現する谷林业における Bd ないし BE 型土より明らかこ沈 

港部の消光係故の増大が見られる,これらの点ば微生物の分解活動が活ばっ;こ行1われているこれらの土案 

間においては. 乾性の因「(これらの土壊物間の相対的な比投においての乾性)が作用する こと は,沈ぷ 

都の消光係政の期大. ナなわも前化選凸の進行と も たらしているょう に思われる。

この点についてTIuwi"ﾡ院物の分3沿提において. ﾡ刑な状ﾡにおける加水分解的ななﾡ程と・ 乾 

ﾡした状ﾡにおけるﾡ化的な選団の科前的なくり返しは,WM化を進行せしめるとちえられることを指摘 

している。ま たTu も 沖履士におけ るﾡ土索は沿田土壌よ り 璃植化湖隈の進厅 して いることを明らか 

にしている。

密面地形における出現地形から尾て, Bp(d)型士:ﾡ Dp-(E) 型士より, Bd•⑻型土壌は Be 型土 

ﾡより相対的な恋で従性の要米が加わつていることは. 山ﾡ地形および断面形ﾡか、ら明らかに推ﾡされ 

る。さらに Bc.n 型七壊は解面に沿って流動する 水の集鼠地形にありながら,強い乾性の要因が作用して 

いること は断i形ﾡから も明らかであ り. おそらく 土成潤 と 花燥の くり返しが行われている - と が推定さ 

れる。

以上の点から見て北殺部の清光係政に示されるﾡ加化選費のﾡ造,ﾡ本的には土照徴生約の落集およ 

び有帳物の分活動の札進によつて条件づけられ. さ ら; こ色性の因 戸が第 2 次的な因子として付加的な役 

をなしている ものと 想像される が, こ の点についてはなお今後の研売にまたなければな らない。

各土埃型の恆植化過加の他違士 光学的性質 と 同時にﾡの面でも ﾡ客な帽述を もたらし とく にﾡ可 

油前および最処預後の北戦師の合有*. 酸処理後の沈凝部 ,フルポ酸の含有率の変化に示される こ と ( 

すでに i) において述べた。

二れらの点にっいて Belchikoya” は沈滅部と フルボ酸の自内事比. は 一殻に沈激気 の合有半 こょっ 

<女配され, 各土壌型 (Great soil groups) においては幌ﾡ化のすすむにつれて沈減簡の含布報は地大 

を示し, また同時に沈減流/フルポ「の合存求止もﾡ大ナることを指ﾡし, さらこ Titai""も同りのこ 

とを明らかにしている。

※者のﾡ果においては, 沈殿師の消光係数の相違に示される各土壊型の腐精化過程の相違と候植の組成 

の変化は. 前述の ように明らかに関連性が認められる。しかし 適用性ないし 泡性土壊および Be-!型土楽 

においては, 沈載部の含有率(酸処理後)は Bp-ce. BE. Bcp)r型土坂の順にﾡ性に領くほど逆大する 

価向を示し. また Bc..型土城は Bd ないし Be型土壌より改少を示している点から見て, これらの土 

ﾡ型の問では沈酸ﾡの合行* (誠処理後) は撮性の水分岡ﾡの推ゆこより大きくI連性を示すょに思わ 

れる。また適潤性ないし 湿性土壊および Bc.r邪士ﾡのでは沈恐ﾡ/フルボﾡ含有求比は, 沈殿部の消 

光係政に見られるﾡM化過訟ないし沈最節含有半 (誠処理後) と と くに明 りょう な関係は 理 め られない。

B) Hおよび H-A 岡?

: 笑 -方法は著者の場合 と 多少異なるが, ﾡ者の感処頭後の沈戦部/フルボﾡの合有報にほぼ相当 

する。
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BB および B(b)-f 型土壊における H層では, 厩前は遊離または倣ﾡ物とゆるく結合しているとﾡえら 

れる。ただし岩術土壌(I)および仁ﾡ土壌のスギ林土壌ではﾡの一簡はﾡﾡ4と強回にﾡ合しているこ 

とが認められる: 二の点は次に述べるボ ド ゾル土壌も含めてスギ林にのス見られた現であるが, この 

点は今後に残 さ れ た興味あ る現象であ る ・

各林地の H 版の我植の形態は上記の点を除けばほぼ同樣の性律を示している 近似的細成については 

洗 搬邮(酸処風後) 含有料は 40 〜 44 年 を示し, 各土壌型の鉱質土ﾡのいずれの場合よ り大さく. またﾡ 

可溶便械含有率はいずれ も 10%以下で小さい価と示す。浸出部および沈激 邮 の消光係数は小さく, 各土 

壌型の鉱比土解において もっと も 做い値を示す乾性汁 壊 と 同程度の値を示 し. ま た色度比は各土壊型の露 

ﾡ土層よ り さ らに大きい値を示す。光学的性質に見られる これらの点は, HAiの関ﾡがWH化選門の低い 

ことを示すものといえる。

森林土壌における H の形成は不良な水分ﾡ境 (究性および測湖) によつて もたらされる土壊微生物 

の落葉の分解活動の低下によ って生ずる ものである。したがつて H 別における このような腐他化過程の 

低い段階は, 明らかに土率徴生物の解活動の低さと関性を示すものといえる。またﾡ性および混性土 

壌間の腐植の形您の相違はと く に明 り よ う ではない。

仁当土壌の Bro)-E 型土壌の H-A ﾡの属Hは, 適潤性ないし夠沮性土壌の A,ﾡとぼ同械の細成を 

示し,またその光学的性質は これらの土壌型の A, 畑と上記の H 岡とのほぼ中の位を示している。し 

たがって. H-A 岡の腐植の形態ば II 畑と A・ Wの中間の性質を示している といえる。

C)まとめ

以上のように岡ﾡの形ﾡにおよぼナ命面地形の影断は. 各土壌型間の鉱赏土岡の腐植の形嫁一組成およ 

び光学的性質一の相違に明り ように示され, 全般的には乾性土壌から適潤性ないし湖性土壌, Be-1 型土 

壊から Bc- 型土策に推移するにしたがつてﾡ協化過程の進行していることが示される。

第4章 乾性ポ ドゾルおよび適潤性ポ ドゾルの土城型と化学的性密 

および腐植の形態との関係

森林下に見られるポド ゾルを大政"は乾性ボ ドゾルおよび湿性ボ ドゾルに区分している。同氏の混性ポ 

ドゾル(Pw 型土壌)には商山湿原ポドゾル (Pwi), 低温ポドゾル(Pwr) およびグライドドゾル (Po) 

が含まれるが, これらは泥炭か、ら森林への移行型および台地上の凹地に山現する土壌型であつて, いずれ 

も斜面地形;こおける土壌型ではない。

斜面地形; こ出現する ポドゾル土壌 としては,大政"のﾡ性ボドゾル(P。 型土境) が放当する。Pd 型 

土ﾡは BA および Bn 型土壌の高山製 とされて いる が,Pdb 型土壌 (弱ポドゾル化土壌)には Bb 型 

土壌の流山型 (ブナーシ n バナシ ャ クナゲ型土壌)以外に, BD 型土境への移行型 (ブナーエゾニズリハ 

型土壌) も含まれている。同氏の紀性ボドゾルは明らかな漫性のボ ド ジルに対する相対的な乾性を意味 

するもので, ﾡ性の意はﾡ色森林土擦Wの場合と興な り広義に解釈されている。

若者は親面地形に出現する ポドゾル土壌を,次に述べる山現地形, 断面形(A。畑わ, 化学的性およ 

び隣ﾡの形ﾡなどの相違から これを次の 2 つに区分した。

(1) 乾性ボド ゾル (Dry podzolic soils): Pd 土療

(2) 適潤性ボドゾル(Moderately moist podzolic soils): Pm 型土壌

P。 刊 I: 城は比性褐色緑林士の蒲山型. PM 型土壊:士 適潤性超色倉林土の而山型と み えられる。PN 型士 

ﾡにおけナる適測性の意ホ!は色株林土壌請の場合より領が広く, 地形的には Bp(d) 型土壌から BE 型土 

城に近い・土坂型のつ出型地形に田当する山ﾡ新面の中腹よりやや上部か、ら斜下記までを含むものである。

者者の区分した P。 および Pm 型土城は大政:い の分類では Pd 型土埃として •括して含まれるものと 

ﾡえられる P。 お上 び Pw 型土案は大政:" の分筋様式にし たがって,I 型 (ボ ドゾル). II (ポドゾ 

ル化土 おょび m 型 (羽ボドゾル化土様) に通分した。ナなわち, PpI および PMi 型土搬は A:畑 

と B Wとの分が:明りようで. 部地Mは明りように#状をなすもの, Pp: および PME 型土東は A:ﾡ 

と B Mの区の明りようであるが. A: 別における溶脱部は斑状に点在する もの, Pon および PME型 

土壌はA ﾡiにおける脱は内眼的に認められない、が.B 研は明りように鉄さび色を品して鉄の集びが謎 

められるものである。

第1節 乾性ボドゾル(Pd 型土塡、

1) ボ料ル地

Pd 型土家は第 3 章第 2 mの岩瀬土ﾡ(1)と同じ秋田県山ﾡ営林区普内岩瀬経営区にい、て柔した。

同経•営区の」舷地帯から さらに拠地の山品地帯にかかる海技高約 100m 以上の地域は天然生のブナま 

たは と 林を形成するが, こ の地扱では 尾ﾡ注たは尾ﾡに近い斜面上部に Pd 型土壌が出現する場合が 

多いe

供試 した次の土壌况は岩瀬規営区 82 林理の比校的近接 した期所で採取1•た。

Prof. No・12 Pdi 型土壌 (宛性ポドゾル)

Pror. No.13 Pon 私土ﾡ (乾性ポドナル化土壌)

Prof. No.14 PoE 型土※ (紀性弱ポ ド ゾル 化土壊)

2) 母材.地形

母はいずれも石英ﾡ証岩である。

各土壌型の山現地形は締 13 図に示すごと く である。Prof. No.

12およびNo.13 は約 20m ﾡれた場所であるが、鈍項な尾ﾡのﾡ 

線に, Prof. No. 1.1 は比校的大きい屋世の りょう 誠に近い、斜上 

部に位置する。

源抜高, 方位および傾斜は第 25 表に示すごとく である。

第13図 PD型土疑の出現 
地形 (模式区)

Fig. 13 Relief of Pd soil 
(schematic presentation)

第 25 契 PD 型土壌の立地条件 

Table 25. Site conditions of Pd soil 

〔Parent material: Liparite〕

断面番号 
Profile 

No.

土壌型
Type of soil

海抜尚
Height above 

sea level 
(ッ2

方 位
Direction

価 斜
Inclination

12 Pdi 470 s 19°

13 PDI 470 W 10°

14 Pdu 400 s 20° w 30°
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3)断面形 態

各土壌型の断面形態はﾡ M 図および第 26 表に示すごとく である

第 26 英 断面面形 (PD 形士壌)

Table 26. Description of profile (PD soil

Remarks:

断面 i
土壌飛 岡i位 呼 さ

Thick- 
ncss

色
推移状公
Dcfini- 情 造 堅密船 : 石 ﾡ 外4:商供 

状系 Ectotro-
げrO- 
file

Iype 
of

Hori- Color
tion of 
boun- Tex- Struc- Com- 

pact-
Stones 
(Size. Root mycor-

No. soil zon
(ハ+mY dary ture ture ness quantity rhiza

- -
A L: 1～2c. F: 2～3 cmi. H: 2～3c. brownish black. granular

A +～0.5 black ぐ SL Cr 2 small. a 々

12 । Pon
A: 5～8

gray-palc 
grayish

brown
sL M 3 small, a —

dark B!
Bi 5～8 reddish 

brown
s (weakly) 

M
3～4 large, a M --

B..C 20+ pale 
yellow G — 4 large, a + 一

A, L: 1cit, F: 2～3Cmt, H: 2～4 Cit, dark purple, granular

A, 0.5 blackish 
brown ぐ

S Cr 1～2 small. a 4 一

13 PDI As 4～5 grayish 
brown S

Cr 
(weakly) 

V
2〜3 small, a 3～2 一

B. 15～20 1
dark 
reddish

brown

c

s M 3 large. a 2～! 一

c 10+ pale
yellow s — 4 large, a) + —

Ao L: tcm, F: 1 ci: , (F)-H: 2cm, blackish brown, powdery

A, blackish 
brown

grsyish) 
brown

s Cr 1～2 small, O) 4 —

14 Ppn ヘ。 3～4 s M 3 small, f) 2 : 一

B, 20 reddish
brown

し
S～SL M 3 small, (f) + —

e 10+ 1 pale 
yellow

C 
______I G — 4 large. ( a ) — 一

Type of soil.
PpI : Dry podzol.(乾性ボ ト ゾル)

Poz: Dry podzolic soil. (•乾性ボド ゾル化土ﾡ)

Pon: Dry slightly podzolised soil.(秘性羽ポド ゾル化土壊) 

Other abbreviations arc same as Table 2.

A。 Mは各断面いずれも とくに「く発しているとはいえなないが, II ﾡ粉状または粒状を早し, 

Heiberg および CIAspLeR'®) の Granular mor または Matted morに改当する形悠を示す。また II 

ﾡと同様にFﾡも発速し, FおよびHﾡはほぼ同和度の呼さを示す。この点け次/而こ述べる Px土 

ﾡと比べると者しいﾡ述を示し, P。 型土ﾡの形ﾡ的な特破をなすと思われる。

各断面はいずれる A,ﾡはきわめて商く, 版を形成するかまたレンズ状に点在し,存授物にすこぶ 

るみ、H-Aﾡに近い形ﾡを示し. Crumb状を品する。A。忖は いずれ も Massiveに近く,ﾡ性ﾡ色 

緑林土; こ見られるよ うな Granular または Nutty structure の形成は明らかではない。Pm 型土壌で 

は帯状に明りような灰白色の脱党岡を形成するが, Pdu 型土ﾡでは灰色の清脱部が変状に撤在し,Poa

-5-なホホ:の化"的性お こ びﾡの形に関する研 (

Prof. No. 12
Ppi-soil

Residua1 soil

Prof. No.13 
PpI-soil

Residual soil

Prof. No. 14 
PDu"soil

Creep soil

第 14I PD 利土壌の断而図 (模式)

Fig. II Profiles of PD soil (schematic presentation)

型士では満は内ではこ3めがたい。

B,炉は各断い、ナれも Massive に近く. 範性神色な林土に見られる Granular. Nutty または 

Blocky structure などは認められない。またﾡ赤部己ないし赤神色(鉄さび色) を気し明り ように鉄の 

筑秋を示すが,これらの色四はA:Aiとの境界がもつとも没く下町に向つて海する B. Wiにおけるﾡ 

の求面は町りよ う に鉄によ る汚染を示している。

4) a 生

各土壌物の的生は第 27 表に示すごとく である

第 27 英 PD 型土壌の触生

Tabic 27. Vegetation of Pd soil

(D)....Dominant tree layer, (Ds)....Subdominant tree layer, (Sh)....Shrub layer,

断面番分
Profile

L振型
Type of 

soil
ﾡ 4.

VegetationNo.

12 Por

(D) 
(Ds) 
(Sh)

(G)

ブナ 5, スギ2
ブナ 2,コミ ネカエ 2
リヨップ3, ルバーマン・リク 3. ヤマウルシ 2, デズキナシ 2. コミネカ
デ2, ダムシバ2, オオカメノ*i, オオパスノ个 L デカミノイスツゲ

1, ウノや!, オオバクロモジI
チシマザサ 1. オオイソカガミ 1, ツルシキミ 1

13 Ppl
(p) 
(Sh)

(G)

ブナ 5, スギ2, ミズナラ2
リヨウブ2, マルバマンサク 2, タムシバ2, コミネカエデ2, デカミノイ 
スツゲ2, オオカメノや 1. ヤウルシ 1, ・シーマザ・リ・ 1
オオバスノキ2 イソウチゾ2 ツルシキミ ゾアクシバ!ハナヒリノキ!

14 PDu
(G)

L バ 5, ブナ 2, スギ 2
ヒバ5, コシブラ3, ゴミネカエデ!,アオバモ!
イワウチワ2, オオ イワカガミ 2. ヤーソテツ 2, シノブカグマ2, ヒメア
オキ l, ミヤマイタチシダ 1, シシガシラ +

(G)....Ground flora
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PDI および PDI 型土※は前述の岩ﾡ土壌(I(色称林土壌) の BB 期土壌 と 同城に. リ R ウブ・ 

マルベンサクが多く見られ, その他コミネカエデ, オオカメノキ, オオバスノキ, アカ ミ ノイスッゲ. 

てクシバなどのﾡ性型のﾡ物が多く見られる。

Po-ﾡ土壌ではコ ミ ネカエデ てオグそどの平性型のﾡ物が見られるが。 Po!おょび Por型士壌 

ど乾性型のﾡ物の出現は多く ない。この点は同断面におけるスギﾡﾡ木は天然生のヒバに彼されて. う 

つ閉されたヒ 林に近い、林況を品し林内ﾡﾡが迅河に領いているためであろ う と思われる

5) 化 学 的 性 質

各土壌型の化学的性は第 28 表に示すごと く である。

第 28 表 化学的性 (P。 型土壌>

Table 28. Chemical properties 〔PD soil〕

On dry basis)

同 前 (ibid.)

断面番号

Profile 
No.

土壌型 
Type 
of 
soil

M 位

Hori- 
zon

深さ 

Depth 

(e)

炭 素 

Carbon

2%

盛 素 

Nitrogen 

____%___

C-N ;

C-N 
ratio

pH

(H.O)

二:二； 
Exch.

acidity 
(yi)

加水『 
llydrol. 
acidity 

(y1)

H 5～8 43.7 1.84 24 4.10

12 Pdi A: 1～6 5.3 0.17 31 4.10 35 51

B, 8～14 4.0 0.14 29 4.65 21 29

H 4～7 40.4 1.51 27 4.05

13 PDI A: 7.1 0.26 27 3.95 32 65
B, 7～17 e. 0.25 24 4.70 48 83

H** 2～4 21.4 0.98 a 4.40

14 PDn As 9.7 0.32 30 4.35 38 69

B, 7～17 8.0 0.28 2 4.65 21 57

土察型

Type of 
soil

位

Horizon

記換容量"

Cation 
exchange 
capacity

(A2

置換性 ca*

Exch. Ca

(B)

置換性Mg*

Exch. Mg

(c)

1 --— -

置換性 Mn*

Exch. Mn

置換性 Ca 
飽和度

Rate of
exch. Ca

saturation
B/A %

m換件 Mg 
ﾡ和度

Rate of 
exch. Mg 

saturation 
(C/A) %

Pdi A: 14.5 0.23 0.35 tr. 1.6 2.4

B, 17.2 0.33 0.31 tr. 1.9 1.9

PpI As 19.6 0.92 0.73 tr. 4.7 3.7

B, 27.3 0.98 0.40 tr. 3.6 1.5

1
PDE As 26.0 0.74 0.4! tr. 2.8 1.6

B. 25.1 0.42 0.63 tr. 1.7 2.5

* Milliequivalent per 1008.〔100g 当りの mg 当)

* * Prof. No. 14 is the creep soil on the upper part of the mountain slope, and its II 
layer contains fine gravels and sands abundantly. (Prof. No. 14 は山上部の仰行土 

で, Hﾡは細い砂ﾡを多く含む)

各土ﾡ型の化学的性質はほぼ同様の傾向を示し, いずれも強酸性の置換性 Ca および Mg に乏しい土 

ﾡである。各土壌型の各ﾡ位を比赦すると, H mおよびA。岡の pH は Ppn 型土壌は PpIおよび PpI 型

保 体土壊の化学的性質および残税の形態に関する研究 (河田) 一7一

七案に比べる と 多少おいが,B,Wi。 pH は各土壊型いずれも ほぼ同様の載を示し A: M より商い値を示 

している。同ﾡの地形に出現する紀性色林土と比散すると次のごとくである。C-Nボは同様 

の値を示すが, pi ・ Po和土境では低下を示す。 P。 和土塩の A: および B. 風は乾性福色森林土の 

A および B Wiに比べると. C-Nボ. 盤換度および置換限度の加水R度に対する比の地大。 pH の限 

下. とくに世換性Ca および Mg の含胃抗および超和度の 阪下を示す。これらの点は土坂徴生物の有ﾡ 

竹の分解作用の低下と ・ それに う ﾡ性約電の生成の地大によ って土埃の散性化 と 塩基の流じが, 紀性補 

色な林士より さ らに促進されてい ること を示ナ ものといえる。

6) ド ﾡの形ﾡ

各土ﾡﾡのﾡ前の近似的細成はな 29 表に. 光学的性置は第 30 楽に示すごとくである。

第 29 表 K間の近の的部(PD秘土)

Table 29. Approximate composition of humus (Pd soil)

断 而

番 サ

Profile 

No.

土楽ﾡ M位 !
ﾡ 可 群

Humus 
soluble 
in acid

無処理
Untreated soil Acic

処 理
I treated soil

沈滅部

Type 

of soil

Hori- । 

zon

沈.：：；
Prccipita- 
ted part

(A)

フルボ配

Fulvic 
acid

沈ﾡ部 
Precipita- 
ted part

(B)

フルボ酸 
Fulvic
acid

(C)

沈澄部 
フルポ

(BC)

含有

(B/A)

12 Pdi
H

A: 

型

96
4.2

5.6

28.2

%
45.2

32.5

22.4

%
21.1

19.5

37.2

26
44.5

32.9

22.8

26
16.9

14.6
12.7

2.63
2.25

1.79

0.98

1.01

1.01

13 PDI
II

A:

B,

4.6

7.2

22.2

40.8

33.7

23.9

23.1

19.3

30.6

40.0

33.2

2.0

18.1

13.2

14.6

2.20

2.51

1.64

0.93

0.93

1.00

14 Ppロ

H 6.0
14.8

19.0

41.8

32.5

20.5

24.2

25.6

25.9

40.7

32.8

20.9

18.2

14.3

10.9

2.22 '

2.21

1.91

0.97

1.00

1.01

* 土壌全炭素; こ対する 9%, Per cent on total carbon basis.

各土壌型の物植の形態を野位別に比較すると 次の ごと く である。

A) H 岡

各土壌型の出部および沈滅げの消光係数, 欧可市橋ﾡおよび沈滅施 (酸処理後) の含有は前述の乾 

性根色森林土の H 府とほぼ同様の値を示し, また鉱ﾡ物と強回に結合したﾡﾡは見られない。前述のﾡ 

色森林土壌群の BBおよび B(e)-f 型土壊に 見られた II 用と 比べると 色度比に 著しい相違が見られ, 

Pd 型土壌では浸出 部お よ び北最部 ともに 色度比は小さ い。

B) As 岡

酸可溶腐税 の含有率は各土壊型いずれ も 少なく 6～156 を示し, 全段的には補色森林士のA畑に比べ 

ると少ないといえる。また溶脱が進んでいる Po!およびPor型土ﾡにおいてﾡ可商ﾡﾡ合有率がとくに 

小さいことは, ﾡ可商植が FeおよびAl との結合および下Mへの移行によって, 海脱と関連性を有す 

ること を示すよ う に思われる。

沈殺部の 原土壌当 りの消光係数 および 含有率が 各土壊型いずれ も 酸処理;こよ つて増大を示:さないこ と
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第 30 米 IHIの消光係びおよび色比 Pd 報土壊,

Tabic 30. Extinction's cocficient and color quotient of humus soil

断面 

番号

Fro- 

file 

No.

土坂型

Type 
of 
soil

M位

Hiori- 

zon

H

原- :
(陸処理士/無処ﾡ
Ratio of extinction's 

coefficient per 
original soil

( Acid treated soil Y 
\ Untreated soil ノ

No. 47 No. 61

改 山 品

0.92 1.01

消 光係数
Extinction's coefficient

Carbon ・0OmgIL 

品... soil .5

No. 47 No. 61 No.47 No. 61

: NaOH extract

0.55 I 0.22 0.55 0.24

色 座 比 
Color quotient

馬処照土同処ﾡ

Un- Acid
treated treated 

soil soil

2.5 1 2.3

12 j PpI A: 0.91 0.97 0.36 0.16 0.36 0.17 2 3 2.1

B, 0.37 o.47 .6 0.19 1 0.38 0.15 3 2 2.5

H 1.02 1.03 0.39 0.15 0.44 0.17 2 6 2.6

13 , PD- A: 0.92 0.97 0.42 0.19 0.44 0.21 2 2 2.1

Bi 0.38 0.48 0.71 0.25 0.40 0.17 2 8 2.4

II 0.91 0.95 ・ : 0.13 0.35 0.14 2 6 2.5

14 PDョ A: 0.76 0.09 0.30 0.11 0.28 0.12 2 7 2.3

B, 0.73 0.82 0.28 0.10 0.30 0.12 2 8 2.5
_  - ____

は, 間価は逃ﾡまたはﾡ質物とゆる く ﾡ合し, 鉱質物と強固に結合した偽植は認められないこと を示して 

いる。

出部お よ び沈厳部の消光係数は無処理お よ びﾡ処理 と も に小 さ く 間M化過程の行 していないことと 

示している。これ らの値は乾性褐色森林土の A Mに比べる と 同等ないし,さらに小さい値を示す。色度 

比: エ無処理および険処理 ともに注出 部では Por型土壌は Po! およびPpr型壌より多少大きいが, 沈 

滅部では各土壌型川の相違は見られない。これらの値は乾性褐色松林士の A 渺に比べる といずれも小さ 

い値を示している。

沈殺流合有求は各土壌型いずれ も 同様の値を示し, 乾性褐色群林土の A mに比べ る と 多少大 きいとい 

える。さ たﾡ処那後の沈滅部 / フル ポﾡの 含有料比 増大を示している。

c) B, M

験可溶勝械含有率は 19～28% を示し, Ppm, Ppm, Pdi 型土度のNにボドゾル化の進行に伴つて大

沈 殺 高 Precipitalec 1 part: Humic acid

II 0.95 1.01 0.73 0.30 0.71 0.3! 2.3

12 Por A: 0.98 0.97 0.48 0.23 0.46 j 0.22 1 2.1 2.1

B, 0.96 1,01 0.49 0.19 0.46 0.19 2.6 2.4

H 1.01 1.02 o5z 1 0.21 0.54 0.22 2.5 2.5

13 । PDx A: 0.95 0.98 0.58 0.28 0.56 0.28 2.1 2.0

B 0.95 0.96 0.00 0.26 0.57 0.25 2.3 2.3

II 0.96 0.96 0.44 0.18 0.44 0.18 2.4

14 Ppn A: 1.00 1.00 0.36 0.17 0.36 0-17 2-1 2.1

Bi 0.99 1.01 0.40 0.17 0.39 0.17 2.4 2.3

な示すが,紀代色な林士の B パに比べてとくこ明りような相述はめられなない。

と総証の合求およびM土螺当 り の消光係数は酸処理によつて变化を示さないe したがって,鉱H物と 

強岡にﾡ合したﾡ前は認められない。この点は 福色温林土壌群の B 岡とは明りようなな相述を示してい、 

る ま に同一断面における A: ロと比校する と いずれ も沈激的の消光係故の減少と 色度比の増大が関めら 

れる。

汰出林の •町土壊当 り の消光係政は同処理によつていずれも明 り よ う にN少を示し, 綱色森林土壊群の谷 

土典型とば明 りょう な相違が見られるが,この点は同時に Spaisors" の指摘するボド ゾル化土壌の特被 

を示すものといえる。m処頭による原土壌当りの光係数の減少は PoE,Por.Pp!型土壌の順にポドッ 

ル化の進行に伴つて明 りょう な増大を示しているが,この点は前述の酸可市ﾡ簡含有率の相述と関連性を 
・

示すよ うに思っれる。

沈酸曲含有率は各土壌別いずれ も AsRより減少を示し, また乾性褐色森林土の B 岡と比べて著しい 

ﾡ進は見られない。また酸処理後の沈酸岳/フルボ険の含お串比は乾性褐色森林土の B Mに比べると大 

き く. この点では A: ﾡと同様の傾向が認められる。

2町 適周性ボド ゾル (PN型土

1) 試 料採求地

Pw 型土塩は長野県可佐久I川上村に位置する日田営林区普内日田品営区のて+モり ・ドマッ, シラベ 

混交林土索 (Prof. No.13). および同県西筑摩郡 王滝村に位 屋 する 王滝営林署 管内王滝軽営区の e ノキ. 

コウヤマキ林土壌 (Prof. No.44 および No.45) を供した。採取位位および土壌型は次の ごとく で 

ある。

Pror. No.43 Pu1型土壌 (過潤性ポドメル)....日田経営区 54 林班

Prof. No. 44 PuE 型士ﾡ (適江性ボドゾル化土壌) ••••王滝稲営区 24林班

prof. No.45 PMm 刑土接 (適岡性羽ボドゾル化土ﾡ) ...・王流経営区 26 林班

日田経営区の気依糸件については資料を入手し得な 

かつた。王滝経営区については,試採収地りに近い、

流村田品 (i海拡高 902m.. 昭和 10～19 年) の諏測 

価によれば,

気温...・最高平均 17.0°C, 最低平均 2.7 C.

年平均 9.9°C

年降水近・・・・2,161m:

年平均退・・・・6696

である"。したがって雨量係数218, N-S係数695で 

ある。また各月別の気温および降水量の関係は第15図 

の温雨図に示すように表H本型の気候である。

2) 母 材, 地 形

母材は Prof. No. 43 け花樹岩, Prof. No.44 お 

よび No. 45 は石英斑岩である。

第 15 図 田島における温雨図 

Fig. 15 Monthly variations of 
temperature and rainfall

at Tajima
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出現地形は第 16 図に示すよ うに各土壌型いずれも山間針 

面の 下疝に位置し,無色旅林土壊群の Bp型土ﾡの山現地形 

と同様である。

御抜高. 方位, 傾科は第 31 に示すニとくである。

3)断面形ﾡ

各土壌型の断面形ﾡは第 17 図および第 32 炎に示ナごと 

くである。

A, 国は各断面いずれ も よ く発し, H 沼: greasy な外 

ﾡを呈し HEipERG および CiAぷDLERIG の Greasymor こ 

近い形態と示す。またF 卅 に比べて H Miの発が者しいが, 

示すと 同時に,PM 型土原の形態的な特徴をなすと思われる,

(Schematic presentation)

こ の点は前節の Pp 型土疑としい相ﾡを

第 32 ※ 断面形ﾡ (PN 型土)

Table 32. Descriplion of profile (PM soil)

Pmi および PMI 消土壌の Ai Mパまたはレンズ状をなし, H-A 杆に近い形猾を示し,Crumb 状 

を呈する。 PMI 型土接の A. 国は Massive, PM H 型土壊の A。川および PME 刑土城の A Witいず

第 31 表 PM 型土壌の立地条件

Table 31. Site conditions of PM soil

断面番号
Profile 

No.

土 4
Type

soi il

Height above 
sea level 

(mi)
...& 価 斜

Inclination
母 材

Parent material

43 PMI 2100 NS Granite

414 PMm 1170 N 20° E Quarty Porphyry

45 1270 s 20° w Quarty Porphyry

断面 土
侨4 型
Pro- Type 
file of 
No. soil

ME: 色 騎黯 土性

.... Thick- tion of Tc a
和: "css Color 喘く 蕊

(cwi) -"円

A» し: 2cmi. F: II: 10ci

ﾡ油 緊帝度 石 ﾡ 無系 総提。

さ....,、 Com- Stones phic
"ぶ pact- (Size. Root mycor-

ness quantity) rhiza

・ dark purple, greasy

・ +〜I black s L.

、 へっ grayish 。
43 pui"パ～2"wiite C s

Cr 1～2 small. (o) d -
small and

\I 2 medium. 2 一

(f)
<at小 - 112い1い11・・

B 10 reddish S M 3～4 and large, 2 -
brown G (a)

C 15+ Pneiow 'G-4 large. (a +

1 Pwz

Ao L.: 2c.. F: 1～3cm., H: 5〜7

、 , . blackish ,
A: 十～1 brown 。 L

A, ,ヘ grayish ,
" 10 brown 一

dark C
Bi 10 reddish L

brown G

(B.)- light -
C レ十 yellow G

dark purple, greasy
・・ ・

Cr l small,(o) 4 -

Cr small and
(weakly) 2 medium. 3〜2 -

〜NI f)
small and

MV 3 medium, 2 一

(0 
medium

— 3 and large, キ —
| (a)

45 PNm

A

ヘ

Bi

(B:)- 
c

10～15 '

25 ；

15+

2cm., F:

dark
brown

dark
reddish 

brown
light

yellow

1～3 cmt, 

c

H: 5

L

L

G

～6C!, d;

Cr 
(weakly) 

～M

M

ark purple, greasy

small and
2 medium. 5 一

( (a)
Small and

3 medium. 3 一
(a)

3 Iarge.(a) + -

Prof. No.43 
Pm i-soil 

Creep soil

Fig.17

Prof. No.44
PxI-soil

Colluvial soil

Prof. No. 45
PMn-soil

Colluvial soil

第17 図 Pm 型土ﾡの面図 (ﾡ式)

Profiles of PM soil (schematic presentation)

Remarks:

PM!: Moderately moist podzol. (適潤性ボド ゾル)

PMz: Moderately moist podzolic soil. (適消性ボドゾル化土壌)

Pxn: Moderately moist slightly podzolised soil. (適阳性弱ボドガル化土壊) 

Other abbreviations are same as Tabic 2.

れも Crumb structure の発由は弱く て Massive に近く ・適岡性ﾡ色森林土の形態的特磁をなす Crumb 

structure の節著な発達は見られない Pu 型土ﾡではば白色の流説炉が明りよう に帯状に形成され, 

Paa 型土旗は俠白色の絳脱粒が斑状;こ存住するが,Pxa 型土案では溶脱は肉眼では認めがたい。B,畑i 

は各土壌型いずれも Massive で,商的色ないし赤制色 (鉄さび色) を呈し明りように鉄の集試を示して 

いるが, これらの色頭は A:炉iとのﾡ界部がもつとも涙く下Mに向つてﾡする。またB,ルiにおける脚 

の変面は明 りょう に鉄によ る汚染を示している。

各土壌型の植生は第 33 表に示す ごと くである。

Pur 型士ﾡはアオモリトドマツおよびシラべによつて密にうつ閉されているために低木ﾡおよび地表 

附の就物は乏しく, シロバナシャクナゲが見られるにすぎない。 Ppm型土壌ではウラジロョウラク. s
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第 33 災 PM型のM生

Table 33. Vegetation of PM soil

断面番号 
Profile

No.

土壌型
Type of 

soil
ﾡ 4:
Vegetation

43 PMI
(D) オモリトドマッ3,シラベ3
(Sh) シャバナシャ クナゲ2

(G) ゴカ ロウォウレン +

44 PMx

(D) ヒノキ3, コウヤマキ 2

(Sh) シロモジ2, ガズミ 1. コウヤーキ +, ダムシバ +. オオカメノ中 

+, リョウプ +, ウラジワョウラク +

(G) シノブカグー 1, チシーザサ +, コハクウンボク +, コミネカエデ 

+, ツルッゲ +, ツルリドウシ +

45 PMn

(D) ヒノキ3, = ウヤマキ 1

(Sh) コ ウ ヤー キ3, ダムシバ3, バイカッッジ3, ウラジロョウラク3. ッ 

Pモジ2, ネジキ +, ヒメコーッ +, リョウブ+, オオカメノキ +

(G) ヒノキ 1. シノブカグー 1. シシガシラ +, ノリウッギ +, コハクウ 

ンポ ク +, クシバ+

(D....Dominant tree layer. (Sh)....Shrub layer, (G)....Ground floro

ムシバ, パイカッッジ, ヒメコーツ, リロウブ, オオカメノキ, コハウチゾカエデ, ネジキ, ノリウツ 

ギ, アクシ パなどの先性型の植物が多く 見られる。また これらの乾性型の旗物の一部に Pwn 型土坂にも 

見られる。

このように出現地形および A。ﾡの形態的特破か、ら適洞性の水分国境にあると考えられる Pm ：型土壌 

において, 乾性褐色森林土お よ び Pd 型土壌 と 同様に乾性型の植物が多 く 見られる こと は興味深い小実で 

ある。

第 34 表 化的性質 (PM 型土ﾡ)

Table 34. Chemical properties (PM soil)

〔On dry basis〕
=----

断面番号

Profile 
No.

土壌型 
Type 

of 
soil

届 位

Hori- 
zon

深 さ

Depth 

(ew)

炭 薬

Carbon 

%

路 薬 : 

Nitrogen 

2%

c-N*

C-N 
ratio

pH

(H.O)

俄換酸度 
Exch.
acidity 
(y・)

加水限座 
Hydrol. 
acidity 

Gy

II 6～14 1 41.2 1.70 24 3.60

43- Pur A: 1～8 2.3 0.12 19 3.90 35 ィ7
Bi 13～20 ' 9.0 0.28 32 4.45 27 29

H 5～10 44.2 1.75 25 3.70

44 PMI A- 1～8 14.0 0.62 23 4.05 72 129

B. 11～18 7.5 0.39 19 4.65 77 97

H 5～10 46.0 1.95 24 4.20

45 PMr A 1～10 17.6 0.96 18 4.35 40 119

B, 15～20 11.1 0.50 22 4.90 36 80

- 53 -ミ 土の化性:お よ び買植の形態に関する 麻 党 (ti)

W 前 (ibid.)

土 旅 型
W 位

品 換 容 * 
Cation 記損曲 ca* 記tﾡ性Ng*

挨性: Ca 
範和度
.・ハ ハ

置換性 Mg 
他和度

Type of 
soil Horizon

exchange 
capacity Exch. Ca Exch. Mg exch. Ca 

saturation

Rate of ©xch.
Mg saturation

(A) ・ B) (c) B/A) % C/A) /

Pu1 A: 55.3 0.25 0.15 1.6 1.0
B, 53.8 0.!7 0.16 0.3 0.3

ー ー. --―…
A: 43.4 2.35 0.55 5.4 1.3

Bi 38.8 1.24 0.25 3.2 0.7
------ ---- :------------ : —

PAロ A 51.2 も・90 1.02 9.6 2.0

B, 39.3 0.14 0.46 0.3 1.2

Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mg 当)

5) 化 学 パ円 性 T

谷土京型の化学的性質は第31表に示すごとくである“

各土城型はいずれ も 強験性の凝瀨性知基に乏しい土壊であ る。11 wiの C-Nボおよび pHi は Po型土 

壊とほ ぼ 同様の値を示している。As または A 対および B. Mよそれぞれ Pvu, Pml Put 型士壌の点 

に pH の低下を示す。A: または A WO C-N *は 18～23 を示し, Pd 型土ﾡに比べると少を示し 

ているといえる。こ の点は褐色保 林土壊 静の塩合 と 同誠に針面地形の影替に よつて もたらされる 水分ﾡﾡ 

の影容を示すものといえよう。口様の地形に山現する適性潮色資林土に比べると. C-N 事は著しく大 

きく, また置換性CaおよびMgの含有riおよびﾡ和度はしい低下を示し. その低下の度合は Pu.. 

Puu. Pmi 型土ﾡの順にボドゾル化の進行に伴つて地増大を示している。

こ の点は斜面地形の影容によ つて も たらされる塩基の集蜜は ポ ド プル化が弱度に疔われている Pwn 型 

土城では, 多少認められることを示すものといえる。しかしながら •般にボド ゾル化した土壌では,他の 

照境諸因の影部に もとづく 土城微生物の有機物の分解活動の低下と ・ それに作 う ﾡ性物質の生成の地大 

の方が,斜面地形の影評によ る塩の試よ り も強く作用している こ と を示すものといえよ う。

第 35 英 岡ﾡの近似的細成(PM 型土壌)

Table 35. Approximate composition of Humus (PM soil)

ii 番号

Profile
No.

土ﾡ型 畑i 位
-ニパ Untreated soil

•
Acin 洗微部 

合有比

(B/A)

Type 
of soil

一

Hori- 
zon

Iumus 
soluble 
in acid

沈 減 部 
Precipita- 
led part

(A)

フルポ酸 
Fulvic 
acid

沈 部
Precipita・ 
ted part

B

フルポ酸 
Fulvic 
acid

C

沈第部 

フルボP 
(BC2

43 PMt
B-

7.3る

7.2
56.6

40.2%
27.5
15.7

25.。%
29.3
62.9

41.0%
27.2
14.7

23.0%
19.0

9.4

1.78 I
1.43
1.56 1

1.02
0.93
0.94

44 PMI
H 
A: 
Bi

6.3
9.4

28.5

43.4
40.2
24.6

26.1
29.7
41.3

44.7
39.4
25.6

17.1
；19.0

16.4

2.61
2.07
1.56 !

1.02
.98

1.03

45 PMu
H
A
B.

6.0
13.4
32.6

47.1
44.7 ・
25.2

23.5
29.6
42.9

46.6
43.3
26.1

18.1
17.2
13.8

2.57
2.50
1.89

0.99
0.97
1.03

土疑全伏索に対する %, Per cent on total carbon basis.
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6 商ﾡの形足

各土ﾡ型のﾡ前の近似的細は第 35 炎に, 光学的性第 36 炎に示すごと くである。

第5 36 表 踊植の消光係数および色度比 (PM 型土)

Table 36. Extinction's coefficient and color quotient of humus PM soil

Fro- 
file 
No.

断面i 
番号

土壌型
岡位

Type
of Hori-

soi] zon

原土疑当の
(処理士
Rati。 of extinction's

coefficicnt per 
original soil

’ Acid treated soil
Untreated Soil

消光保、数
Extinction's cocfficient

Carbon 100mg/L

色 比
Color quotient

)
無処用土

Untrcated Soil
• 1-.

Acid treatcd 
soil

No. 47 | No. 61 No.47 No. 6. No.47 No. 61

無処理土処理-っ
Un- Acid 

treated treated
soil soil

f NaOH cxtractと H

H 0.97 1.00 0.49 0.17 1
PMI A: 0.92 0.98 0.36 0.14

0.29 0.37 0.39 0.10

H 1.00 1.02 0.49 0.16
PMI A: 0.91 1.00 o.47 0.19

Bi 0.74 0.90 0.42 0.15

H 1.00 1.04 0.48 0.17
PuE A 0.90 0.98 0.45 0.18

B, 0.64 0.86 0.37 0.12

0.51 0.18 2・9

0.41 0.17 2.6

0.37 0.12 3.9

0.18 3.1

0.52 0.24 2.5
0.49 0.21 2.8

0.53 0.19 2.8

0.5! 0.22 2.5

0.42 0.17 3.1

おi Precipitatedpart: Humic acid

H 1.01 1.06 0.67 0.24 0.66 0.25 2.8 2.6

43 Pu! A: 0.97 0.98 0.56 0.27 0.55 0.27 2.1 2.0

Bi 0.80 0.92 | 0.57 0.20 0.49 0.20 2.9 2.5

H 1.06 1.08 0.64 0.23 0.66 0.24 2.8 2.8

44 PMI As 1.02 1.03 0.70 0.32 0.73 0.34 2.2 2.1
Bi 1.00 1.02 • 0.33 0.71 0.32 2.2 2.2

H 1.02 1.02 0.63 0.24 0.66 0.25 2.6 2.6

45 PMロ A 0.96 0.98 0.62 0.27 0.62 0.28 2.3 2.2
Bi 0.98 1.04 0.57 0.24 0.54 0.24 2.4 2.3

A) H ﾡi

各土壌飛の Hﾡの光学的性質および近似的印戯は,いずれもぼ同械の性を示し, とくに著しい相 

違は見られない。PD 型土壊の H Mと比較すると,改出ﾡおよび沈設部の色度比は無処ﾡおよびﾡ処理 

いずれも大き く ・ こ の点で Pd 型土ﾡ と は明 り よ う なﾡ述が、認められ る が, その他は と くに明 り上うな相 

違は認められない。

B) Aa または A ル

酸可溶腐植含有率は 6～13% で小さく, また Px., Py.. PuE 型土壊の順に増大を示し, Po型土壌 

と 同桜に溶脱の程度 と 関連性を示し ているよう に思われ る。

沈濃林の原土壊当 り の消光係数お よ び含有率は酸処理によ って変化を示さない , し たがつて腐ﾡはﾡﾡ

主たは必物と»る く細合し・ 災物と強同に納合した低Hはめられない。

こと川簡およ び沈■塔の消光係故:"%処刑お よ び魚処理いずれ も P。 型土壌よ り大きく ﾡﾡ化の進行して 

しることを示L ている しかし 同様の地形; こ出現する Bp型土坂に比べると江光係数はいずれも低下を示 

Lている ま た 色度比はいすれ も B。 型土壊に比べて明り よう に 低下を示す。

沈鼓制の台 力•牢に Pua および Pwn 型土埃は P。 理土城より著しく大きいが, Pw1 砲土墟では明りよ 

うに火少を示している. また「処ﾡ後の北凝/ フルボ酸の含む率 比は Punおよび Pws 型土 Pd 

T:壌 と,ミ;エ 同様の紙を示すが, Px ・和土ﾡではしい永少が見られる。

c) B, W

「可市利問前合有『中:: 29 〜 57% を示し. Pw 型土 Pwn および Pam 型土壊よ り者しく大きい。ま 

た Pw 利土ﾡの各土ﾡ報はいずれも対応する Pp 型土壌の各土壌型に比べる と,それぞれ酸可溶蟋笛含 

ギのしい、州大が見らiれる。

改川1部のM土:旅当iりの光係故は各士壌型いずれもR処頭によつて飛少を示すが。N少の程度は PNa. 

PMn.PMI 型土ﾡの順にポドゾル化の進行につて明りようなな地大を示す。この点は Pp型土壌と同様 

に SrmxcEn の指抽するボドゾル化した土ﾡの特微を示している。

沈殺部の含中は墜処理にょつて Put 型土案に 多少の減少を示すが, Pwn および PMn 型土埃では 

変化を示さない。したがつて Pd 型土蟆と同様に松板は遊険または鉱貫物とゆるく 結合し,ど物と強岡 

に#合 し たﾡ前は認め られなない。

浸出部および沈祿部の消光係故および色度比は, Pw 型土壊の色度比が大きい値を示したほかは Pd 

型土:ﾡと明りよ う な相違は見られない。

殺部の含事半は PMt 型土壌はPMn および PNE 型士壌よ り著しい減少を示すが,Pmi および PMn 

型土域は Pd 型土壌 と; £と同機の値を示し,また戯処刻: 後の沈 激部 / フルボﾡの含有*比は各土壌型川の 

相違は小さく. Pd型土塊と明らかな相違は認められない。

第3節 考 察

1) 生に地群をおよばす原境因チ

間途の各節で述べたﾡ性ボ ド ゾルおよ び適ﾡ性ポ ド ゾルは. その山現地形からはそれぞれ紀性ﾡ色森林 

土お x び適 流性褐色駐 株土の裔山型に相当す る と 考え られ る ・

山品地域におい、ては一般に海抜高の地大につて気温の低下と降水量の地大がもたらされるために冷退 

た原ﾡとな る ﾡ性色森林士 と 同械の地形に出現する Pd 型士壌では, 第 3 T第 5 節で述べた容期の価 

西風の影響によつて楽船ﾡﾡは強いﾡ燥を受け, また一度乾燥すれば吸水しにく く なるこ とはすでに大 

政二いによって指陶されている。 また大政""および山谷""はヒバ林では Pd 型土壊がブナ林よ りさらに低 

海抜高の地城に出現する ことを明らかにし, この点は分解しにくいヒバの落業の影郡によ るものである と 

している。このようにボドゾル化した土城の生成にはﾡ種の影部も当然考えられなければならない間題と 

思われるが, ※者は P。 および Pu 型土ﾡの生ぬは前述のﾡ色森林土ﾡの場合と同様の斜面地形の影 

ﾡと. さ ら に寒冷な気候,気候条件と 関するﾡ種の相述に伸 う 落葉の組成の相違な どのM因子の影響が 

加わって, これら の相互作用によつてもたらされるものと考えたい。

者は Ppおよび Pm 型土壌相互の比較,および この両者をそれぞれ対応する 褐色森林土壌時の各土
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壊型との比修を行う ことによって,これらのﾡ境因子の影部とぢ察したいと思う。

2) ﾡ境因子の化学的性におよぼナ影部

乾性および適潤性ポドゾルはそれぞれ対応する出現地形;こおける先性および適混性制色義林士に比べる 

と, As またはAﾡにおいては C-N 率の増大,pH の低下. 置換性Ca おょび Mg含有量お上びﾡ和 

度の低下が者しい(第6章第 28～31 図参照)。 これ らの点は断面形態に示される P。 おょびPw 型土

における A, 暦の発達からも明らかなように,連冷な気候的因子ないし樹 瓶 の影籌によ る落葉および方 

ﾡ物の不良な分解と それに もとづく ﾡ性ﾡの生成の地大に よつてもたらされたものといえょっ。

P。 および PM 型土瘦の両者を比較すると,PM 型土壇は Pp 型土塩よ り A: または AWの c-N * 

が小さい。こ の点はﾡ色森林土壌群の場合と同係に斜面地形の影替によつてもた ら される 土壊の水分環境 

の変化にもとづく ものと考えられる。Pug 型土壌では Pun および Pu1 型土ﾡに比べて置換性 Ca 含 

有量および飽和度が大きい価を示すことは, ポドメル化が弱度に行われている Pun秘土ﾡでは, 前節で 

述べたよ う に斜面地形の影督に もとづく 塩法の集斂が多少認め られること を示す ものといえる。しかしなた 

がら,同樣の堆形に出現する Bp型土ﾡに比べると塩ﾡの集聞は Pwn 土ﾡにおいても著しい改少を示 

し, さらに PMIおよび Pur型土壌では塩をの集ﾡは認めがたい。したがつて,ボドガル化した土娘で 

は斜面地形の影響以外に, 同時に前述の他の環境因子の影評による土壌の派性化の方がさ らに強 く m作用し 

ているものと考えられる。

3) 環境因子の腐植の形態におよぼす影舞

Pp および Px型土終における斜面地形および郷冷な気候的因子の影響は, 化学的性質 と 同樣に腐税の 

形態にも明らかに認められる。これを各柯位別に考察すると 次の ごと くである。

A) H ﾡ

浸出部および沈載部の消光係数は無処理および酸処理いずれ も小さ く 関ﾡ化過私の進行していないこと 

と示し, この点は褐色森林土壊群の H ﾡの場合と同械に土策徴生物の分解活動の低下と関連性が見られ 

る。各土壌型の蟀植の光学的性質お よ び近似的組成は,Pd 型士ﾡの 色座比が設山 部お よ び沈機ﾡ ともに 

小さい点を除けば, 全段的には Po,Pw 銀土泉および褐色麻 林土第郡の台土塊型の間,ことく に明 り ょ う 

な相違は見られない。

B)鉱質土岡

Pd および Pu 型土ﾡの各土壌型の鉱質土刷の関ﾡはいずれも遊離または鉱質物とゆるく結合している 

と考えられ, 無質物と強固に結合した修航は認められない。各土壌型いずれも B,M A. または A ﾡ 

よ り沈殿部の消光係数と 合有の淡少を示す。 Pd および PM 型土索の A: または A ﾡとそれぞれ対 

応する秘性および適側ﾡ色資林土の表畑と比散すると,いずれも消光係数が小さ く 阿航化過程のすすんで 

いないことを示している。こ の点は郷合な 気候的因子の影響に よってもたらされる 土壊微生物の有機物の 

分解活動の低下と関連性を示している といえる。また P。 および PM 型土業の それぞれ対応する 土壌型 

について対応する 用 位を比較すると,Pw 型土壌はいすれ も Pd 型士壌よ り消光係故が大さ く協化過程 

の進行していることを示しているが, この点は C-Nボから推ﾡされるように, 水分環境の相違にも とづ 

く土壌教生物の分解活動の相違と関連性を示ナように思われる (第6章第 34, 35 図参照)。

沈級部の色度比は A. または A W においては,Pd および Pu 型土壊はいずれ も 褐色傑林土壌群の対 

応する各土壌型の A. または A 層よ り小さく, また B, W では褐色森林土壊等の B ﾡと同等ないしは 

多少高い値を示す、Pp および PM 消土:採の A: さたは A Wの消j光係政が小さく また間時に色度比も小 

さく. 色度比が光係&に見られる岡ﾡ化過ﾡとN性を示さない。このこ とは熊田“,によって拒螭され 

ているがの場Gも同城の結果を示している (第6第 3.. 35 同参照)。

Pnおび Pu 型土ﾡの B,Wiまい、ずれも原士ﾡ当りの消光係政はﾡﾡ頭によつて明りようななぷ少を示 

し,SrmixoER' の指摘するボ ド ゾル化土楽の特改を示している。験相理による浜少の粹度に Pd および 

型土壊にいずれ も III. III 1 型のﾡにボドゾル化の進行に伴つて明りようなﾡ大を示す。この点は 

Pd および Pv 型土壊で;加*,色来林土壊除の場合  と 異なり B. 州iでは鉄置物と強因に結合したﾡ前が認め 

られないこと, およ び上記の順に離可落弱故含•約率が加大する こと と 関連性を示す ものといえる。

Pd および PM型土壌の各州位の沈殺部の含有と土ﾡ型との間の関連性は明らかでない。配処理後の 

数部/ フルポ限の含方率比; , Pmi 型土壊を除け:士いずれも B, 川は As ないし A 岡よ り試少を示 

し,また PMi型士ﾡを除く他の土壌型の A: ないし A ﾡはいずれも著しく大さく・ 適:1!! 性ないし湿性 

加色我林士と同樣の値を示す。この点では福色森林土案群において見られた買故の消光係数ないし沈鼓部 

合事と沈酸部/フルボﾡの含行ボ比との性は. #ドゾル化した土率については適用しがたいことを 

示している (第6穴締 33 N参照)。

以上のように Pd および Px 型土壊の幅械化過程は, 各土楽型の As きたは A Mの沈激部の消光係 

孜の相違に示され,この点は斜面地形よび冷な気係的因子の影評にもとづく土索隊生物の分解活動を 

反映するものといえよ う。

第5章 黒色土壌群の土壌型と 化学的性質および腐植の形態と の関係

著者がここに黒色土壊時として扱った土壌は,わが回の森林 (国有林および民有林)土壊同叠において 

色土ﾡ群として区分されている土壌である。

現在株林土壌調では森朴下に見られる上町が者しく色と品する土壌を叫色土坂ﾡとしてﾡ定的に区 

分している。

が田におけ る 火山灰に由米する黒色の土についてはすでに多 く の研究が行われて い る。関は こ れ 

を野補色土 (Grass land brown earth). 旳1M划 は辅植: こ;4 む A 別を 有する 福色な林士 (Brown 

forest soils) または草原土ﾡ似の補色高林土 (Prairie-like brown forest soils). 細田はﾡ士 

(Black soils), 内山らは火山性県色土 (Volcanogenous black soils), TuoRr および Sxtris) は 

And。 soils*, 野は日木火山灰土 (Japanese volcanic ash soils) と命名している。

玄林士康匆査において区分している黒色土塊群には,これらの諸氏によって命名された火山灰に由来す 

る黑色の土壌以外に,火山灰以外の出材に由米ナる土ﾡも合めている。

送林下に見られる無色土壊群の諸性賞については,まだ十分な検討が行われていないためにその分類曲 

系は踏定的に区分されているにすぎない。わが国における黒色の土案の生因が明らかにされていない現 

在. その生成給的な分類は望みがたい。客者は客地りの主として森林下の黒色土壌ﾡを, その形態的な特 

徴によ って その水分環境の利施に もとづいたﾡ色高林士ﾡﾡの各土壌型に対応した土ﾡ型"こ区分した。 

各土壌型の化学的性質および腐植の形態を検討する ことによって,さらに合理的な区分 (暫定区分) の確 

立 と林木の成長 と の関係についての知見を うること を試みた。

* N.R.S. の説査のでは火山灰以外の母けに由米する土壌も And。 soils に含めている。
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第1節 東京都水源林カラマッおよびヒノキ況交林土ﾡ (落合土

1) 試料採取地

この土壌は第3丁第 1 節 に述べた藤尾土如こ 近接 した境城. すなわち山ﾡ県山(梨町神金村ﾡ合に位証 

する 束京祝水源林 17 林班に団するカラーッおよびヒノキJ変# (人林. 35 年生) で取した。 下 

この土壌を落合土壌と称する。落令を南北につらぬく課を境にして,火傀:：ル七士娘と同じ中世时砂岩. 

西側は深ﾡ氏化した花ﾡﾡﾡ岩の地りである"。 花謝関ﾡ場の地械では神色卒林土旅群と と もに色土城 

群が広 く分布する : 者は こ の地域の色土群につい、て次の土壌型を供式 Lた

Prof. No. 5 B/a 型土壌 (乾性黒色士,急斜地型)

Prof. No. 7 Blo()邪土ﾡ (乾性の形態を示す透獨性加色士)

Prof. No. 8 Bl。 型土壌 (遊印性黒色土>

Prof. No. 9 BIt.op) 型土壌 (羽田性および趣性川色土の中間)

prof. No. 6 BIc.i 型土壌 (弱乾性黒色土,命面上総型)

Blc 型士:壇は Be 型土壌と同様に微地形の影許にもとづく 風による乾燥によつて生成される と推定され 

るが, 他の地において BIc 型土壌の試料が得られなかつたのでここにあわせて述べることにする。

2) 母材,地形 

海抜商の潤いに品•こあり.またサルオガセの即芳な沛生から推定されるように••軽雲の影導によって空中 

のい、状書.に:かれている ニとが. 地表面からの能煥を阻 害して適満性土塊に近い土壊型が出現して 

いるげ因となたL ていると定される。

各:比。利の市面形う19 ［おs上び 38 こ示すごとくである。

3) じ 面 形 ﾡ

母材はいずれも潮サ風化した花樹央緑岩である'3 

各土壌型の田現地形は第 18 図iに, 前抜商5, 方位およ 

び傾斜は第 37 表; こ示すごとく である。

BlA および Blo(o) 型土壌は 尾扱に,B/d 型土壌は 

斛面中膜からやや下部斜面に, B/p-op) 邪土壌は山腹下 

部斜面が択沢に近い、平想地にかかる場所に, BIe-1型壌 

は 用根;こ近い 山版斜面上部の い凹地形に 川現する。 

B/d④型土埃を除く 他の各土畑型の出現地形は. いず 

れ も 対応する 褐色森林土範群の各土壊型の場介 と 同様で

aod

Prof. No. 5
B/A-soil

Residual soil

Prof. No. 7
B/D(d)-soil

Residual soil

Prof. No. 8
BIp-soil

Creep soil

Prof. No. 9
BlE-(F)-soil

Colluvial soil

第 19 図 落合土ﾡの (模式区)

Fig. 19 Profiles of Ochiai Soil (schematic presentation)

Prof. No. 6 
B/c-i-soil

Residual soil

第 18 図 落合土壌の田現地形 (ビ式区) 

Fig.18 Relief of Ochiai Soil 
(schematic presentation)

ある。 Blp(d> 型土楽の山現地形は靴性土疑の出現が予想される地形であるが,試料採地ﾡ中もつとも

第 37 表 落合土壌の立地条件

Table 37. Site conditions of Ochiai Soil 

〔Parent material: Gran。 Diorite〕

断面番号
Profile 

No.

土ﾡ型
Type of 

soil

み 抜 高
Height above 

sea level 
(w2

「--

方 位
Direction

傾 斜
Inclination

5 BIA 1300 w S w 20°

7 1570 N 40° E 24°

8 BIn 1440 SE 25°

9 1400 W 20

6 Ble-1 1300 NW 25

第 38 表 断面形態 (合土壌)

Table 38. Description of profile (Ochiai Soil)

断画 
番

土型 将位
厚 さ 推ゆ状態

色 土性 橋 造
堅密変 石 隊

択系

外生 
苗積 

Ecto-

Pro- Type 
of

Hori- Thick- Defini- 
tion of Tex- Struc- Com- Stones 

(size,
1 tro- 

phic
file 
No. soil zon ness Color boun-

dary
ture turc paci- 

ness quan- 
tity)

Root my- 
cor-

(cm rhiza

A L: +〜ICt, F: 2cm, H: +

A, 1～10 grayish 
black 「 sL Loose Gr 1

stone- 
less 5 +

5 BIA dark C
stone- 

lessA=-B, 10～15 grayish SL Loose Gr I 4 +
yellow ハ

Be 30+ light し
__yellow SL Loose Gr

Cweakly 2～3 2 —

A。 L: 2cl, F: +〜3c

A, 5
dark 
brownish l SiL Gr, Cr

stone-| 
less j 3

black 丨 c
7 BlD(d)

A。 20 black SiL Gr, N 2～3
stone-： 

less

B, 10
(dark) C

brown 「
SL Bl 

(weakly) 2～3
stone- 

less 3 —

B. 20+ light ご
brown SL M 2～3 laro, 1 —
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断面 
番号

土壌型 岡i位 w さ 色

推せ状ﾡ

土性 橋 造
石 ﾡ

ﾡ糸

外生

Ecto-

Pro- 
file 
No.

Type 
of 
soil

Hori- 

zon

Thick-

ness

cw:

Color

Defini- 
tion of 
boun- 
dary

Tex- 
ture

Struc- 
ture

Com- 
pact- 
ness

Stones 
(size. 
quan- 
tity

Root

tro- 
phic 
my- 
cor- 
rhiza

L:1cw, F: 2～8cm: (校打後)

8 B/d

Ai

A=-B.

B:

20

10～15 ,

25 +

black

dark 
grayish 

brown
grayish 

brown

G

G

siL

SL

SL

Cr

BI 
(weakly)

M

1

2

2

stone.
less

stone- 
less

stone- 
less

4

3

1

—

9 B/e-(f)

A。

A,

A:

A-B, 
(A'

B.

B。

L:1 cm., F: + 
dark 

12～!5 (brownish) 
black 

dark 
20 grayish

black

10 black

dark 
20～25 grayish 

brown
っス」 light
29十 yellow

G

G

G

C～G

SL

SL

L

L

L

Cr 
(weakly)

M

M

M

M

1～2

2

2

〜3

3

stone-
less

stone- 
less

stone- 
less

stone- 
less

large.
o

3～2

+

～+

—

A。 L, F: 2cmi •

6 B/c-i

At

As

Bi

B

4～8

12～16

14～20

30 +

black

black

dark 
grayish

brown 
light

orange 
brown

G 

c 

・

L

L

CL

SL

N

N

M

-3

3

3

stone- 
less

stone- 
less

stone- 
less

large.
( O)

5

4

2～1

+

+

Remarks：

Type of soil. (土壌

B/a : Dry black soil (Steep slope type). (ﾡ性県色土,急針地型)

Blp(d): BID soil that has well developed granular or nutty structure in A horizon. 
(ﾡ性の形態と示す適岡性県色士)

Bl。 : Moderately moist black soil. (邁潤性黒色士)

: Intermediate type between BIe and B/f soil.(BIe および BIr 型土壌の中型)

B/e: Slightly wetted black soil.(弱泡性黑色土)

Wet black soil. (湿性県色土)

BIc-I : Weakly dried black soil (Upper part of mountain slope type).
(弱乾性黒色土,斜面上部型)

Other abbreviations are same as Table 2.

各土索型いずれ も 色調と除く 他の形態的な特徴は 対応する相色森林土壌群の各土壌型と同ﾡである。

B/e-(f)型土壌は Ao 附はきわめて うすく,A・ Mは Crumb structure の発述が:弱く , As 岡はややﾡ 

元色の色調と帯びる。したがって,この断面は BIおよび B/f 型土壌の中間型または前者に近い土巣型 

と考えられる。

高林土比の化学的性:およ びﾡHの形店に関する研究 (河円) -6l-

1) H 生

毎土城型の植生に第 39 ※に示すごと く でおる。

第39薬 ※合壌の M 生

Table 39. Vegetation of Ochiai Soil

断面香分 
Profilc 

No.

土 ※ 羽
Type of 

soil

削 生
Vegetation

(D) カラーツ2. ヒノキ1. カマツ2, クリ 1

5 B/a (Sh) ・ッッジ 3. ミズナラ 2, =ナラ1, クリ 1

(G) ナガバノ=ウヤポウキィ. ヒノオ!

(D) カラーツ 5

7 B/D(d) (Ds) ダケカンバ ・

(Sh) ・イチ=3, ネジル2 リロウブ ヤハンノキ 1

(G) ススキ , ミヤコザ , イヤノガリヤス 2

8 B/d (D) カラッ5 ヒノキ3

9 B/e-(f) (D) カラッ5, ヒノキ3

(G) ヤブキ +, ゴカンスゲ +, モミジイ= +, シャロメナ +

6 B/c-i (D) カラーツ5. ヒノキ3

(Ds) ヤザクラ 1. ミズナラ I

(D)....Dominant tree layer, (Ds)....Subdominant tree layer, (Sh)....Shrub layer, 

(G) ...Ground flora

B/a 消土採では乾花性型のﾡ物であるヤマジツジ・ ウヤポウ*の登価な出現が見られ, B/D(d)型土縦 

ではネジ*, リ a ウブなどのや性型のﾡ物の出現が見られる。 Blo. B/e-(f)および B/c-i 型土壌では低 

木階 および地表附の 植物は きわめて少ない。また各土城型中 Blp()型土ﾡはサルオガ七の頭者なﾡ生が 

見られるが, この点は 2) で述べたように空中湿度のおいため と思われる。

5) 化 学的性質

各土ﾡ型の化学的性質は第40 表に示す ごと くである。

乾性土壌から湿咎吐壊;こいたる土埃型の推称に伴う 変化を表覘について比校すると 次のごとく である。

C-N 率は B/A-B/D(d)-B/D-B/i:-(F) 型土壌の順に 減少が認められる が,しかし pH, 置換ﾡ度およ 

び血換腋度の加水最度に対する比,置換性 Ca および Mg の含有量およびﾡ和度は BIA→・BIp(d)→Bio 

型土ﾡの間では明らかなﾡ進は認められない。しかしながら,Ble-(P)型土ﾡにおいては pH の上, 置 

換臓度お よ び儷換酸度の加水厳度に対する比の減少,と くに置投性 Ca 合有量お よ び飽和度の地大* が明 

らかに認められる。

B/c-i 型土壌では C-N 本は大きいが, pHは商く, 品演厳度および置換敵度の加水聶度に対する比は 

小さく,また置換性 Caおよび Mg の含冇録および例和度は比皎的大きい。

以上の結果から次のことが推定される。

各土壌型問の C-N率の変化および BIE-(P) 型土壌における一連の化学的性質は,用色濺林土壌群の場

置t換性: Mg については明らかではな い 。
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第 40 炎 化学的性T (落合土壌)

Table 40. Chemical properties (Ochiai Soil)
On dry basis

断面番号

Profile 
No.

土ﾡ型

Type of 
soil

M 位

Horizon

深 さ

Depth
_ (c)

伏 菜

Carbon
%

Nitrogen
%

C-N 半
C-N 

ratio

pHl 

(H:O)

血換他変 
Exch.

acidity
ゾ ,

四小( 
Hydrol. 
acidity 

(y1)

5 BIA A, 1～8 9.8 0.53 18 5.30 6 92

A;-B, 11～18 6.2 0.34 18 5.35 12 63

A. 1～5 17.3 1.15 15 5.20 92

7 Blp(d) A: 8～18 14.2 1.00 14 5.50 10 101
B, 25～35 10.2 0.61 16 5.20 4 27

A, 1～I5 9.8 0.67 15 5.20 j 。 80

8 B/d As-B, 20～30 6.2 0.40 16 5.65 5 55

B: 35～45 4.4 0.31 山 5.35 4 27

A 1～10 5.8 0.50 12 5.90 1 43

9 BZe-(f) A: 15～30 5.3 0.12 13 5.95 1 12

A.-B(A") 33～43 7.1 0.59 12 5.70 1 29

ArAs 1～!2 10.7 0.63 17 5.80 37

6 Ble- B。 14～27 6.5 0.32 20 5.45 8 26

当 32～42 0.5 0.04 13 5.50 8 8

同 (ibid.)

土楽型
位

置換容量 

Cation
置換性 Ca* 1 m換性 Mg*

置換性 Ca 
範和度 

Rate of
換件: Mg
飽和度
Rate ofType of 

soil
Horizon exchange 

capacity
Exch. Ca Exch. Mg exch. Ca 

saturation
exch. Mg 
saturation

(A) (B) . (c) (B/A) % (C/A) 9%

BIA Ai 29.5 11.1 2.01 •
6.8

As-B, 20.7 3.39 1.06 16.3 5.1

A, 43.6
' !

9.02 1 ・86 20.7 4.3

Blpcd) A: 35.2 3.92 1.33 11.1 3.8

Bi 27.0 0.89 0.27 3.3 1.0

A, 23.0 7.40 1.84 32.2 8.0
B/d As-BI 15.6 3.38 1.07 21.6 o.9

B: 19.6 1.81 0.55 9.3 2.8

A, 24.3 15.0 2.03 61.7 8.4
BZb-(f) A: 26.8 12.7 1.35 47.4 5.0

AB(A') 35.1 17.1 
____________________!

1.40 18.6 1.0

A,-A: 34.9 10.3 2.10 29.6 6.0

Ble- Bi 19.2 2.88 0.72 15.0 3.8

B= 10.6 1.51 0.44 14.3 4.!

Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mg 当t) 

さ土壌の化的性および艇ﾡの形店に関する研死 (河田) -6-

合と同成に術面地形の影部にもとつく しのと 号えられる,しかしながら出現地形よび断面形の特磁に 

示されるように,問らかにﾡ性の水分Rﾡにあるとぢえられる B および Bie.1型士場・ および地形的 

こ:ﾡ性土ﾡと同成の位盤にある BID(d)型七壊; こおいて,その pH およびと く に殴換性Ca およびNs 
の合ﾡお上 びﾡ和度が高い、価を示すこと. さ らここれらの価が Bl。 型土壊に比べて明 りょう な差が認8 
めがたい こ と は福色 (林土壊群の出令 と は若し い相違が認め らit る 。

ﾡ合土ﾡでは斜面地形の影師によ って も たらされる 乾性土壊; こおけ る増ﾡの識亡がﾡ者にでめられなない 

こと.. 次に述べる各土:ﾡﾡのW前の形ﾡが色な林土策峠とは著し く 興なる点と と もこ. この地投のハ 

色土ﾡの生成沿ﾡがi色な林土群の場合 と :は興な ること を示す ものと考え られ る

6) ﾡ ﾡの形ﾡ

各土比刑の問ﾡの近の的パi成な」1 衣; こ,光学的性質;士 第」2 式に 示すごとく である

第1英 間MIの近似的領虎 (合土壌)

Table ・I1. Approximate composition of humus (Ochiai Soil

淅而 

裙 サ

Profile 

No.

土壊型
wi 位

Horizon

「可 
賤植

無 処 m
Untreated SOil Acic

処 m
1 treated soil 沈

Type
of soil

Humus 
soluble 
in acid

北殺部| 
Precipita- 
ted part

(A)

フルボ酸

Fulvic 
acid

沈浮部 
Precipita- 
ted part

B

フル酸
Fulvic 
acid

(C

沈,:;
ブルボﾡ

(BC)

含有

B A

5 BIA A, 

A..B, 13.9

2o i 
34.8

32.0

2る
26.3

2o 1
35.5

33.7

9o
16.2

15.7

2.19 1 

2.14

1.02

1.05

7

A：

A:
B,

15.4

13.4

22.2

37.6

36.7

28.5

29.0

29.6

33.9

39.3

36.7

31.8

12.0

12.4

11.1

3.19

2.95 

・

1.01

1.00

1.!1

8 B/d

Ai

A:-B, 

B:

11.2

16.3
25.7

39.7
35.3

_20.2

28.2
25.9

33.3

41.6

36.8
29.8

11.5

13.5

15.5

3.61
2.76

_2

1.04

1.04
1.13

9 BIE-(p) A:

A3-B(A')

13.2

11.2

13.2

35.0

39.1

35.6

27.4
2.4

30.8

42.0

16.6

42.8

13.0

12.3

13.7

・ 

3.78 

3.12

1.20

1.19

1.20

6 BIc-1 ArA。 

B,

11.9

16.8

39.2

30.0

22.2

25.5

40.9

32.9

11.7

9.8

3.49

3.35

1.04

1.09

十 康全炭素に対する %, Per cent on total carbon basis.

ﾡ可沼M合有料は変解におsいては 11～15% を示し,いずれも下ルiど地大を示しているか. 土壌型 

との間に明りような関係は思めがたい。

各士案型の 原土壊 当i り の消光係数お よ び沈ﾡ合有求のﾡ処ﾡによ る 変化は, 各士壌 亜の注植は大区分 

が遊離またはﾡﾡ物とゆるくﾡ合し, 鉱ﾡ物と強固に特合したﾡﾡは少ないことを示している: また 鉱 賞 

物と強固に緒介した腐紙の沈議笛は遊藤または期質物とゆるく結介した食植;こ比べて,消光係数が大きく 

色度比は同等ないし多少の低下を示している。各土壌型の表册: こ おけ る鉱『物 と 強囲に結合 し たﾡ前は。 

BIE-(P)型土城では他の土ﾡ型より大を示しているが, その他の土壌型の間でに相違は認められない,
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第 42 楽 授拉の消光係故および色度比 (落合土壌)

Table 42. Extinction's coefficient and color quotient ofhumus Ochiai Soil

断面 

番号
土壌型

原土城当の消光係数比
(陸処印土:/点処可上) 

t F. Rati。 of extinction'S 
nnnへinハ+

消 光 係
Extinction's Coeflicient

Carbon 100mg/L
色度比 

Color 
quotient

Pro- i 
file 
No. 1

Type 

of 
soil

original Soil ,
/ Acid treated soil\ , 処 理 土., 

Horizon ( Untreated soiiノ Untreated soil

酸処理土
Acid treated

soil

無処 ﾡ処
刃 土 川七
Un- Acid

・..ハ・ パ ・a・ハ* バ

No.47 No. 61 No.47 No. 61 No. 47 No. 61
treatCG treaica 

soil soil

認 出 部; NaOII extract

滅部 Precipitated part: Humic acid

5 BIA A, 0.99 1.07 0.60 0.22 0.70 0.28 2.7 2.5
A:-B, 0.98 1.!! 0.59 0.22 0.7! 0.30 2.7 2.4

A, 0.98 1.07 0.63 0.25 0.82 0.36 2.5 2.3

7 B/D(d) A: 1.00 1.06 0.64 0.27 0.87 0.39 2.4 2.2

B. 0.99 1.08 0.57 0.24 0.82 0.38 2.4 2.2

A, 0.94 1.00 0.94 0.40 1.25 0.57 2.4 2.2
8 BIo AxB. l.co 1.14 0.98 0.43 1.32 0.60 2.3 2.2

B: 1.09 1.05 0.78 0.34 1.13 0.52 2.3 2.2

Ai 1.20 1.27 0.85 0.36 1.16 0.52 2.4 2.2

9 A: 1.16 1.2 0.99 0.43 1.23 0.57 2.3 2.2
A-B(A" 1.32 1.34 0.87 0.38 1.31 0.60 2.3 2.2

6 B/c-i ArA: 1.10 1.13 0.97 0.41 1.25 0.54 2.4 2.3

B, 1.10 1.14 0.86 0.37 1.21 0.56 2.3 2.2

以上のよ う に各土壌型における酸可市研ﾡ合有半およ びﾡﾡと鉱質物との結合は, 全般的には褐色施林 

土ﾡ群と同様の傾向を示しているといえる。しかし, ﾡ合土集の各土ﾡﾡの腐ﾡの光学的性質および近の 

的祖成におけるその他の面では,神色森林土壌ﾡ と は著しい相違が見られる。落合土壇の各士ﾡ型の岡ﾡ 

の形態は表層を比ﾡするとそれぞれ興なつた次の3つのに区分されるが, そのおのおののﾡﾡの形態の

5 BIA A. 1.05 1.08 0.87 0.35 0.91 0.40 2.5 2.3
A^Bi 1.13 1.20 0.90 0.36 0.97 0.41 2.5 2.4

At 1.03 1.09 0.97 0.41 0.98 0.44 2.4 2.2

7 ! B/D(d) A: 1.06 1.12 1.03 0.44 1.09 0.50 2.3 2.2

B. 1.13 1.20 1.03 0.47 1.05 0.51 2.2 2.1

A, 1.10 1.12 1.39 0.62 1.54 0.69 2.2 2.2
BIo A-B, 1.13 1.16 1.56 0.71 1.68 0.79 2.2 2.1

B: 1.18 1.20 1.53 0.71 1.58 0.74 2.2 2.1

A, 1.30 1.35 1.35 0.60 ・ ・46 0.67 2.3 2.2
9 I BIE-(P) A: 1.24 1.32 1.47 0.66 1.54 0.73 2.2 2.1

AxB(A" 1.29 1.31 1.51 0.70 1.62 0.77 2.2 2.1

6 BIc-1 ArAs 1.13 1.18 1.38 0.60 1.50 0.67 2.3 2.2

B. 1.17 1.22 1.41 0.62 1.50 0.69 2.3 2.2

H述と土壌。刊と の爬係;i 明らかではない

i Blo. BIe-cP) および B/c•i 型土

二れらの各土坂ﾡに おいて;, 州こおける浸川部ぶよび沈設ﾡの光係数は無処ﾡおよびﾡ処理と も 

二. 尚色な林土ﾡ群における順M化選ﾡのナすんでい、る適ﾡ性ないし超性土ﾡおよび Bc-n 羽土楽よ り さ 

らに高い献を示し.また同時に色変比:士超色ま林土城群の各土壌型より小さい値を示しているc酸処理後 

の沈漑部の含 •"串:：若し く大さく. 上記の旭色窓林土壊解の褂故化の十すんでいる各土娘型より さらに大 

さい価を示し・ また験也理後の沈戢热/ フルボ債の値も同様;こきらに大合い値を示す。

ii) B/Dtd)型土採

楽Wにおけるこ川および沈殺命の光係&は上記の Blo. および BIe.. 型土埃に比べる と小 

さく. また色性は誠処ﾡ後の北減ﾡは同様の値を示すがその他の場合は多少大さい。B/D(d) 型士城の 

と団の消光係歌は。屬植化がとくにすすんでいる と 号えられる Bc.n 型士業より小さいが適潤性ないし 

■性褐色森林土よ り大きく. 色比は対色な林土ﾡの各土ﾡ穂と同等ないしは多ゆ小さい値を示す。

薜処刑後の沈載師の含有率は B/D(d). Bi。 および B/C-1 型土城より 多少小さいが,褐色森林土東郡に 

おいてもつとも高い含有率を示す湿性土壌とほぼ同程度の値を示している。 また醱処理後の沈談部/フル 

一限の含有率比は B/o. B/r-cp) および Ble. 型土率と同械にﾡ色部林士壌ﾡの各土型のいずれよ りさ 

らに大きい紙を示す。

ii BI土楽

この土壌型のﾡの形態については第3 X第 3 節の仁州土壊の Ba 型土壌と同様に, 土埃中に混在する 

Loose granular structure を形成する直糸の影部を考しなければならないと思われる。

設出部および北殺流の消光係数は無処理およびﾡ処理ともに i) および ii の上記の各土ﾡ型よ り小さ 

く,また色度は大さい位を示す。散処理後の沈流陆の含有率は Blpce) 型土壊より さらに減少を示し, 

龄如现 の沈底部 / ブルボ酸の含才率比も同様に減少を示している。しかし これらの値を BA 型士壌に比べ 

ると, 色比の相進は明らかではないが他の価はいずれも者し く 大さ く明 りよう な相違が見られる。この 

ような BI、土壌にい、て見られるﾡﾡの形態の変化は,商述の BA型土ﾡにおける艇前の形態の変化 

と 同機の傾向を示すといえよう。したがって BIA 型土埃の腐板は BA 型土埃と 同様に,土壌中に混在す 

る苗糸の彤器によって i) または ii の他の県色土境のﾡﾡの形店に変化を生じたものと考えられる。

同一断面において下付に推移する に う 岡の形態の変化は各土壌型はいずれも様の傾向を示し, 無 

処理およびﾡ処ﾡい、ずれの場合も沈設部の消光係数の州大およ び含打率の低下•が見られ,また法出部およ 

び北殺ﾡの色度は同守ないし低下を示している。これらの点は褐色法林土壊群の適変性ないし湿性土埃 

と ﾡの傾向を示 している。

第2節 浅間国有林アカマッ林土壌〔浅間土ﾡ)

1) 試料採 取 地

この土城は長野県北佐久W小沼村字塩野およ び清万,およ び北大井村に位置し, 岩村田営林撃改問ﾡ営 

区に風する山南施のアカマツ林土壌で採取した。以下この土壌を開土ﾡと称する。

こ の地区は浅間火山に国する 黒斑山およ び前掛山の南館に位置し, 海技高 1,600～1,700 w. 以下の山脚 

部は級斜な 火山山前の長大な斜面を形成 し,適潤性無色土が広 く 分布する。者者の供試 した試料の採地
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お よ び土壊型は次の ごとくである。

Prof. No. 23 B/d-(e)型土壌 (適江性および雰退性色士の中川型), 32 (ち ネ小

Prof. No. 28 BIp 型士壌 (通潤性黒色土),27 (は) 林小ﾡ

Prof. No. 31 Bl。 ﾡ土壌 (同上). 50 (い 小班

Prof. No. 32 B/d 型土ﾡ (同上).45 (い) 林小班

この總城の気候は軽井沢測候所の 観測値'” に よれば次の ごと く である。

温..........最高平均 13.3 C. 最低平均 2.5 C, 年平〕7.4 C

年降水.....  1,294

年平均認度・...79%

である。したがって雨量係数 175. N-S 係数 930 とな 

る。また月別の気ﾡおよび降水証の関係は第 20 図の温l 

雨図に示すように変日本型の%候である。

2) 母材. 地形

この地故の 火山川物の 成ﾡ態は 改であるが ﾡ 

山"によれば次のごと くである。

小沼付 ・帯は県斑塔岩 (合様服石複部石を山岩) と郷 

塊岩の累Wを次 し,こ の照ル東に延びて書掛付近に至 

っている。 海抜高5 1,700m 以上の山体部はこの米Wが: 

課出して岩石地を形成しているが,1,700,“ 以下の山脚

第20図 除井沢における温雨図

Fig. 20 Monthly variations of 
temperature and rainfall 

at Karuizawa

部は基登上に 軽石ﾡおよび火山灰Wが 順次にく 地ﾡしている。 小沼村の東ガ万地区こは お山は 

さんで 2 条の火山弾泥洗およびﾡ出石ﾡ地が存在して,前前記のん, 

ているo

Prof. No.23および No. 28 は 黒斑熔岩上の熱斑火山灰 

を, Prof. No. 31は曲出岩ﾡをと, Prof. No. 32 は火山弾 

泥流を母材とする。

各断面の出現地形は第 21 図に示すように,いずれ も長大 

な山ﾡの超斜面を形政 している 山関部の認新地形であ る。

海抜高, 方位および傾斜は第43 に示すごと く である。

軽石お よ び 火山パの上を つ

第 21 関 げ土ﾡの川現地形

Fig. 21 Relief of Asama Soil 
(schematic presentation)

第43 表 川土壌の立地条件

Table 43. Site conditions of Asama soil

酬躍
土 拡 型Type of 

soil

海 抜 商Height above 
sea level 

(ッ) 1

方 位
Direction

傾 斜 
Inclination

22 BID-(E) 1CC0 s 10°

28 BIo 1300 s 2°

31 B/d 1300 s 5

32 Blo 1000 s 30

3) 断 商i 形 ﾡ

各断面の形篋的特滋: 士 第 22「および」」炎に示すごとくである。

第 U & 断面形 (川土:度)

Table I.... Description of profile (Asama Soil

Remarks :

Type of soil. (土ﾡ型)

断面 番 土 W位 v さ 色

推移 
状ﾡ 
Defi- 土性 g雷変

石 ﾡ

Stones 
(size. 
quan- 
tity)

外生 
商機 
Ecto-

Pro. 
1110 
No.

Type 
of 
soil

Hori- 
zon

Thick- 
ness

(c:)

Color

nition 
of 

boun- 
dary

Tex- 
ture

Si rue- 
ture

Com- 
pact- 
ness Root

tro- 
phic 
my- 
cor- 
rhiza

A。 L: 1cmt. F: 3～4cm: 

brow.
A 12～15 nish) SL Cr 1 stoneless 4～3

23 A: 25
black 

black G sL M フ stoneless

A,-B 20 blackish 
brown

G

G
SL M 2～3

small and 
mediam, 

o
2〜! ・

A・ 30 black SL M 3 stoneless I --

A。 L一F: 1 ～2 cm

28 1 DIn

Ai

As

5

30

(brow- 
nish) 
black

black

dark

G

c

SL

SL

Cr

Cr 
(weakly)

M

1

3-3

stoneless

stoneless

5
1 (grass)

4〜3 
(grass)

B

A'

30

20+

grayish 
brown 
black c

SL ：

SL

M

M

3

3

stoneless

stoneless

+

A。 L:1～2cm!, F: 2c;
(brow-

31 Blp A,

A: 

c

4～6

10～12

20

nish)
black 

black
reddish

brown

G 
C～S

SL

SL

S

Cr

M

1～2

2 
3～4

stoneless

stoneless 

small.(a)

3

3～2

A し:lCm, F :4～5 cm

Cr I medium

32 B/d A

B-C

30

20+

black

reddish 
brown〜 
yellow

G～C

SL

G

(upper) ' 
M

(lower)

M

(upper) 
2

(lower)

4

and

large.
(a)

4～3

1

BID-(E): Intermediate type between BID and BIE. (BID および B/E 型土接の中型) 

Other abbreviations are same as Table 2.

Prof. No. 23 運6士で, A Fiは厚く,ﾡ情よ河変的に下『に述し, Crumb structure の発は 

明いが,ﾡ元色の色調は明らかではない。したがって, B/d および B/e 型土壊の中間型ないしはむし ろ 

前者に近い土ﾡ型と考えられる。Prof. No. 28 は色調を涂 く 他の形態的な特徴は Bp型土ﾡと同様であ 

る。Prof. No. 31 は色調を除く A 甲の形造的な特徴は Bp 型土壌 と 岡様である が, B Wを欠き整密
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Prof. No.22 
Blp-(E)-soil 
Drift soil

Prof. No. 28 
B/d-soiI 

Drift soil

Prof. No. 31
Blp-soil 

Residual soil

第 22 図 浅間士第の所而図 (ﾡ式区)

Fig. 22 Profiles of Asama Soil (schematic presentation

"やに

o:Gsざ
。た。= 
::ee.

◇arり

4anり)

Prof. No. 32
BIp-soil

Residual soil

第45 ※ 没 I 土: 埃 •の M 生

Table 45. Vegetation of Asama Soil

断面香分 
Profile 

No.
土 既 型
Type of 

soil
H 生

Vegetation

22 B/p-(E)

(D) デカーッ5

(Sh) ツ リバナー= ミ3,ッノ ハシ バミ 2.ミ ズナラ 2. ダデン コウバイ 2,チa 

ウジザクラ 1, ハナイカダ 1. ラキシキブ!

(G) ミヤコザサ3, てケビ2. ツダメウルシ2

28 B/d

(D) カーッ 1

(G) ミコザサ5, ススキ2. トダシバ2, ワレモコウ2, ミツバヒョドリ

2, アザミ , オケラ I

31 B/d

(D) カーッ 5
( Ds) ミズナラ2, クーシデ2

(Sh) ド ウダン ッツジ 2, ツリ バナマュ ミ2, リョウブ1

(G) フキ t. サルトリイパラ ミャクマワラビ1, ススキ 1. ヤマブド

ウ 1, ゴトウズル 1

32 B/d

(D) アカッ5, クリ 1. コナラ1, ミズキ!

( Ds) ミズナラ +, ヤウシ +

(Sh) ミズナラ +, =ミ +

(G) ベニバナイチヤクッウ3, *スビトハギ+

(D)....Dominant tree layer, (Ds)....Subdominant tree layer, (Sh)....Shrub layer. 

(G)....Ground flora
な C ﾡにつづく。Prof. No. 32 は同様に色ぶを除けば BD 型土壌 と 同様の特徴を示すが,A 層は厚 

く, 上部は Crumb structure の発達が見られ, 下Eは Nassive であるが, その境界は明り よう では 

ない。 また A Mは安山岩員の大型の石礫を多く 混じえ, B-C畑は安山岩口の石際および火山弾を多く 

浸じえ. その間隙を潰している 火山砂納は若し く 堅強な用を形成する,

また各断面はいずれ も A・昭 (Prof. No. 32 は A ﾡi上部) は A: (Prof. No. 32はA W下部) 

に比べると,黒色の色調が淡く退色の傾向が認められる。

4)植 生

各断面の植生は第 45 表に示す ごと く である。

Prof. No. 31 は乾性型の り 7 ウプおよび湿性型の フキ, ミ クワラ ビ どが出現するが, 出現 •率 

は小さ く とくに明り よう なﾡ性および両性の特徴を示さない。その他の 断面はいずれ も 同様に と く に明り 

ような乾性および混性型のﾡ物は見られない。

5)化学的性質

各踰 の化学的性質は第 46 表に示すごとく である。

Prof. No. 23, No.28 および No. 31 では, No. 31 のﾡﾡ合有がやや少ないが, 全般的にはほば 

同様の傾向を示しているといえる。これらの各断面は 爾色森林土壌郡の Bp型土壌に比べると, A,ﾡの 

C-N 率および置換酸度がやや大きいが,他はいずれも同様の性質を示しているといえる。

また黒斑火山灰地域における BIn 羽土壌のカマツ林が一般に Prof. No. 23 および No. 28 と様 

の性質を示すことは, 若者および典見”'の結果から も明らかである。

Prof. No. 32 の火山州流地地区の B/D 型土壌は, 他の断面に比べると pH がや低く, 検民度が 

大きいが。さらに置換性 Caおよび Mgの含有量およ び飽和度が者し く 低い点で頭番な相違が見られる。 

またこの断面の度換性 Ca および Mg については,前述の落合土壌とも著しい相違を示している。この

第46 表 化学 的 性 n (川土旅)

Table 46. Chemical properties (Asama Soil)

(On dry basis)

断面i番号 土 ﾡ 型 位 深 さ 密 素 C-N率 pH ば換酸度 
Exch.

ﾡ水配度 
Hvdrol.

Profile Type of Hori- Depth Carbon Nitrogen C-N (H.0)
1

acidity acidity
No. soil zon

(en) 9%
ratio (y) (y1

Ai 1～13 13.4 0.87 15 5.55 37

22 BlD.(E) A: 15～30 8.8 0.60 15 5.50 3!
ArB 40～50 4.7 0.36 13 6.10 1 19

28 B/D 12.5 0.71 18 5.75 3 45

A: 9-2 7.8 0.59 13 6.20 1 25

A, 1～4 6.9 0.43 16 5.65 4 37

31 B/d As 6～14 5.8 0.38 15 5.80 3 30

c 16～26 0.8 0.06 13. 6.30 5

32 B/d 1～15 7.2 0.38 19 • 。 4i
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同 前 (ibid.

断面番号

Profile 
No.

Mi 位

Horizon

置換容量

Cation 
exchange 
capacity

(A)

置投性 Ca* 

Exch. Ca

(B)

置換性Mg" 1

Exch. Mg

(c)

置と換性: Ca 置換性:Mg
飽和性

Rate of 
cxch. Ca 

saturation

(B/A) %

範和性
Rate of 

cxch. Ng 
saturation

(C/A) o

At 44.0 19.8 3.16 44.9 7.2

22 A- 31.8 7.34 1.19 23.1 3.7

A-B 22.0 5.54 0.92 25.2 4.2

28 Ai 45.6 14.! 2.53 31.0 5.5
A: 30.7 12.6 1.90 40.9 6.2
A, 20.6 6. • 1.11 31.0 5.8

31 A: 16.6 4.42 0.81 26.7 4.9

c 3.71 1.29 0.30 34.8 8.1

32 A 23.3 1.81 0.68 7.8 2.9

Milliequivalent per100g. (100g 当りの mtg 当)

断面の品換性塩基は前述の能性褐色浅林土 と 同期度の値であ る が, pH はとく に低下を示していない。

6) ﾡﾡの形ﾡ

各断面の関ﾡの近似的細のはﾡ47 に, 光学的性:第48 表に示すごとく である,

第 47 表 戦Mの近似的細の (川:壌)

Table 47. Approximate composition of humus (Asama Soil)

土蝮全炭素に対する %, Per cent on total carbon basis.

断 面 
番 号

土蜂型
m 位

酸可 指...d。4 品
Ack

処 印
1 treated soil

沈設部

Pro- 
file 
No.

Type 
of 
soil

Hori- 
zon

Humus 
soluble 
in acid

沈殺部
Precipita- 
ted part

(A)

フルポﾡ

Fulvic 
acid

沈ﾡ岡
Precipita・ 
ted part

(B)

フルポﾡ 
Fulvic
acid

(C)

設流 

フルボ

(B/C)

含有比

(B/A)

A,
%

18.0
%

36.4
9% 

32.0
%

40.8
% 

13.7 2.97 1.12
22 BIp-(E) A- 27.2 33.9 35.5 40.7 12.6 3.23 1.20

A,-B 34.2 37.5 34.0 49.5 7.9 6.26 1.32

28 Blp A, 15.6 36.9 29.1 37.8 14.0 2.70 1.02

A: 19.1 38.5 28.7 43.3 10.0 4.33 1.12

31 BID Ai 18.0 39.1 35.3 38.8 16.5 2.35 0.99

As 21.7 39.3 35.4 39.5 11.9 3.31 1.00

32 Bo A 21.5 37.3 33.5 36.8 12.3 2.99 0.98

酸可商概ﾡ含有率は表ﾡでは15～22% を示し, いずれも下ルほど増州大を示している。

設出命お よ び沈酸部の原土壊当 り の消光係数お よ び沈出部自冇びの酸処理に よ る 変化, 各断面いずれ 

も鉱ﾡ物と強画に精合したﾡﾡは少な く,遊照または犯; 質物と ゆる く特合してい、るﾡMが主関な簡分を占 

めることを示している。

第 8 共 腐植の消光係数および色変比(注間土埃)

Table 18. Extinction's coeflicient and color quotient of humus (Asama Soil)

浸 IK 孤 NaOH extract

順七壊当の消光係数比 
航面 」.利 陳処国土/意処刊! 十)
一 1-っくュ Mi位 Ratio of extinction s 
触'ノ coefficient per
p Type . original soil

of Hori- (Acidtreatedsoil)
file .j zon \ Untreated soil /
No. No. 17 No. 61

消光係.数
Extinction's coeflicient 

Carbon 100 かg/L
色度比

Cdor quotient

無 処 刑 士 
Untreated soil

No.47 No. 61

ﾡ処理土 
Acid treated

soil

No. 47 No. 61

恁処阳土験也刑土

Un- Acid
treated treated 

soil soil

A 1.09 1.19 0.62 0.24 0.87 0.37 2.6 i 2.4

22 B/d-(e) A: 1.10 1.27 0.76 0.32 1.09 j 0.53 2.4 2.1

A:-B 1.32 1.44 1.20 0.55 1.97 0.99 2.2 2.0

8 Bl。 A, 1.o! 1.14 0.71 0.30 0.9! o.43 2.4 a.1

A: 1.19 1.31 1.03 | 0.47 1.55 0.77 2.2 2.0

3, i Bt。 Ai 0.95 1.0s 0.58 0.23 0.75 0.33 2.3 2.3
A: 0.96 1.05 0.64 0.27 0.91 0.42 2. 2.2

32 j B/p | A 0.94 1.03 0.64 0.27 0.88 0.41 2.4 2.1

滅f Precipitated part: Humic acid

炉iにおける山部およびと減の消光係数は無処理およびﾡ処理いずれも大さい値を示し, Bc-n 型 

土壊を除く 綱色龍林土壌群のいずれより も大きく,ほぼ前節の落合土壊の Bloco) 型土案と 同様の値を示 

す。加 斑火山灰地区の Prof. No. 23 およびNo. 28 は下納に推移するにしたがって消光係数の急滅な塔 

大を示すが, 拗出岩河地区の Prot. No. 31 では比段的わずかな増大を示すにすぎない。

薬Mにおける改川部よび沈殺ﾡの色度比はいずれも無処ﾡおよびﾡ処周ともにﾡ色高林土ﾡの各士 

城型のいずれの場合より小さく,またﾡ処則後の沈滅部の合有求は37～41% を示し. いずれも覩色森林 

土优時の湿性型土壊 と 同費度ない、しは さ らに問い値を示す。

奥おにおける廃処理後の沈激部 / フルボ酸含有率比は,Prof. No. 31 はやや小さ く 褐色森林土壊群の 

Bp〜Br 型土壌 と 同程度の値を示すが, 他はいずれ も 褐色森林土壊群 より 高い値を示す 0

同一断面におい、て下屈に推移するに伸う変化は,いずれも消光係数の地大, 色度比の少, 沈ﾡ部/フ 

ル ﾡ含有求比の地大が見られ る。

以上のように没間土ﾡのﾡﾡの形態は, 企股的には滞合土壌と同様に, 褐色魏林土壌群の腐植の形態と

Ai 1.20 1.22 0.93 1 0.42 1.03 0.46 2.2 2.2

22 BI/D-(E) A- 1.27 1.37 1.30 0.60 1.38 0.69 2.2 2.0
A,-B 1.43

• j
1.51 2.03 0.98 2.21 1.12 2.1 2.0

28 B/o Ai 1.06 1.17 1.12 0.49 1.17 0.56 2.3 2.1
As 1.23 1.32 1.72 1 0.80 1.88 | 0.94 2.2 2.0

31 Blo Ai 1.09 1.14 0.90 0.40 0.99 0.46 2.3 2.2

A: 1.06 1.11 1.04 0.17 1.12 I 0.53 2.2 2.1

32 BIo A 1.00 1.04 1.02 0.47 1.04 0.50 2.2 2.1
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は者しい相違を示す。すなわち落合土壌 (BIA型土度を除く) と同段に消光保政および色比 (とくに 

殺部の), 沈殺部の含有求およびﾡ処ﾡ後の沈殺部 / フ ルポ成含有率比に,その相違が明 りよう に示され 

るといえる。

第3節 安桑城国有林スギ林および原野土ﾡ(安楽城土壇)

第50楽 断面形個 (安楽城土康)

Table 50. Description of profile (Araki Soil)

1) 試料採取地

この土壌は 山形県最上前及位村に位置ナる 真盛川営林署管内 交楽城区営区に区ナるス ギ休および原野 

(採草地)で採取した。以下この土壌を安楽城土康と你する。採取位般および土宗地は次のごとくである

Prof. No. 37 Blo() 和土薬 (乾性の形態を示す適潤

性黑色土)••••28 (ネ) 林小班 (採草地)

Prof. No. 38 B/e 型土楽 (弱起性川色土)....78(ろ)

林小班 (スギ人工林)

こ の地域の気ﾡは付近の林系氏験場釜淵分場(及位村 

字釜淵. 海抜高 150m) の設測位によれば, 

気温........最高平均13.7°C, 最低平均 4.9 C.

年平均 9.3°C

年降水量..... 2.379 mm

年平均度....789%

である B したがって 雨量係数 256, N-S 係数 1,230で 

ある。また各月別の気温および降水量の関係は第 23 図 

の温雨図に示すよ う に真日本型の気ﾡである。

2) 母材,地形

母材はいずれも第3紀岡統色長灰岩である。各土ﾡ型 

の出現地形は第 24 図に示すように,いずれも超伏のゆ 

るやかな小丘医の近接した場所に位置し, Prof. No.37 

は尾ﾡに, Prof. No. 38 は丘陵斜面のふもと に近い朝 

所に位町する。

海抜高, 方位およびﾡ斜は第49 炎に示すごとくである。

郷 23 図 釜洞における温雨 

Fig. 23 Monthlyvariations of
temperature and rainfall 

at Kamabuchi

第 24 図 安楽城土壌の出現地形 (模式)
Fig. 24 Relief of Araki Soil 

(schematic presentation)

第49表 安楽城土壌の立地条件

Table 49. Site conditions of Araki Soil 
〔Parent material: green tuff (tertiary)〕

断面番号
Profile No.

土ﾡ型
Type of 

soil

み抜商
Height above 

sea level 
(加)

方 位
Direction

傾 斜
Inclination

37 Blpcd) 280 S 20° E 15°

38 BIE 250 sw 15°

3)断面形

Remark: Abbreviations are same as Table 2.

断面 
港:>

Pro- 
file 
No.

土平

Type 
of 

soil

Wi 位
Hori- 
zon

厚さ

Thick. 
ness

(cm)

色

Color

ﾡ診状園

Defini- 
tion 
of 

boun- 
clary

土性

Tex. 

ture

構造 堅密度

sme.
turc ness

石 ﾡ

Stones 
(size. 

quantity Root

外生 
T供 
Ecto- 
tro- 
phic 
my- 
cor- 

rhiza
A。 L-F: 2cm:

A. 15 black
C

SL Gr 2 ; small.
(0) 

small

5～」 i ヽ grass) —
37 Blp(d) A--B, 10 grayish 

black SL M 3 and 
medium. 3

a.s 20 + yellowish 
brown

c
s M 3

(o) 
medium 

and 
large. a)

+ —
A。 LーF: 2cw
A 5 black SL Cr 1～2 stoneless 3～2

38 B/e A(B) 15 brownish 
black SL M 2〜3

small.
(o) 2～1 一

B 10～20 yellowish 
brown

や
s M 3 small.

(f) + 一
C 20 + light

yellow
G

G large,
Va 一 一

各土壌型の断面形態は第 25 区およ 

びﾡ 50 炎に示すごとく である。

各土ﾡ型の形ﾡ的な特徴は. Aﾡの 

色双を除けば褐色森林土類群の Boco) 

および Be型土塚と同ﾡである。

4)ﾡ 生

各土ﾡﾡのﾡ生は第 51炎に示ナご 

とくである。

Prof. No. 37 はススキを主とする 

原町板生である。

Prof. No. 38 は前述の岩瀬土壊( 1 ) 

および仁鮒土壌に おける BE. Bd-(e) 

および BcE)-r型士機と同様に, オシ 

ダ, ミゾシダ, リョウメンシダなどの 

湿性型の植物の出現が見られ る。

Prof. No. 37
B/D(d)-soil 

Residual soil

Prof. No. 3S 
Ble-soil

Colluvial soil

第 25 図 安楽城土壊の断面図 (桜式区

Fig. 25 Profiles of Araki Soil 
(schematic presentation)

5) 化 学 ( 性 質

各土壌型の化学的性質は第 52 表に示すごとく である。

BIe 型土擦は Blpco) 型土壌に比べる と, 材における C-N 率の減少, pH の上・ 置検ﾡ度の 

少, とくに置換性 Ca含有ﾡおよび他和度の増大が見られる。これらの点は前述の得色森林土ﾡﾡにおけ



—74 - 林野土壊変正報告 第10 号

5 51 安楽城土壊の植生

Table 51. Vegetation of Araki Soil

断面番号
Profile 

No.

• ■■ ・

土壌型 M
To,of vegetation

37 Blpd, (G) スメキ5, イタドリ 2, ワラビ2, オカトラノオ2. ルバハギ 2.
メジョオン 1. クズ 2

38 Bie (D) スャ 5
(G) オシダ2, ミゾシグ2, リョウメンシグ2

(D)....Dominanttree layer. (G)....Ground flora

第 52 表 化学的性生 (安楽城土康)

Table 52. Chemical properties (Araki Soil)

(On dry basis)

同 前 (ibid.)

断証番号

Profile 
No.

土壌型 
Type 

of 
soil

位

Hori- 
zon

深 さ

Depth 

cw)

炭 素

Carbon

9%

楽 素

Nitrogen '

2s

C-N *

C-N 
ratio

pH

(H,O)
一

[2換酸性 
E:ch.

acidity 
yo)

加水座 
Hydrol. 
acidity

(y1 _

37 Blpcd) A, 

A-B, 16～26
13.7
7.9

0.82
0.54

i7
15

5.15
4.95

24

60

82

38 BIE A,

A-(B) ； 6～18

8.6 :

5.9 |

0.73

0.55

12

11

5.45

5.30

3

18

43

50

Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mtg 当)

土ﾡ型

TaPe 

soil

岡 位

Horizon

ﾡ換容量*

Cation 
exchange 
capacity

(A)

記換性 Ca*

Exch. Ca

(B)

置換性 Mg"

Exch. Mg

(c)

優換性 Mn*

Exch. Mn

換代: Ca 
他和性

Rate of
exch. Ca 

saturation

(B/A) %

置t換代:Mg 
1和度

Rate of 
exch. Mg 
saturation 

(C/A) %

5 A, 59.8 10.7 9.16 0.05 17.9 15.3

A:-B, 46.9 2.39 4.56 tr. 5.1 9.7

38
At 48.0 16.3 7.89 0.07 34.0 16.4

A- B 39.7 8.46 7.90 0.04 21.3 19.9

る 土壌型の推移に伴 う 化学的性質の 変化 と 同話の傾向 を示し てい る と 思われる。ま た置快性塩基について 

は Mn 含有量は Caおょび Mg に比べる と者しく小さく, こ の点は前述の料ﾡ土ﾡ(I) および仁的土 

壊と同様の領向を示している。 また安楽城土壌では両土坂い、ずれも記換性Ca に比べると Mgが比散 

的大きい値一とくに Blpc)型土療において一を示すが. この点は田材料の影断によるものか. たはそ 

の他の原因によるものかは明らかではない。

6) ﾡﾡの形ﾡ

台土笈型の腐植の近似的組成は第 53 炎に, 光学的性質は第 54 楽に示すごとくである。

両土壌ﾡいずれもﾡ層における酸可流前合有挙は小さく, また間ﾡの •部は然質物 と 弦固に結合 して

庭林土壊の化学俏性賞お よ び空/の形態に関する 研 (河団) 

第 53 ペ 腹植の近似的統成* (安楽城土城)

Table 53. Approximate composition of humus (Araki Soil)

土壊令次素;こ対する %, Per cent on total carbon basis.

断面サ 土科
wi 位

結処理
Untreated soil Acid

処
treated

理 
soil

沈滅部

Profile 

No.

Type 
oi 

soil
Hori- 
zon

Humus 
soluble 
in acid

沈 戡 部 
Precipita- 
ted part

(A)

マザ
Fulvic 
acid

沈 殺 部 
Precipita- 
ted part

(B)

マルﾡ 
Fulvic
acid

(C)

曬电

フルポR 

(B/C)

含

(B/A)

37 Blocd) A,
o

6.9
9% 

33.9
9% 

17.9
9%

37.1
9% 

10.4 3.56 1.09
A..B, 1!.7 34.5 23.0 38.3 13.5 2.83 1.11

38 ' B/e Ai 10.2 30.4 22.8 38.8 14.0 2.77 1.27

As.(B) 10.6 31.0 25.8 37.8 15.0 2.52 1.21

第 51 楽 腐植の消光係数および色穫比(安楽城土壊)

Table 51. Extinction's coefficient and color quotient of humus (Araki Soil)

いることを示しているが, 多く の部分は逃離または鉱質物 と ゆるく 結合 してい る もの と 思われる。

各土ﾡﾡの炎における浸山ﾡおよ び沈殻部は無処理および酸処理いずれの場合 も,神色森林土ﾡ群の 

いずれの場合よ り も泌光係数は大き く. また色度比は小さ く明りょう な相違を示している。安楽拡士壌の 

順前の光学的性は第1簡で述べた落合土ﾡの Blno. BIに-P)および Ble. 型土壌と同械の性質を示すも 

のと認められる。しかしながら,誠処理後の北滅ﾡ舎有は 37 〜 39% を示し落合土壌の上記の土壌型に 

比べると多少の低下を示している。 またﾡﾡ頭後の沈酸部/フルボの含有準比は B/型土採ではやゃ 

小さい値を示している。

同 -M断面面こおける下炉に推移するに件う 変化は,いずれ も消光係数の増大と 色変比の低下が見られる。

断面 土ﾡ 

番サ

Pro.Type 

file of 
、, SOil No.

W 位

Hori-
zon

原土度当の消光係故比 
(散処刑イノ無処理士)； 
Rati。 of extinction's

coefficicent per 
original soil

( Acid treated soil)
\ Untreated soil ノ

消.光係.数
Extinction's coeflicient

Carbon 100mg/L

色 度 比 
Color quotient

品い品 ま 派処理土 
Acid treated 

soil

無処理土龄処理士

Un- Acid
treated treated 

soil soilNo.47 No. 61 No.47 No. 61 No.17 No. 61

浸 出 册 NaOII extract

37 B/D(d) A 

A:B,

1.13

1.05

1.17

1.11

0.99

0.93

0.42 i 

0.40

1.12

1.09

0.49

0.50

2.4

2.3

2.3

2.2

38 B/e A,

A(B)

1.34
1.25

1.47
1.31

0.76
0.87

0.31
0.33

1.031.17 0.46
0.54

2.5

2.3

2.2
2.2

沈ﾡ部 Precipitated part: Humic acid

37 BIp(d)
A:-Bi

1.15

1.09

1.17
1.I1

1.41

1.5

0.61
0.66

1.62
1.43

0.72 2.3 2.3

0.66 2.2 2.2

38 BIE Ai

As-(B)

1.33

1.24

1.44

1.30

1.25

1.60

0.53

0.70

1.31

1.62

0.60

0.76

2.4
: 33

1 2.2

1 2.!
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以上のように安楽城土壌の朝松の形•旗は,全段的には前述の各林地の無色土壌群と同様に•その)閔故の 

形態は褐色送林土景群 と明りょう な相述を示す といえよう。こ の点は己出命お よびとく.-と酸価の光係 

数と色度比に示される といえるであろ う。

第4節 岩瀬国有林原野土ﾡ〔岩瀬土 (II)(黒色土ﾡ群)〕

1) 試料採取地

岩瀬土案(」1) (熱色土城群)は前述の岩ﾡ土壌(I)(術色森林土群) および PD 型士類と 同じ地域 

に位躍する。供試した土壌は岩瀬国省林 106 (は) 林小班の原野 (採売地) で採取した 以下 この土壌を 

岩流土壌 (Ir) と称する。

第 55 共 断商i 形 底 (岩ﾡ土ﾡ II)

Table 55. Description of profile〔Iwase Soil (II)

断面i 土 
形T。 亜

W 位 ﾡ さ
色

推的状 
Defini- 土性 術池

外生蔗根 
Ectotro*

Pro. Type 
file i of
No. soil

Hori- 
zon

Thick- 
ncss 
(cm!)

Color
lion of 
boun- 
dary

Tex. Struc. 
ture lure

Com- (size.
pact- quan- 
ness tity)

Root
phic 

mycor- 
rhyza

A。 L-F: 十～l C;

40 BIE Ai

AB 20+

black
blackish 
yellow-

brown

G
L M

L M

3 stoneless
medium 

and
large.(o)

4 
(grass

土壌型は次のごとくである。

Prof. No.40 BIe 型土壌 (羽型性川色土)

2) 母材,地形

この地故には前述の石英ﾡ面岩を母材とする土壌〔岩ﾡ土壌 (1)およ 

び Pp ﾡ土※〕と と もに,第3記町ﾡ色奨灰岩を母材とするハ色土ﾡ群が

介在する。Prof. No.40 は後に因する。

地形は旧川床に近い緩斜地で,海抜高5240w., 方位 SW. 傾術12 であ

Remark: Abbreviations are same as Table 2.

ronn*O**家・

第 26 図 岩派土(II)
の出現地形(模式(M)

Fig. 26 Relief of Iwase
Soil (II schematic 

presentation

断面带号 
Profile 

No.

型 
of 

soil

40 B/e

第56 岩洲土壌(II)のﾡ生

Table 56. Vegetation of Iwasc Soil (II)

Vegetation

(G) シバ5, ススキ2, スズメノヒエ2 キジムシビ 2, ノドメ :

る (第 26 函参照)。

3)断面形ﾡ

断面形態は第 27 図および第 55 表に示す ごと く である。

黒色のAﾡはすこsる厚く 60cw:に達し,ハ色とびた賞ﾡ色の 

A-B 新に他交的に推移する。愛ﾡの清ﾡは Granular structure 

が見られるが, この点は地表が うつ阴されていないために,地式面 

からの秘燥の影響を受けているためではないかと思われる 以下は 

Massive,ﾡ密である。出現地形および移ﾡ的な特破は, この断面 

が弱湿性ないし湿性型の土案に属する こ と を推定せしめるが,納色 

森林土壌における Br 型土壌に見られる 斑鉄お よ び還元色は認めが 

たい。この断面は一応BIe羽土終として扱ったが,前述の地英面 

からの乾ﾡによつて生じたと思っれる※ﾡの Granular structure 

を除けば Massive である点は. 的述の各師の黒色土壌群 と は形態 

的に著しい相進が見られる。

4)ﾡ 生

ﾡ生は第 56 表に示す ごと くに,スス +を混えるがシ バを主と ナ 

る シ バ型の原野植生である。

5) 化学的性質 ・

この土壌の化学的性質は第 57 炎に示すごとく である。

この土壇は出現地形および断面形態からは弱湿性型の土ﾡと 考え 

られるが, 砂換酸度は比較的大き く,とく に置換性 Caおょぴ Mg

Prof. No. 40 
B/E-soii

Residua! soil 
第27図 岩派土ﾡ(II)の断面図 

(模式区)

Fig. 27 Profile of Iwase 
Soil (Ir) (schematic 

presentation)

(G .Ground flora

所 画 
ﾡ ラ 
Profile

No.

10

ダ57 化的性代〔岩ﾡ土壌 (II)〕

Table 57. Chemical properties〔Iwase Soil (I)〕

(On dry basis)

土旅利 Type 
of

soil

位 1
Hori- 
zon

深さ 

Depth 
(cm)

炭 素

Carhon 

%

笠 素 

Nitrogen 
.弟

C-N ギ

C-N 
ratio

pH
(Hi:0)

Exch. 
acidity 

(y・

加水ﾡ座 
Hydrol. 
acidity 

(y)
BIe A 5～25 1.6 0.99 15 5.40 8 49

liJ 前 (ibid.)

置 換 容 *
Cation exchange 

capacity

(A)________

・投性Ca* 
Exch. Ca 

(B2

置換性 Mg*
Exch. Mg 

(C)

置換性 Mn*

Exch. MIn

m検性Ca 飽和 
Rate of exch.
Ca saturation

(B/A) 2%

証換性 Mg 倍和収 
Rate of exCh. 
Mg saturation

(CA) 2%

40.5 0.98 1.02 tr. 2.4 2.5

* Milliequivalent per 100g. (100g 当りの mg 当)

合有量および飽和が者しく小さいことが注日 される。これらの点は前述の設川土ﾡの Prof・ No. 32 (火 

山弾流地区) と同様の傾向が見られるが,世換性Caﾡ和度はさらこ小さい価を示している。この地域 

の同じ母材に由来する無色土泉群が同様の性質を示すことは,著者および聴見”、および茨木らの結果

からも明らかである。

6) ﾡﾡの形態

この土壌の価施の近似紐成は第 58 ※に, 光学的性は第 59 表に示すごとく である。
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第 58 英 誘Hの近似的紐成〔岩派土楽 (II)

Table 58. Approximate composition of humus 〔Iwase Soil II 〕

通;;
Profile

No.

土壊型
M 位

酸可海
無処理

Untreated soil
ﾡ処頭
Acid treated Soil 形部5

Type 
of 
soil

Hori- 
zon

Humus 
soluble 
in acid

沈 殺 部: 
Precipita- 
ted part

(A)

フル ポ酸
Fulvic
acid

沈 殺
Precipita- 
ted part

(B)

フルボﾡ 
Fulvic 
acid

(c)

沈式/ 合

ブルボG

(B/C (B/A)

40 BIe A 15.2% 40.6% 25.0% 40.5% 9.19% 4.45 0.99

土壌全次素. こ对する %, Per cent on total carbon basis.

第 59 楽 腐植の泊光係数および色度比〔耕踊士除 (I)〕

Table 59. Extinction's coefficient and color quotient ofhumus〔IwaseSoil II)〕

断面 土ﾡ型 

番
ﾡ位

原土城当の消光係疚比 
<散処理土/無処理土レ 
Ratio of extinction's

coeficient per 
original soil

( Acid treated soil Y
\ Untreated soil ノ

No. 47 No. 61

消 光 係 数 .. s レ
Extinction^ coemcient ヘ ....carbon1o5wigii. Colorquotient

pro. TxPe 

fe of

No. soil

Hori- 

zon

無処理土
Untreated soil

No.47 No. 61

馬ﾡ、送点垣用土「ﾡ躍土

soil Un- Acid
treated treated

No.47 No. 61 soil soil

浸 出 部 NaoI extract

40 B/e A 1.01 1.09 1.05 0.47 1.41 0.67 2.2 2.1

殺部 Precipitated part: Humic acid

40 BIE A 1.00 1.09 1.57 0.72 1.59 0.79 2.2 2.0

酸可溶務械含有率は 15%と示し・ 生たﾡ物と強叫に納合したﾡﾡは明らかではない、 山流および 

沈綴部の消光係数および色度比に示される既依の光学的性質,および沈送部の含有率および沈破話 / フル 

ボﾡに示される近似的細成は, この土ﾡのﾡﾡの形態は第1節に述べた落合土ﾡの Blo. Ble-(P) および 

Ble-1 型土壌および第 3 節安楽城土壌とぼ同係の性Kを示すものと認められる。

第5節 考 察

以上の各林地における黒色土ﾡ群の各土ﾡ利の区分は, 色調を麻く他の断面形態の特誠から, 締色森林 

土坂群の場合 と 同様に, その水分環境の相違に応じ て形態的に区分 したものである。またこのようにして 

区分された*色土壌群の各土塊型の出現地形は•対応する褐色森林土壌群の各土壊型と同様である,

1) 化学的性質の特徴

興色土収群の各土壌型の化学的性質は, 補色森林土ﾡ群の場合 と 興な り 斜面地形の影響 塩川の流亡 と 

集積一が明らかでない場合が少なくない。この点は前述の落分土壊の究性冽 土壌〔BIA および Bic.1型 

土ﾡ〕および これと同様の地形に出現する B/pcd) 型土壌において置換性 Ca および Mg が多いこと, 

浅間土壌の 火山弾泥流地区および岩瀬土壊(")の適消性ないし弱性型の土ﾡにおいて記換性Ca およ 

び Mg に乏しいことに示される (第6孤第 31区参照。

県色土ﾡﾡのこれらの特徴は, 各地域内における地形的因子にく相ﾡとい、う よ り も, むしろ各 増城的 

な利過の方が強く 示されているよ うに思れる。

各地械の収色土ﾡ請は化的性の面からは,"電挨性C およびNsこaiむType" と "在換性 Ca 

および Mg に乏しい Type" に区分し うるよう に思われる。 この場合の "arむ" おょび "乏しい" は相 

対的な比械と して用いた もので. "afむy" と はその地校の* 色土城群の適郡!性たい しﾡ性ﾡの土壌型にお 

いて. 色森林土ﾡ群の同様の土ﾡ型と同門度の置的性 Ca およ び Ns の上和度を示すこと を書求し・ 

"ごしい" とは黒色土壊群の同機の土壌刑において,著しく 低い凝過性 Ca および Mg の适和変を示すこ 

とを能铢する。

上述の各林地については,

() "ﾡ岡性 Ca および Mg にむ Type" には 落合. 火山 •用泥流地区を除く 浅間および安楽城の各 

土壊がMし.

(2)"盤2/性 Ca お上び Mg こ乏しい、Type" には設川土ﾡの火山読地区および岩ﾡ土塚(Ir) が/ 

する。

株林下のハ色土ﾡ群につい、ての他の研究者の当花ﾡ果において も同様の r実が話めらiれるので. このょ 

う な出色七度郡の区分は ・ﾡ性を有すると見てしだえない、であろうと思われる。 ナなわも. 津軽斗 北& 南 

部の川色土蜂時"は前者に. 霊知県段戸「#". 茨域県大千間有林"および未代川投地ﾡの各闘有 

林,"の黒色土康群は後者に属すると号えられる。

また後林-上壊以外の黒色十壊についても, 甘野ら“…”'は日木火山灰土* の砂煥性 Ca 他和変;二 母材 

の 相違によ って Hが見られる こ と を指摘している。

2) 償ﾡの形態の特微

前述の各林胆における*色土度胖の再就の形通: エ 楽こついて見ると次の3つの Group に大別され 

る。すなわち,

Group 1....... 落合土城の Blo. B/p-(p) および B/c-i 型土壌. 安楽城 十康,岩海土壌 JI)

Group 2.......滞合土ﾡの Bloca 型土境。浅間土城

Group 3.......落合土第のB/a型土壊

である。

これらの3つの Group 中, BI 型土壊に見られる Group 3 'は. 褐色育林土壊時の BA 型士城と同 

誠に 土ﾡ中に混在する 苗糸が そのﾡﾡの形態に しい 影怨をあたえた ものと 考えられる。 したがって 

Group 3 は,Group 1または Group 2 の秘絶に特殊な条件が加わった場合と考えられるので,黒色土 

埃胖の秘位の形態はお木的には Group 1および Group 2 と考えて差し史えないであろう,

Group 1 および Group 2 の腐航の形態はすでに各節において述べたように,褐色森林土壌群の各土 

嬢型の噴依の形態と 比べる と ・ 金設的には浸山部およびと くに沈徽師の消光係数および 色度比および酸処 

ﾡ後の沈減部/ フルボ酸の含有率比に明 り よ う な差が見られ,またﾡ処頭後の北越部の合有率にもその特 

磁がう かがわれる。しかしﾡ可市ﾡ前含有事およびﾡ物との満合については開 りょ う な相違が認められ 

ない。

次に黒色土ﾡ群の Group 1 および 2 の料楸の形您についての特徴を述べる。

Group 1.... これに/する各無色土壌の表因における浸出部および沈減部一後者の方が顕著に示される

キ 火山灰に由来する魚色土壌
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一の無処理およ び酸処理後の消光係数は. それぞれ術色森林土の各土ﾡ型のいずれの場より明らか 

に大きく. 著しくﾡﾡ化のすナすんでいることを示している。また没出 孤およびとくに沈爲都の色度比に 耐 

色読林土壌群のいずれの甥合より もそれぞれ小さい値を示す また最処理後の北成簡の合行ギは. M色☆ 

林土壌群の各土壌型中しつとも大きい値を示す湿性土域と同等ないしはさらに髙い値を示す また限短班 

後の沈殺部/ フル限の含有半比は明らかにﾡ色森林土ﾡ群の各土※型よ り大さいといえる (第6水232 

～35 図参照).

Group 2....これに昭する各川色土楽の英Wにおける改山命およびと くに沈ﾡ部の無処理およびﾡ処ﾡ 

後の消光係致に,ﾡ色資林士壌群のﾡﾡ化のすすんでいる適江性ないし退性土壌と上記の Group 1 との 

中間ないしにむしろ前者に近い値を示している。しかし補色森林土壌群中もつともﾡ化のすすんでいる 

Be•H型土壊より は多少低い。色度比は漫山部およびと滅ﾡともにGroup1 と同様の値を示し. 補色 

林土壊郡の各土埃型よ り明らかに滅少を示す。ま た同処理後の北殺認の合存半は補色森林土壌郡中もっと 

も高い値を示ナ退性土壌と同様の値を示す。・処理後の北殺部/ フルがﾡの含有率比は Group 1 と 

同様に高い値と示す場合が多い。以上のよ うに, Group 2 のﾡﾡの形態は Group 1 と適潤性ないし 湿 

性褐色森林土の中間的な性質を示している ように思われる (第6卒締 32 〜 35 図参照。

以上のよ うに黒色土坂群はﾡﾡの形態の面からは上記の2っ(なないし3つ)の Group に分けられるが, 

これらの区分は 断面形態の特破 および出現地形に しとづいて区分された 上記の土蜂型とは 関性を示 さ 

ず,また前述の置換性 ca および Mg 合有量および飽和による区分との関地性し認めがたい。

3) 黒色土擦群の特破

わが国のハ色土壌の生因につい、ては川H,市野"の考ダが:あるがまだ確説を見ない。森林下の黒色土 

壊群の化学的性質あ よび筋植の形態は,都色卒林土ﾡ群の各土ﾡ型"にﾡめられる斜面地形の影響は明ら 

かではない。さらにそのﾡﾡの形ﾡが一とくに Group 1においてﾡ者であるが一神色森林土ﾡ群の各土 

ﾡ型とは明りような相述を示し, 著しく 极拉化のすすんでいる こと は,如色土壌群の腐的の形慫が福し森 

林土ﾡ群 と は質的に興な ること を示ナ ものといえよう。さら に前述の各林地の魚色土案の所画形態におい 

て述べた ように,育林下の黒色土壌の表利 (A, または A ﾡ上部) は下ﾡ (A: または A Mi下部) に比 

べる と黒色が淡く,退色の傾向が認められる ことは, 森林下に新たに生成されたﾡ前の影器によ ってもた 

らされたものとﾡ像される。

以上の黒色土壌群の化学的性資 と Wﾡの形態に示される諸点は,黒色土城ﾡが森林下に斜面地形の影響 

を受けて生成されたものとは考えがたいことを示すょう に思われるが, この点については今後の検討にま 

たなければならない。

なお Group 1 は Typical な黑色土成群の屬他の形.皈を示し,Group 2 は Group 1 が森林下に生 

成されたﾡ前の影断によつて補色森林士的なﾡﾡに変化しっつあるものか, または Type 1 の腐仙が特争 

殊な 条件の影警に よ って生成された ものと 仮定すれば, その 作用が十分に行われず途中の段階で とどまつ 

た場合の いずれかと推定される。

第6章 考察―各土壌群および各土壊型の特徴と区分

森林土壌においては斜面地形,徴地形の影響による風 塞冷な気候,樹種の相違によ る落奥の組成の相 

違などの環境諸因子の影響下に,1年をﾡ期とする土壌徴生物による化学的諸変化と, 斜面に沿った水の

移動に この円者の相作用が, 斜山地形における株杯士"性

をと記するもつと も大よな因子であるといえる。このこ とは前述の/色曲林士衆群およびポドゾルにつ 

いては問らか.に認めらiれる。色土ﾡ時について... その化学的性資および艇材の形您はこれらの環境因 

千の影部が必ずし も 認められず, ま たそのﾡﾡの形ﾡが神色菜林土壌ﾡ と は興なつた性質を示す こ と は. 

姉 5 な 5 mで述べたよ う に黒色土壊群は感林下において生成された土域で;士 ないことを推定せしめる こ 

と が可能であろ う。

この研究は 未 借土城の;;：成; こ影？？ をお よ ぼ し. そ•の花性なを 支配する環境/因子の影野を,各土壌群お 

よ び各土城型の化学的性質および崎植の形態から総括的に検討を行った も のである。その結果従来形態的 

こ分*はれて さた補色森林土城群およ びポド ゾル の各土塊型の化学的性質およ びﾡﾡの形態の特破を明らろ 

かにする こ と こょつて, その生成論的な分頭体係を確立する礎をあたえると と もに. 存土壊型における 

把沃度および林木の成長との関係に対して明り よ うな供炎をあたえ得たものといえよう。しかしながら黒 

色土壊静については,これらの問題はﾡなつた見地に立つてぢ数されなければならないと思われる。

第1節 環境因子の化学的性質および腐植の形態におよぼす影響

すでに第3流第5簡 (褐色森林土城群), 第4平第3簡 (ボドゾル) および第 5 章第 5 節(黑色土壊群> 

において述べたよ うに. 各土ﾡ型における化学的性:およびﾡﾡの形園におよぼナR境諸因子の地響は, 

そのﾡ置土ﾡの表炉 (ホ ド ゾル A. または A 財) にもつと も明 りxう に示されるといえる。 第 28～

B8r

" $ 20 25 8 JS
第 28 図 各土塩型の英ﾡにおける C-N * 

の比修 (数学は Profile No. を示す)

Fig. 28 Comparison of C-N ratios in 
surface horizons of different 

types of soil (Figure 
shows profile No.)

•か or 9J2__
J.5 $.。 ・s 5e ss c.o

第 29 W 竹士壊型の表Mにおける pH の 

比核 (数字は Profile No. を示す)

Fig. 29 Comparison of pH values in 
surface horizons of different 

types of soil (Figure 
shows profile No.)
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第 30 図 各土壌型別の表府土におけ る 盤 
換酸度および加水議度の比投 

(数字は Profile No. と示す, 
• ••置換酸変,○・・カ水酸度)

Fig. 30 Comparison of exch. and 
hydrol. acidities in surface 

horizons of different
types of soil 

(Figure shows Profile No. 
①....Exch: acidity.
〇.... Hydrol. acidity)
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第 32 図 令土壊型の表的土におけ る 

の沈殺部含有準の比較 (数字は Profile 
No. と示す, ©.・無処理土, ○.・酸処 
理土)

Fig. 32 Comparison of contents of 
precipitated part (humic acid) of 
NaOH extract in surface horizons 
of different types of soil (Figure 
shows Profile No. •.…Untreated 
soil. O....Acid treated soil)

ボ 林土壌の化学的性質お よ び實税の形態に関する らFE (H)

第 31 図 各土別別リの楽パ:における" 

換性 Ca および Mg ﾡ和度の 

比ﾡ (数字は Profile No.
と示す)

Fig. 31 Comparison of rates of satu 
ration exch. Ca and Mg in surface 
horizons of different types of soil 

Figur shows Profile No.

し--<< 〜 35 ご ーミ

第 33 図 各土壌型の楽ﾡ士における隣H 
の沈市部 / フルボ酸含有率比の比較

(酸処ﾡ土, 数字は Prof. No. 
をと示す)

Fig. 33 Comparison of ratios of 
Precipitated part (humic acid)/ 
fulvic acid in surface horizons 
Of different types of soil (Acid 
treated soil. Figure shows 
Profile No.)

第 34 各土ﾡ型の交パ:における問Hの光係数の談 (政字よ Profile No. を示す〕

Fig. 31 Comparison of extinction's coefficients of NaOH extractand precipitated 
part (humic acid) in surface horizons of different types of soil

( Figure shows Profile No. Carbon 100 mig/L, 610 .
O....Untreated soil ○....Acidtreated soil)

第35図はこれらの結果を総括的に示したもの 

である ・ 福色保林土壊 時;こ おけ る 中I型は形

的な胖骸を よ り強く 示して いる土壌那! に含め. 

また黑色土壊は腐植の形態によってGroup1 

および Group 2 に区分して示した。

化学的性質にお よ ぼナ環境因子の影部は. 第 

3第5 面で述べた よう に 神色卒林土ﾡWの 

Bc型土媒を除く他の土旅型では, 斜面i地形に 

もとづく 塩諾の流亡 と 集お よ び水分環境の相

迩;こよ って もたらされる 土旅徴生4の分解活動 

の相迎が主な も のであり ・ Be 型士ﾡでは徴地 

形の影響によ る 風の (作川に もとづく 燥が。ま 

た耗性および適潤性ボド ゾルでは第4第3 簡 

で述べたよ うに, 寒冷な気候的因子が主な もの 

で. 斜面地形の影は第 2 次的なc ものと 考え ら

れる。これらの最境2因子によつてもたらされる各土型川の相過は, と く こit検性: Ca および Mg 飽 

和度に明りように示され, その他盤換性CaおよびMg含有量。C-N求. 証喚動度, 血悔微度の加水厳 

度に対する比に も明 り よう に示される といえる。しかしながら,黒色土壊群の場合は第 5 第 5 町で述べ 

たよ う に,これらの環境因子の影冲と 化学的性質 との関連性に必ずしも明り よう に認めがたい、。

褐色森 林土壊 帝お よ び,乾性およ び適潤性ボ ド ゾルのパﾡの形態におよば寸環境因子の影哲.およ び県色 

土ﾡﾡのﾡ前の形態の特興性は, 上述の化学的性質と同じ章節において述べた,これらの点は沈議帯* の

* とにおいても同採の傾が見られるが, ﾡ部の方がさらに明り上うである。

-83-

第; 35 図 各土邪の式げにおけ る 色度の比校 
(数字は Profile No. を示す)

Fig. 35 Comparison of color quotients of 
NaOH extract and precipitated part 

(humic acid.) of different types of soil 
( Figure shows Profile No. ©....Untreated

soil ○....Acidtrcated soil
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消光係政に示されるﾡﾡ化程の進行の相違に総括的に明らかに示される. ﾡH化過ﾡの進行は,色: 

ﾡ群 (Group1) > Bc.r 型土壌,黒色土壌 時 (Group 2) > 進砲性ないし 剛生?8色なり:!： > Bc- 型土ﾡ 

>乾性褐色磯林土, 適潤性ポドゾル>紀性ポドゾルの/に低下を示す。その他色慢比,敵处環後の沈微邠 

の含有事お よ び北殺部 / フル ボﾡの含存求比.ﾡ可商市ﾡﾡの合事ギ* s び花質物 と の締合状園な どに t 各 

土壌型の相違は明 りよう に示される。

第2節 腐植の形態の相違にもとづく 各土壌群相互の区分

森林土壌における各土群相互の区分は。化学的性質よ り もむしろ阿前の形脂の違にょつて明 り ょう 

に示すことができる。

A 補色森林士壌歌およびボドゾル土壌番 (Pd および Pu 型土塩) の区分

こ の両土壊群の各土景型の悟植の形態 は, 斜面堆形およびボド ゾル土壌群では さらに欠冷な気候的因子 

の影著が加わって もたらされる土壌微生物の力復物の分解活動の相違によ って支配されるため;こ,ある和 

度相互に変端を示すことは当然といえよう。

この再土ﾡ群は第4ﾡ第3節に示した B, (または B) Mにおける漫出部の順土坂当りの清光係数のﾡ 

処理によ る 変化および貪植 と 鉱質物 との結介状態,および他質 土百の表付における色度比: こよ って明 りょ 

うに区分される。

すなわち,ﾡ性および適ﾡ性ポドゾルでは, B, ﾡiの漫出fの原土壌当りの消光係数 (No. 61) は臓処 

ﾡによって 明りよう に減少を示すが,褐色浅林土壊群では 変化を示さないか または明 りょうに地大を示 

す。また B, または B ﾡにおける鉱質物と強固に納合したﾡﾡは, 前者では認められないが後では明 

らかに認められる。さらに鉱質土版の表別における色度比が,ポドヅル土壌群では褐色施林土壌林よ り明 

りように減少を示している。

これらの相途は阿土※群を相死に区分する場合有力な手段となると思われる。

B ) 興色土壌群 と 褐色浅 林土壊群 の区分

無色土城等の Group 1は英別における浸山部および北総節の光係数がいずれの場合も縄色森林土ﾡ 

群に比べて, 明りように地大を示していることによつて区分される。また前者は後者に比べる と表阳にお 

いて色度比がそれぞれ小さく,・処理後の沈殺命/ フルポﾡの合有*比が大きいことも区分するための有 

力な手段となる。

黒色土壌群の Group 2 の表版における消光係数は Be.. 邢土壊を除く 得色森林土壌群の各土塊型よ り 

明りうに活消光係数は大きく, また色度止はGroup1と同城に滅少を示し, これらの点で両者の間に明 

りょう な相違が見られる。また Group 2 は Bc-r型士壌と同種度の消光係激を示し相遮が見られない 

が,この肉者は酸処理後の沈酸部含有率が前者は著しく大きい点で明りような相違を示し,また前者の色 

度比が滅少を示している点も両者を区分する有力な手段となりう る。

第3節 用色森林土壊群の各土壌型の特徴と区分

褐色森林土壌群の 各土缤教は, その生成に影番をおよす環境因子の相遮によつて, 次の2つの 

Groupに分けられる。

Group 1....Be 型土ﾡ以外の各土壌型

土:張4にりナる因子と しては, 斜面地形の影券がも つと も主要な ものと ぢえられるs

Group 2....Bcﾡ土ﾡ

火攻:'に.I:つて指摘された微池形か変化によってもたらされる用短上を次きわたる風の影券が主因声を 

ななし, ati形の影部は二次的なな因子をなすと 夕えられる。

次に各 Group について述べる>

1) Group 1

Group 1 に就する各土壊型:*, その川現地形によつて次の3つにﾡ式的に区分される (第3な第5簡 

第12 M参照。 すななわも,

i) 尾供型士ﾡ......BA および Bs 型土壌

ii) 斜面中孜訓士展.....BD(d)および B。 型土壌

iii) 沢型土壌.....Be および Bf 型土ﾡ

次に これら の 快式的に区分 された各型につい、て述べ る。

i Jﾡ型土壌 (Ba および Bn 型ﾡ)

この別の土壊においては,降水によつて地央に利述した水は下科には十分に浸透せず, 大部分は山護新 

而に沿って 下方に流亡する もの と 方えられる。この点はすでにが 3 は第 5 節において述べた。

この土埃における羅海性 Ca および Ng 合存量および使和ﾡの著しい低下は斜面地形の影誓こよる塩 

の流亡と示し, またC-Nボの大きいこと,お上びpH,置恨ﾡ度および加水取度に示される強度のﾡ 

性は, 能性の水分環更に もとづく 土壊徴生物の分解作用の低 ドによつてもたらされるものとろえられる。 

これらの内因千によって もたらされる土壊条件は 相互に関連して, 誠性の強い, 瀆換性塩基;こ乏しい, 

C-N *の高いそル型の土壌を生ナる方向に推進する。 さらに土燃談生物の有ﾡ物の分解活動の低下は 

Wi化の進行を叫当し,ﾡM化過ﾡの価い段附にある ことを示している。

この土壊;こおける規燃性塩基の減少と未熟な段附:こある腐植は,土壌のな擬無像勝質の凝集を阻害せし 

め, 多孔の団徴池の形が十分に行われないために. 土壌のﾡ学性を不央ならしめる°".。 さらこ 

このょう な土城条件は落葉の分解の不良に よ る 林木に対する養分の茨少と も関して. この土壊が林木の 

生育の場地と しては好なものとはいいがたいことを示している。

尾供型土壊に屈する Ba および Bh 型土塊は,第3卒第3節で述べたように, Ba 型土壌が苗糸の混入 

によって Ba 型土紫よりさらに隣ﾡ化選種の低い簡ﾡの形書を示す点に顕※なﾡ違が見られる。

ii) 中腹型士壌 (Bpce) および Bd 型土境)

この型の土壌においては, 水の下ﾡへの浸途は尾ﾡ型土兼に比べると対大を示すが, このこと A畑 

が厚く発し, また一般に A 用の分化が見られる ことに示される。 紹の置換性 Ca および Mg 合有 

基およ び飽和度の明り よ う な増大は,鈴iに沿つて流動する水の影響による塩ﾡの集聞が認められる こ と 

と示している。さらに地形的に Bp(e)ﾡ士ﾡより斜面下部に川川現する Bd 型土ﾡが, 各対応するﾡ位の 

証換性 Ca および Mg 含有量よびﾡ和度の地大を示すことは. 水の流動; こよ る思川の移動を明らかに 

示しているといえる。しかし BD(d) および Bp 型土壌は. いずれも置換性 ca および Mg 合有量およ 

び飽和度が下府において 比彼的急激な減少を示す こと は, 下屈への水の浸近が iit の沢型土壌; こ比べる 

と少ないことを示すものといえる。また同時に この点は Bp(a)および Bp 型土策における上下ﾡ川の水 

の動きがほ同誠の状態にあ ること を示ナ もの といえよう。
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中腹型土壌の表肘において C-N *が尾供型土壌よ り小さいことは, 水分環境の好恨に佯って 土城徹生 

物の有ﾡ物の分解活動のﾡ大を示す ものといえる。

この型の土壌における土塩徴生物の分解活動の増大と雌換性ﾡﾡの州大はWM化の池行を助長し, ﾡ 

型土壌に比べる と著し くﾡﾡ化のすすんだ段階にあるこ と を示している。このょう な流条件;* 土壊の布桃 

然機膠の要集を促進し, 多孔賞 の安定した因蝕構造の形成を個 生 する方向に作用せ しめ. 土城の 長好な務！ 

学的性ﾡをもたらナ""ものと考えられる。 さらに このような十埃条件は落葉の良好な分解と も関し 

て,ムル型の土壌の形成と林木に対する姿分の供格量のﾡ加をもたらし, 林木の生済の場と してはR好な 

状態に推移するものと考えられる。 Bp および Bb(d)型土壊を比較すると, その水分状ぼおよび化学的 

性質から見て蘭者は後者よ り さらにすぐれた条件を有すると いえる また Bp()型土城においては. Bp 

型土家に比べて乾性の水分認竟にある 点は,一節の林木に対しては成長の阻性因と して作川する ことが 

分えられる。

Boco) およびBn 型土壌は第 3 章第 1 iで述べたよ うに Structure の面で形態的に明り よ う なな札述を 

示すが, さらに C-N 率,置換性 Caおょび Mg 合有iおよび他和. pH. 碎換酸麼および加水酸度 

の面でも比散的明りような相造が見られる。しかし使視の形態においては, と戦部の消光係が Bp(o)型 

土壌は Bd 型士壌よ り 多少の増大を示す以外と く に明 りよう な木田 空は見られない。

iii 示土索 (BE および Br 型土塊)

この土壌における 水の 下用への浸透は中眼型土壊 よ りさらに地大ナる。このこ とは身植が潮変的に下府 

まで浸透している ことにも示されるが, さらに世換性 Ca お上びMg 含有量およびﾡ和の下解二おけ 

る減少の咬合が,中強型土壊よ り さらにゆるやかになることに明りように示される。

こ の型の土壌に尻する Be および Bf 型土塊は次の点で明 り よ う な相違を示している。 Be ﾡ城は 

斜面中膜型の Bd 型土壌に比べる と,表用 においては置換性 Ca および Mg 含有希および陸和度はさ ら 

に増大を示し,顕若な塩法の集就が認められる。C-N料は 型士廳と 同様の値を示し, 土壌徴生物の 

右欧物の分解活動は Bp〜BE 型土ﾡにおいてもっとも好となることと示している。 また Be型:壌の 

ﾡﾡの形四は, Bp 型土壌と同ﾡにWﾡ化の進んだ段階にある こ と を示している。このょ? な土壌条は 

中腹型土壊 と 同様に多孔質 の安定 し た同粒構造 の形成を も たらし. m的性質を貴好な らしめていると思 

われる“、”,さらにこのような清条件は艮好な落葉の分離とも 関連してムル型の土壊を形成し,林木の生 

育の場としてはもつと も 思 好な状態にある といえよ う。

Br 型土壌は示筋の平担ないし級斜地形つ斜画の施か・ら迫さかつた位証に川川現するために, 斜面土埃と 

しての性格はややうすれる。Br 型土壌においては水の流動が Be 型土壌より鈍くなるために. ゆ諾水的 

な性格をおびるよ うになると 考えられる。この点は断面形態に見られる躬度の還元色からも推定される。 

Br 型土壌の表的において置換性 Ca および Mg 含有量は Be 型七娘と同様の値を示し,顕客な塩施の 

集積が認められる。 主た C-N ポはBe 型土塊とほぼ同様の飾を示すが,pH の低下と 砂換酸度の増 

大,tt換性 Ca および Mg 飽和度の減少が見られる。この点は市ではあるが Greasy な H層の形成 

から推定 さ丸 るよう に, 水分環境がやや過湿に近づ く ために, 土壌微生物の分解活動が多少の減退を示す 

ためと推定される。しかしながら, 関ﾡの形態は Be型土ﾡと同依にﾡ欄化のすすんだ段階にあることを 

示している。このような諸条件 Bf 型土壌は林木の生育の場としては,Be土壌に比べれば多少分る 

と1ても, 金投的には良好な状ﾡにあるといえよう。しかし Bf 型土壌の水分環境が過湿に近づいている 

点は •部の林木に対しては成長の風那因子として作用することが・がえられる。

2) Group2....Bc土

今までの Be 型士旅についての概念は番の区分による Bc-土壌に関するものであって, Be-I型 

土壊について".明らか. こされていなかつた。沢に近い山血斜面の 下部に出現する Be.n 型土埃は,適洞性 

cい.L 剰湿性依土埃 と 同蟬に符面に沿って流動する 水の集染地形である に も かかわらす. 乾性の 水分環境 

の影?？を動く うけて, 山出従而上京に出現する Bc•i 土壌と同係の断面形態の特破を示すことは, この 

同 丼が同様の塌境因子の影舞下に生成 したこと を示すものといえよう。

Be 取土は川式地形によつて.

i) 新面i上簡洞土坂・..・Bc.1和ﾡ

ii) 沢型土坂 (斜下就 も 合む)....Bc-n 型土壌

に模式的に区分される

次にこれらの各型につい・て述べる

i) 斜面i上部型旅(Bc-1 和土壌)

Be.,飛土坂は第3派第1iに述べたように尾供には川現せず, 尾快に近い科而上がに出現する。Ai 府 

(第 1 hi) および とくに A.-Bi Ri (第2ルi) において Nuttyおょび Granular structure がﾡ客に発 

達す ることと,割れ H に沿って移航が国枝状;こ比校的深别 までこ述し. 下 用 への水の浸透が強 く 行われ て 

いることを特徴とする。

斜面地形の影部による塩ﾡの淡じのために, 表肘; こおける置換性 Ca および Mg 合有量および世和度 

は+低く・ また C-N ※は性の水分照城の影響を受けて前述の Group 1 の尾根型土壌 と 同様に大きい値 

を示す。この.ような土城条は土縦徹生物の分解活動を阻書し,ﾡﾡはﾡ加化沿種のすすんでいないこと 

を示している。 Be- 型土坂のﾡﾡ化沿松の進行の和度は, Group 1 の吊根型土城と 中眼型土壌の中間 

の値を示している。このような土壌の; 滔条件は Be- 型土壌においては Group 1 の中眼型土壌 に比べ 

る と . 多孔の安定 した 用枝構造の形成の 低下を たらし, 土壌の加学的性質は劣る ものと推定される。 

また土城微生物の有版物の分解活動とも関連して,この土壌は林木の生再の場としては良好なものとはい 

いがたいよ う に思わっれる。

ii) 訳私士壌 (Be.. 飛和土ﾡ)

Be.. 型士壌は Group 1 の斜面中腹型および沢型土壊に Mする Bpないし Be型土ﾡと同械の地形に 

出現するか, Be. 型土壊 と 同様の形態的な特徴を示すことによつて これらの土壊型と明り よ う に区分さ 

れる。

Be-n型土ﾡは斜地形の影部によ る塩川の集債が明り よ う に認められ, 置換性 ca および Mg 含有量 

および飽和度は高い また C-N *は風によるﾡ性の水分ﾡ境の影響を受けるために Bp ないし BE型 

土壌にべて地大を示すが, しかし Be- 型土城に比べると斜面地形の影響によつて相対的にﾡ性の水分 

環境にあるために C-N 率の減少が見られる。Be-n 和土壌の属植は第3締4および5節で述べたよ う 

に著し く 関M化過程のすすんでいることを示しているが, その原因の解明はなお今後に残された間題であ 

る。

この土壌は上紀の諸条件からは林木の生育の場として Be.1 型土壌より さらに良好な状態にある といえ 

るであろ う が,ﾡ性の水分環境とそれによつてもたらされる有様物の分解の低下から推察されるよ う に,



—88 — 林野土壌調无殺告 第10 号 来林土壌の化学的性なお よ び将植の形態;こMする 研究 (河田) -89-

Group 1のBpないし BE 型土壌に比べればるものといえよ う。

以上を要約すると. Group 1 においては地形的に区分された3つの型の叩に見られる土の化や的性 

ﾡおよび関前の形態のﾡ進は, 尾供型土ﾡと中度型土ﾡの前では著しいが,中改型土縦と沢型土壌の間で 

は比校的小さ く ﾡ変的であるといえる。したがって外雨地形における土畑は,尼根と 中裏以下の谷出展型 

の間ではﾡ的な相違を示し,中腹以下の各土塚型川ではむしろ量的なﾡ迎を示すといいう るであろう , ま 

た Group 2 においては Bc- および Bc-r那士ﾡの間では質的な相進が見られるといえるであつう。

第4節 乾性および適潤性ボドゾルの特徴と区分

1) 山腹斜面のボドゾルの区分

山護新に出現するボド ゾルの生生成は。褐色僚林土堆群 と 同機の斜面他形の影警 と ・ ぶら に•通帝の気後 

的因子, および気ﾡ的因子によつて 支配 される樹稲の相違によ る落楽の成分な どの諸因子の影然力: 加わつ 

てもたらされたものと考えられる。

山腹然面上に山現するポ ド ゾル化した土康は,

i 尾型ボ ドゾル... ・秘性ボ ド ゾル (Pd 型土場)

ii 中腹型ボ ド ゾル (T部斜面も含むう...・適洞性ボ ド ゾル(PM 型土壌)

に区分される。この両若は今までの Pd 型土壌”'"' として分類された土県を,地形的因子によ って さら 

に宿分したものである。また沢筋に出現するポドゾルは大政のPwu里H：圾'"によって代表されると号え 

られる。

2) 秘性ポド ゾル (PD型土壌)

この土擦は補色森林土嬢群の尾拠型土ﾡがボ ド ゾル化を受けたものと 考えられる。P。 型土壊において 

は濃冷な気候的因子,その他の影客が加わるために,ﾡ色森林土壌ﾡの尾ﾡ型土策に比べる と 土壌徴生物 

の有後物の分解活動は さらに低下を示し, それに伴って C-N 率の増大,置換性 Ca およびMg 合有量 

お よ び位和度の減少は さ ら に者 となり,土埃の限性は さらに強くなる。それに伴つて岡ﾡはﾡﾡ化過費 

の低い段階にあることを示している。

置換性塩ﾡの町著な滅少と隣ﾡ化避種の低いﾡﾡは土ﾡの有幌無ﾡ肥質の奨集をﾡ書し, 多孔質 の安定 

した団徴ﾡﾡの形政が不十分なために, 土壌の理学的性質を著しく 不良ならしめる。さらに落葉の分解不 

良によ って モル地の土壊が形成 され,林木に対する養分の供給の阻铿 と あNして, この土壌は林木の空 

育の場としては不良な状態にあるといえよう。

PDI, Pon および PDr の各土壊型間の相違は,【節田形態に示される溶脱の程度の相違以外,化学的性 

質およ び廳机の形態においては特に図著な相迩は見られない。

3) 適潤性ポ ドゾル (PM 型土壌)

この土ﾡは補色森林土ﾡ群における斜面中譲型士壌のポ ド ゾル化を受けた土壊型と 考えられる。

Pu型土壌は寒冷な気侯的因子の影替によって, 褐色森林土壌界の中腹型土塊に比べる と,C-N 率の 

低下, 置換性 Caおよび Mg 合有量お よ び麴和度の低下を示し,ま た同時に腐植は腐依化過程の低い こ 

とを示している。しかし P» 型土壌と比較すると,斜面地形によつて もたらされる水分環境の影響は, 

As または A 届の C-N *の低下と, 対応する鉱質土ﾡの各畑位の属ﾡ化過ﾡの進行に明りように示さ 

れる。

Pw ﾡ土楽では命なな気候的因子とそれにう部因子の地師が. 新面地形の影評よ り もさらに強く 土壌 

のmtnを数祀するために,P。 型土壊と 同様に落葉の分解に不久となり モル型の土限か形成 される。PN 

私境は金段的には盤岡性地がに乏し く 腐植化過枳の未熟な技潜にある といえる。したがって P。 型土療 

と 同誠に林木の生の場と しては良呼といいがたい。

・) P。 および Pu 型土」の区分

このドは第4穴で述べたように大政の分1"による Pd 型土埃をさらに細分したものである。内者の 

柳迩は出現地形,上述の化学的性質および腐植化過程の相迩に も示されるが,同時に A. 忖 の影態にとく 

に明りような相違が見られる。すななわも。第4第3iで述べたようた。Pp型土城では FおよびHﾡ 

がほ式同和度に発逸し.HFi Granular mor 主たは NIatted mor"e の外観を示すが.. PM型土旅 

では F Wiに比べて H Wiの発が者しく ・ H ﾡは Greasy mor'e の外観を示す。

第5節 黒色土壇群の特微と区分

川色土城峠は第5 第5iで述べたように.. その化学的性sよびﾡ前の形園は各画地形の影評が認め 

られない。したがつて新者は小色土塩群を,茨ﾡにこおける岡ﾡの形態および電換性Ca および Ng含有 

衆および飽和度の 相違;こよ って,次のよ うにﾡ定的に区分した。

Group 1.... 褐色森林土壊町に比べて若し く ﾡ化の進んでい る Group

Type1....置喚性 Caおょび Mg にむ Type

Type 2••••置換性 Ca および Mg に乏しいType

Group 2....胡色森林土楽群 (Be•H型土塊を除く)よ り 多少腐植化の進んでいる Group

Type 1....置換性 Caおょび Mx に広む Type

Type 2...・証検性 Ca および Mg に乏しい Type

その他第 5 第5節に述べた Group 3 (BIA型士壌) が認められるが, これは Group 1 き たは Group 

2 が苗糸の影警によって変化を受けたものと 考 えられる。これらの各 Groupおよび各Typeは色ぶを除 

く 他の所而形態の特徴によって,博色ﾡ林土群と同様にその水分同ﾡの相進にもとずいた土壌型に区分 

される。

次に各 Group について述べろ,

Group 1

この土のﾡMは第5第5iで述べたようにﾡM化の著しくすすんだ段階にあることを示している。

者者は こ の土壌を黒色土壊群の Typical なものと考えたい。

Type 1....・速問性ない、し 湿性黑色土* は同様の地形に出現する 樹色/林土壊群の 対応ナ る 土ﾡ型 と 同ﾡ 

度の置換性 Ca および Mg 飽和度を示す。

Type 2....適潤性ないし湿性I色土は. 納色夜林土ﾡ群の対応する土壌刑に比べると証換性 Ca おょ 

び Mg ﾡ和度は者しく低い。

Group 2

この土壌の腐植は第 5 n 5 廊で述べたよ う に,補色森林土ﾡ峠の適ﾡ性ないし戯性型の土ﾡとGroup

* 興色土壌群の分布は ﾡに適性ないし漫性ﾡのﾡ色森林土と同様の地珍に出現し,紀性刷の 

補色本林土 と 同様の地形に山現する場合は少ない。
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1 との中ないしはさらに前者に近いﾡH化の段階と示す。者はこの土壌は Typical な*色土壌养の 

岡払が, 卒林下に新たに生成されたﾡﾡの浸入によつて補色な林土的方向に推ゆしつつあるものか。 ま 

たはTypical c帰色土壌群の生に何らかの特殊な生成因子が作刑したと仮定すれば. その川が十分 

に行われず途中の 垓 潜で と どまつたか。そのいずれかの場合と推定している

Type 1および2 の区分は Group 1 の場合とﾡである。

色土坂群を林木の生ﾡの場としてろえると. 生Tを女配する因子は各 Group の Type 1および2 

の分ﾡの準として用いたﾡ投性Caお上びMg 一とくにCa一の面で区分されることが。 者およびその 

他の諾氏の肝究結果からﾡ納される。すなわち。盤扱性 Ca に富む Type は各 Group ともにその水分 

累授の相迎によつて数配され. 潮色森林土壌ﾡの各ﾡ飛と同械の領向が認められる"""。 これに対 し 

てﾡ換性 Ca に乏しい Type は堆故樣式の相違によ って 支配 され. 伐積土では成我ば不良である が,m 

行土,崩試土の順に貴好となるとサえられる"""が. この点については次面で述べる。

第6節 主要林木の成長と土壊型との関係

各林地におけ る 主林木の成長 と 土壌型お よ び化学的性T と の関係を・ 今 まで の研究結果 と 対比 し てサ新 

すると次のごとくである。

1) 補色森林土壌

A)スギ林土※

スギ林土坂については川品・ 永H・H中および肉山ら""は, 九州および北地方のスギ優良林は 

最度が弱く置換性 Ca 合有量が大きいが。先分等地はﾡ度が強く協換性 Ca に乏しいこと •を明らかにし,細 

田 も酸度および砂換性 Ca の多少がスギの成景を支紀する としている。また大政" は千葉明丸大演習 

林において PH と度換酸度について同极の由実を常摘し, 本"は福県目ﾡ団有林においてさらに可 

給態の CaO. P,O. および K.。 含有量が優良林は不良林よ り多いことを明らかにしている。

土壌型と スギ•の成長との関係について,大政"", 茨木ら"は Pp型士ﾡではスギは天然生のヒバまたは 

プナに被圧されて成長は若し く 不具であ り,ﾡ性神色森林士では広媒樹に被圧されて成長はﾡに不iで 

あることを明らかにしている。 同氏らはさらにスギ優良林は Be および Br邪土坂に限られるとし, 茨 

木ら" はさらに Bp羽土壌では比教的良好な成長を示すが, Be および Br土壌に比べれば多少る 

という。

著者の岩流土壌(I(第3締2節)のﾡ果は,いずれも 35 年生の人工杯であるが,Bb 型土壊では樹 

商7〜8m にすぎず,広業樹に被圧されて不J林を形成しているのに対して, Bdye)型土圾では団面 21 

～22w, 胸径 26～28cm・ を示し, さらにBE 型土壊では樹高 23～24m. 胸f 30cyに途し良好な成長 

を示している。

このょうにヌ ギ優良林に見られる土壊の化学的性質が,適洞性な いし 泡性褐色森林士において のみvた 

ら される こ とは, 前述の名•土域型についての説明から も明らかであろ う。

2) ハ 色 土 群

■色土州器の各 Group の置換性 Ca にart Type がいずれ も 水分環境の相違によ って支配 される こ 

とは前節で述べたが, 各林堆における結果は次のごとく である。

A) スギ林土接

交糸よ: 5第3f5) の BIE 型土壌における スギ 35年生の比長は, 樹商5 21 ".・ 胸ff 2Sc: に

遂し口好といえる

B カラーッお よびヒノ r 林土ﾡ

ﾡ合土:カラマッお上びヒ ノ キの 35年生の混変林であるが。現在カラーッを上木と し・ヒノキを ド 

木とする二段林を形成している。

BIA土:坂でカラーツは樹商 15m.. 胸f15ci. ヒ ノ キは出高5 13, 胸f 15c: に述しているが・ 

いiれ も 明富は純形を なして 上長成共の とろ えて いる こと を示し. また カラマツ および ヒノヤは ともに 

ぬ立べ&が:少: く ・ 広葉樹に被圧されて成共にR好とばいいがたい。

Blp(d)型土域のカラーッは樹高5 15m.. 胸 15cm;こ述し,上長成採はJ好かつ健でである。

Blp ―士 埃のカラマツは概 通 18m, 胸f 18cm, ヒノキは网 ほ 12mi. 武f 15cmi で,いずれも各士 

ﾡ事中 もつとも 健 全かつ次好な成長を 示している。

BIe-(r)型土ﾡのカタマッはB高 20m.. 胸f 25cm に述し・ 成装量は大ぶ いが上長成長はむ ら が多く 

形置不小であり. ヒノキはﾡ高5 8 w.. 胸f 15 cw. でやや トックツ 型を品し, 試共お よ び形t と も こJ 

好とはいいがたい

B/c-l ﾡもﾡのカラマツは樹高5 15 mi. 胸f 20cmi. ヒノキは樹5 8m. 胸f 20cm: で・ いずれも健全 

かつ R 好江成長を 示し ている。

c) アカーッ林土壌

わが国の7 カ マッ林土ﾡは東北地方と地方以西では興な り,東北地方の ア カ ッ低央林士ﾡはスギ 

通地に近い性質を有する こ と はM杉"およ び川によつて指されている。N以西では川・ 永田 

おょび陶山ら"a"o-"ハは九州地方につい、てアカマッ林土ﾡは記険性 Ca に乏しいことを指摘し,また 

ジ本は大営林ル管内の7 カマッ林土壊は表土の発達が悪く ・ 苦糸網の発達によつて乾燥し剳験性の土 

城であるこ と を認めている。さ らに湾体"も四同地方の7 カ マ ッ林土壌について・ 木下リ’ も瀬戸内海沿 

のアカ マ ッ 林土壊;こついて同機の 実を認めている。

設川土城における天然生アカマッのﾡ共は著者およびﾡ見"によiれば。t換性Ca にaft B/。 および 

BI/p-(E) 型土採 (Prof. No. 29 を除く)ではきわめて良好であり, 北地方のカッ低林と源似した 

条件を有する。

以上の各林地における 結果は,黑色土壌群の告 Group の世険性 Ca に高む Type に頃する各士墳型 

の通林上の取いは, 褐色森林土城畔の対応する各土壌型と 同樣 と見なして差し変えないこと を示すもの 

と思っれる。

歌換性 Ca に乏しい県色土壌群については次のごとく である。真下および久保"は災知県段戸は有林に 

おいて,残積士では土ﾡの理学的性ﾡが不Jでヒノの成長は労ﾡであるが,ﾡ積士, 行土・ 鎖士の 

順に土城のﾡ中的性慣が貴好となる につれて ヒノキ の成長 も典呼となること を明 らかに し,また木結お よ 

び读辺川 は茨城呎大子国有林において,スギおよび ヒノキの成Mは残科¢土では きわめて悪いが,崩試士で 

は良好と なるこ と を明らかに している。これら の場合には化学的性質はいずれ も者しいﾡ違が認められた 

いために. ﾡ試様式のﾡ進と それに伴う遅学的性質の相違が林木の成我に大きな影響をおよぼしている と 

ﾡめられる。
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第7節 まとめ

以上の前節士でに述べた各土泰群および各士ﾡ型における環境因子の影評の解明とそれこもとつく区分 

は, 斜面土壊における化学的な希変化に対して明り よ う な知見をあたえる と同時に,各土ﾡ型のﾡ浜座に 

対して明らかなﾡ拠をあたえ得たものといえよう。さらに現在体林土ﾡ調において得られつつある各: 

壊型 と 主要樹紙の成長 と の関係, およ び従来間 ・ に行われてきた主関ﾡ和と土塩条件についての知... 

上記の結果にもとづいて統 •的な屏釈を行うことを可能ならしめるものと思われる ょた色土坂につい 

ての上記の部定的分敕は,従来江要な課題とされてきたハ色土壌ﾡの池林上の取扱い.に対山 て ・にの% 

をあたえたものといえよ う。しかしながら,川色土壌群の生成論的なェ分項体系の強立よななお今後.にのこさ 

れた問題である。

第7章 総 括

わが国の森林土壌において もっと も主要な地位を占めるﾡ色森林土ﾡ群を主な対似とし,ボドゾル土城 

群および煦色土壌群についてその化学的性質 と 腐税の形態に関する研究を行った。

森林土擦の特である針面地形の土業におよ ぽす影当は,塩務の読流亡 と 集武お よ び水分京の 変化に も 

と づ く 土期微生物の分解活動の相違によ って,土壌の化学的性ﾡ と腐植の形態;こ •定の加則性のある 変化 

そもたらすこ と,また寒命な気候的因子および徴地形の影断による風のF用によるﾡ礼,同城に土城徴 

生物の分解活動に影客をおよぼし,上記の土壊の 諸 性質に変化を もたらすこ とをﾡ色森#土照ﾡおよびド 

ドゾルについて明らかにした。

補色森林土ﾡ群およ びボ ド ゾル土域群の价土城型の諸性質は,これら のw因fの印合せに止つて顕者な 

相述を示すが,色土擦群では上記の環授M因子の土ﾡにおよぼナ影断は認められす,ま たその問Mの形 

態は福色徳林土壌群と質的に異なる こ と を明らかにした。

これ らの各土壌群は後机の形態の相迩によ つて相互に明 り よ う に区分された。

従来形位的に分類されていた褐色女林土壌群を,その生ぬに影評をおよぼす環境因子のﾡ造にしたがつ 

て,

Group 1 … •斜面地形の影泻が主因子をなす もの (BA. Bu. Bpco). Bo. Be および Br 刑土ﾡ)

Group 2....徴地形の影響に よ る風の作用が主因千をな し. 斜i地形の影評が:二次的な因チをなナも の 

(Bc-iおよびBc-n型土壌)

に区分した。さらにこれらの各土壊型相互の相違を明らかにした。

ポドダル土壌群については,従※物性ボドゾルとして分ﾡされていた土ﾡ型を, その出現地形, 化学的 

性質およ び騎植の形態の相違に もとづいて乾性ポ ド ゾルお上び適潤性ボド ゾルに区分 した。

黒色土ﾡ群については, その腐航の形廠の相違から 2 つの Group に分け, さらにおのおのを置第性塩 

基の相違によ って 2 つの Type に細分した。

以上の各土泰ﾡおよび各土壌刑の化学的性および桜ﾡの形ﾡの相違に もとづいて,その肥性がそれ 

ぞれ異な ることお上 び林木の成長 と の関係を明ら かに し た。
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A Studyon Chemical Properties and Humus Forms of Forest Soil

Hiroshi KAwADA

(Resume)

Forest soil surveys arc now conducted as regards the system of classification in 
conformity with OHiMASA's system： t. He classified the forest soils int。 the 13 types of 
soil that belonged to the 3 soil groups. Among them, the types of the brown forest 
soil are most widely distributed and the types of the dry podzolic soil are next. 
Recently, according to the proceedings of the forest soil survey, the relatively wide 
distribution of the black: soil group (And。 soil) under the forest was found. The system 
of classification of the black soil has not yet been completely established.

Among the many environmental factors that affect the formation of the forest soil, 
the author placed great importance on the relief. Previously, from this point of view, 
a work on the correlation between the chemical properties and the types of soil was 
done by the author and Takamis, for throwing light upon the mutual relations of the 
taxonomic position of each type of soil, and the following results were obtained:

On the brown forest soil and the dry podzolic soil grOupS, the fine differences 
among the types of soil were induced by the topographical and the cold climatic 
effects. But on the black soil group, the chemical properties—especially, the rates of 
the exchangeable Ca and Mg saturation—were not related with the topographical 
factors.

Later, the author studied the humus forms of the types of soil partly with the 
same objccts of the previous work, and, moreover, supplemented some data on the Be 
soil and the dry podzolic soil. Subsequently, the effects of the environmental factors 
on the chemical properties and the humus forms were clarified, and the basis of the 
genetical system of the classification of the forest soil was laid.

Experimental method

The experimental methods of the chemical properties examined were the same as 
those in the previous work's.

On the humus forms, the following methods were uscd.
(1 ) Acid treated soil.
1～5g of soil containing about 300mg of carbon was digested with 100cc of 5% IIC1 

for 30 minutes at 75～80°C and washed with warm distilled water until Cl ion free. 
Then the residue was extracted with 100cc of 0.5% NaOH solution for 1 hour in a 
boiling water bath. After cooling, the residue and extracts were transferred to 250cc 
of messflask with dist. water. After standing Overnight, the supernatant soln. was 
centrifuged (humus extract). An aliquot portion of the humus extract was added with 
1/100 volume of cone. H.SO. and centrifuged. The supernatant soln, was used for the 
carbon determination of the fulvic acid. The residue (precipitated part, humic acid) 
was washed with 0.1% H:SO,and centrifuged again. These procedures were continued 
until the colorless supernatant soln, was obtained. Then the residue was solved by 
hot 0.2% NaOH soln, (humic acid soln.).

The carbon contents of the humus extract and fulvic acid soln, were determined 
bythe modified TIuRrN's method bythe author”し The carbon content of the precipitated 
part was obtained by the difference between the above two fractions.

The extinction's coefficients of the humus extract and soln, of the precipitated part 
were measured by the electric colorimeter of Hitachi with filter No. 61 (red, wave 
length 600～615 mン and No. 47 (blue, wave length455～175 mi/ in 10 of the liquid 
phase.

( 2) Non-treated soil.
Soils were analysed by the same procedure as (1) without pre-treatment with acid.

3 Acid soluble humus.
1〜5g of soil was digested with 100cc of 59% HI:SO, for 30 minutes at 75～80°C. 

Then the Suspension was tiltrated and washed with dist. water. The filtrate and washing 
soln.were collected into the 250cc mnessflask. An aliquot portion of it was used for the 
carbon determination.

・ The compositions of the humus, the carbon contained in each fraction, were 
shown in percentage on the basis of the total carbon content of the original soil.

The extinction^ coefiicients were shown on the basis of carbon 100 mg per litter in 
10 mか: of the liquid phase.

Discussions on the brown forest soil group
The site conditions, reliefs, morphological features of the profile, vegetations, 

chemical properties and humus forms of the tested forest soils are shown in Table 1～ 
21 and Fig.1-11.

In Comparison with the properties of the soils, the data of the surface horizons 
were particularly discussed as they reflected the effects of the environmental factors 
most intensely.

1) On the chemical properties of the types of soil except the Be soil.
In the following order: Ba and Bu-・Bp(d)→・BD-・BE soil, the decreases of the C-N 

ratio, exch. and hydrol. acidities, and the increases of the pH value, exch. Ca and Mg 
contents and their rates of saturation were observed in their surface horizons. In the 
surface horizon of the Br soil, the decreases of the rates of exch. Ca and Mg saturation 
and pll value, and the increases of the exch. and hydrol. acidities as in the Be soil 
were clearly shown, but the differences of the C-N ratio and exch. Ca and Mg contents 
between both types of soil were not distinguished.

2) Chemical properties of the Be soil.
The Be soilwas divided int。 the Bc-I and Bc-n soils according to their differences 

of relief, chemical properties, and humus forms.
Bc-! soil corresponded to the original Be soil after OIMASA'" and subsequently 

adopted in the forest soil survey. Bc-n soil was discovered and classified by the author. 
Its occurrence was not s。 frequent as Bc-r soil. The relief of the Bc-I soil was found 
in the lower part of the mountain slope and was similar to the BD or BE soils. But 
its morphological features of the profile, i. c. the development of the nutty structures 
in the lower part of the A horizon and, especially, in At-Bi horizon, the gradually 
merging" of the boundaries of the horizons, the feature of the " firm mull' after 
HEiDERG and CrAぶDLER'6, etc. were the same as in Bc-t soil, and were remarkably 
different from the BD or Be soils. The contents of the exch. Ca and Mg, their rates of
the saturation and the pH value of Bc-n soil were similar to Bn or Be soils, but its
C-N ratio was higher than that of the latter soils.

The chemical properties of the Be soils are shown in Table 22.
The chemical properties of the Bc-I soil were laid between BB and soils.

3 Effects of the relief upon the chemical properties of the types of soil.
The relations between the distribution of the types of the brown forest soil except 

the Be soils along the mountain slope and the depth of the water permeation in each 
of them are shown schematically in Fig. 12. These relations between the relief 
and the distribution of the types of soil were described by Ohmasa：" first, and have 
been accepted as such generally by the author1'1 and the works of the National Forest 
Soil Survey up to the present time.

As the water reached the surface of the forest soil during rainfall, a part of it 
would flow vertically into the underground, and at the same time a part of it would 
flow obliquely through the upper horizonS of the soil along the relief.

In the following order: Ba and BB→BD(d)→BD→BE and BF soil, the thickness of 
the A horizon increased, and the appearance of the boundary between A and B horizons 
underwent successively transitional changes such as "sharply defined'→"clearly defined" 
— "gradually merging". These changes of the morphological features of the profile
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among the types of soil suggested the increase of the depth of the water permeation 
in the following order, namely,""ridge of mountain slope"ー・"ﾡmiddle of mountain slope" 
ー・""lower part of mountain floor"', i.e. BA and Bロ-・Bp(d)-・Bn-・BF and
Bf soil.

The successive increases of the contents of the exch. Ca and Mg of the surface 
horizons among the types of soil in the above order and, furthermore, the increases of 
them in Bc-I soil as Bc-I soil suggested the cluviation of the bases in the ridge or 
upper part of the mountain slope. and the illuviation of them in the lower part of it 
or valley fioor by the movement of the water in the soil along the relief. The movement 
of the bases affected by the relief were pointed out by Poi.Ysovi> in very macro scale. 
previously, but the cuthor suggested the same phenomena in micro scalc on the forest 
soils along the mountain slope.

The decreases of the contents of exch. Ca and Mg of the lower horizons in com- 
parison with the upper one in the same profile were usually observed. These facts 
pointed t。 the effects of the decomposition of the leaf litter upon the exch. Ca and Mg 
contents of the soils. The following circulating system of the basesassoil ・vegctation 
body-leaflitter-rsoil was suggested by the author and TAKAN!""・ previouslye Further- 
more, the fact that the decreases of the contents and the rates of the saturation of 
exch. Ca and Mg in the lower horizons among A: and AxB B horizons were 
distinguished more in the Bd soil than in the BE (and BF) soil seemcd to confirm the 
above consideration. These movements of the water along the relief caused the differ- 
ences of the humidity-circumstances among the types of soil. In the above order of 
the types of soil, the humidity.circumstances of the soil changed thus, "dry"-"mode- 
rately mois ピ •ー ・"sligtly wetted''—"wet" conditions, succesivcly. The fact that the 
surface horizons of the Ba and BB soils suffered a remarkable hysteresis in the absorbing 
and dehydrating processes of the water had been identifiedby OHtNASA and MAsit!No'". 
Furthermore. Ohmasa:" had pointed out the fact that the BA and BD soils suffered the 
distinguished drying effect by the westerly wind which prevailed in the spring. These 
specific properties and site conditions of the Ba and Bb soils would accelerate their 
"arid humidity-circumstances'*.

The differences of the humidity-circumstance affected the decomposing processes of 
the organic matter by the soil microorganisms in A。 layers and A horizons of the 
types of soil. In the dry types of soil, BA and Bd soils, A。 layers were thick. and H 
layers that exhibit the "powdery" or "granular"' appearance developed. In the Bo(d). 
Bd and BE soils, successively, the decomposition of A。 layer grewrapid and the formation 
of the H layer was not seen. But in the BF soil. the A。 layers were thicker than in 
the BE soil, and the thin II layer that exhibited the "greasy"" appearance was observed. 
These transformations of the morphological features of the profile among the types of 
soil suggested that the humidity-circumstance that affected the microbiological decom- 
posing process grew optimum in the BE soil. But in the BF soil located on the flat of the 
valley floor, the movement of the water along the relief became less active than in 
the BE soil, and its humidity-circumstance was close t。 the over-wetted condition.

These considerations were confirmed by the above-mentioned differences of the 
chemical properties among the types of Soil, i. e. C-N ratios, pH values. exch. and 
hydrol. acidities, rates of exch. Ca and Mg saturation.

The fact that the C-N ratio of the surface horizon of the Bf soil showed no 
remarkable difference as compared with the Be soil, but clearly decreased more than 
the Ba and Bn soils suggested that the decomposing process of the organic matter in 
the BF soil was more favorable than that in the Ba and BD soils. Furthermore. the pH 
value of the Hlayer of the BF soilbeing higher than that of the BB soil would be ©X- 
plained by the above-mentioned illuviation of the bases along the mountain slope and 
the base circulation between the soil and vegetation.

4) On the humus forms of the types of soil except the Be soil.
On the humus forms, the author attached importance not only to the qualitative 

properties, but also t。 the quantitative one.

a On the compositions of the humus.
According to TIURIN'S information"i. the author considered the composition of the 

humus as follows:
i Acid soluble humus.The fulvic acid-like substances free from the complex 

with the precipitated part humic acid ・
ii Humus of the non-treated soil.This is composed of the acid soluble humus 

and the humic fraction free from the combination with the mineral substances (Ca. 
Ng. Fe and Al or weakly combined with them. This humic fraction seems to exist 
in the soil as the ester-like complex of the precipitated part and the fulvic acid, and 
to be soluble in the NaOlI solution by hydrolysis.

iii Humls of the acid treated soil.This is composed of the humic fraction of 
the non-treated soil and. slill more. the humic fraction that combined with the mineral 
substances firmly.

The German scholars. SPRiNGER"'一*?. Sixos'31®パ and Hocドli}. considered that the 
mineral substanccs that combined with the humic fraction were composed of Ca and 
Mg. But after Ticrin*11 the tri•valent metals. Fe and A!. combined with the humic 
fraction besides the above di-valent metals. In his recent workM\ he divided the humic 
fractions that firmly combined with the mineral substances into two groups according 
t。 the differences of the mineral substances. such as Ca and Mg group, and Fe and Al 
group. The author judged that Tiuss's conception would be fruitful. But in this 
work, the separation of the humic fracticns that combined with the mineral substances 
firmly has not yet been examined.

The compositions of the humus of the tested forest soils are shown in Table 5. 
11 and17.

In the following order: Ba and Bp・Bp(d)-・BD-・BE and Br soil, the following 
remarkable differences of the compositions of the humus of the surface horizons that 
were affected by the environmental factors most intensively were induced.

The contents of the precipitated part(humic acid)of the surface horizons were 28 
～339% non-treated soils) and 30～39% (acid treated soils). Among the types of soil, 
thecontentsof the precipitated part increased in the above order. and their increments 
were more distinguished in the acid treated soils thanin the non-treated soils. Therefore, 
the increasesof thecontentof the precipitated part would be correlated to the increases 
of the "wet factors" of the humidity-circumstance. The rates of the increase of the 
content of the precipitated part of the acid treated soil to the non-treated one were 
not so distinguished as a whole in every type of soil. Therefore. the major portion of 
the humic fraction of every type of the brown forest soil was free from the combination 
with the mineral substances or weakly combined with them.

On the acid treated soils, the differences of the rate of the precipitated part among 
the Ai and A: horizons were not seen in the Bp(d)〜BF soils. Their decreases in the Bi 
horizon in comparizon with the A and A: horizons were distinguished in the Bp(d) and 
BD soils, but were obscure in the Be soil. These facts afforded a basis for drawing a 
line between the BD and Br soils.

The contents of the acid soluble humus in the surface horizons of the Bp(d)〜BF 
soils were less than of the Ba and BB soils. Furthermore, they increased in the lower 
horizons in comparison with the upper one in the same profile of every type of soil.

The contents of the precipitated part of the(F)-H and H layers, including those of 
the podzolic soils, were about 40% and were greater than the mineral horizons of every 
type of Soil. They were not increased by the acid pre-treatment except in the case of 
the Japanese cedar forest soils.

The fact that the content of the precipitated part of the Japanese cedar forest soils, 
even the dry types of soil, increased by the acid pre-treatment was very interesting, 
but these problems were left for further study.

b On the color quotients and extinction's coefficients of the humus.
Previously, the German and Russian scholars',,；l"''-M> identified that the extinction's 

coefficients per certain amount of the organic matter and the color quotients of the humic
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fraction, especially of the precipitated part. were different among the great soil grouipS. 
In this country,the features of the optical properties of the some soil types were 
clarified by some authors'tisst-Gii".

From these works, the conception that the progress of the humification process was 
expressed by the increase of the extinction's coefficient and the decrease of the color 
quotient.

The optical properties of the humus of the tested forest soils are shown in Table 
6,12 and 18.

The differences of these properties among the horizons of the same profile and 
among the surface horizons of each type of 5oil showed similar tendenceies on the 
NaOH extracts or the precipitated parts, respectively. Therefore, the author set forth 
his discussions on the precipitated part.

In every case, the precipitated part of the acid treated soil showed the increase of 
the extinction's coefficient, and the decrease of the color quotient as compared with the 
non-treated soil. These facts seemed to show that the humification processes of the 
humic fractions, especially of the precipitated parts that combined with the mineral 
substances firmly, were more progressed than the one that were weakly combined with 
or free from the mineral substances.

On the surface horizons that were affected by the environmental factors most 
intensively, the following facts were observed:

The extinction's coefficients of the acid treated or non-treated soils were higher in 
the moderately moist and wet types of soil, i.e. the Bp(d)-BF soils, than in the dry 
types of soil, i.e. Ba and BB soils except Prof. No. 19 (Bn soil),but the differences of 
the color quotients among the types of soil showed no clear corrclation with them. Prof. 
No. 19 was the old (190～220 years old) natural Japanese cedar forest. Its vegetation 
and morphological features of the profile showed that its moisture condition was more 
moistened than the ordinary BB soil and was nearer to the BD(d)soil.

Among the horizons of the same profilc, the decrease of the color quotient and the 
increase of the extinction's coeflicient of the lower horizon when compared with the 
upper one were observed in the moderately moist and wet types of soil, but was the 
reverse in the dry types of soil.

From these results, the conception of the previous authors that the progress of the 
humification process was expressed by the decrease of the color quotient and the increase 
of the extinction's coeffient was in conformity with the tested forest Soils, as a whole. 
But on the surface horizon of each type of Soil, the progress of the humification process 
correlated to the increase of the extinction's coefficient and, furthermore, t。 the content 
of the precipitated part, but not to the color quotient clearly.

On the moderately moist and wet types of soil, the following facts that the extinc- 
tion's coefficient of the surface horizon was somewat more increased in the Bp(d) soil 
than in the BD soil, and in the BD soil than in the BE soil was induced from the data 
on the Fujio soil and Iwase soil (I). Therefore, the author concluded that the 
"arid factors** would have an effect on the progress of the humification process within 
the limit of the moderately moist and wet humidity-circumstances.

On the H and II-A layers, their extinction's coefficients were decreased but their 
color quotients were increased as compared with the mineral horizons of the same profile. 
Their changes of the optical properties by the acid pre-treatment were not seen except 
the extinction's coefficients of the Japanese cedar forest soils. These exceptions were 
left for further interesting investigation together with their above-mentioned increases 
of the precipitated part contents by the acid pre-treatment.

5) On the humus forms of the Be soils.
The humus forms of the Be soils are shown in Table 23 and 24.
The differences of the humus forms between Bc-I and Bc-u soils were similart。 the 

one between the dry types of soil and the moderately moist and wet types of soil.
The compositions and the optical properties of the humus of the Bc-i soil were 

similar to those of the dry types of soil, except for their somewhat higher extinction's 

coefficient than that of the latter.
The localities of the Bc-t soils were the upper part of the mountain slope, and 

were the intermediate of the dry types of soil and the Bp(d) soil. Therefore, their 
more moistened humidity-circumstances than the typical dry types of soil would affect 
their optical properties of the humic fraction, especially the extinction's coefficients.

On the BC-I Soil, the somewhat lower precipitated part content and the remarkably 
higher extinction's coeflicient were observed in comparison with the Bd and Be soils 
that occurred on similar localities on the mountain slope.

These facts strengthened the author's above-mentioned inductions that the humi- 
fication process would progress by the "arid factors" within the limit of the moderately 
moist and wet humidity-circumstances, and the " wet factors ・・ would influence the 
increases of the precipitated part content.

The transitions of the extincion's coefficients among the horizons in the same profile 
had a similarity between both types of Be soil. The maximum extinction's coefficient 
was observed in A:-B. horizon in every profile. These facts would suggest that certain 
factors, except the effects of the relief, would be dominant for their soil forming processes.

6) Effects of the relief on the humus forms.
From the considerations of the above differences of the humus forms among the 

typeS of soil, the author came to the following conclusions:
The progress of the humification process seemed to correlate to the organic matter 

decomposing processes that were identified indirectly by the above-mentioned differences 
of the chemical properties and the morphological features of the profile among the 
types of soil.

7) In conclusion, the author is of the following opinion on the differences of the 
chemical properties and the humus forms of the types of the brown forest soil:

The differences between the BA and Bb soils, and the Bp(d)〜Br soils make a clear 
distinction, but the differences among the latter types of soil are not so remarkable. 
Therefore, these facts could be expressed as "qualitative difference" on the former 
and as "quantitative difference" on the latter.

Discussions on the podzolic soil group
in the high mountain area, under the influence of the cold climatic conditions, the 

brown forest soil would underg。 a transition to the podzolic soil. From the topographical 
point of view, the division of the podzolic soil in accordance with the differences of 
the humidity-circumstances similar to the brown forest soil was suggested.

Podzolic soil had been classified by Ohmasa7<> into two groups, i. e. the dry podzolic 
soil (Pd soil) and the wet podzolic soil (Pwsoil). The following facts that the Pu 
soil corresponded to the high mountain type of the dry types of the brown forest soil 
and Pwx soil to the high mountain type of the wet type of the brown forest soil from 
the topographical point of view has been described by Ohmasaj<,» and, furthermore, by 
the works in the subsequent proceedings of the forest soil survey. But the subdivision 
of the podzolic soil that occurs on the middle or lower part of the mountain slope has 
not yet been accomplished.

The author was of the opinion that the podzolic soils except the typical Pw soils 
after OHMASA"" were included int。 the PD soils in the works of the previous forest soil 
survey.

In this work, the author proposed a new type of podzolic soil, Pm soil (moderately 
moist podzolic soil). This type of soil corresponded to the high mountain types of the 
moderately moist and slightly wetted brown forest soils.

The Pu soil was subdivided as follows into the PM1, PMg and PMm soils by the 
differences of the development of the podzolic horizons (As) as in the case of the Pd 
soils after OHMASA.

PMt....... Moderately moist podzol.
PMI.......Moderately moist podzolic soil.
Pmh........Moderately moist slightly podzolised soil.
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One of the main objects of this work was to clarify the differences betwcen the 
PD and PM soils.

The site conditions, reliefs, morphological features of the profile, vegetations. che. 
mical properties and humus forms of the tested podzolic soils are shown in Table 25～ 
36 and Fig. 13～17.

The differences of the morphological features of the profile between the PD and 
PM soils are clearly shown upon their A。 layers, especially H layers.

The appearances of the II layers of the PD soils were "granular"" or ・'powdery", 
and seemed t。 exhibit the features of the “Granular mor" or "Matted mor" after 
HEiBERG and CIAsDLEn'®. The developments of the H and F layers of the Ppsoilswere 
alike, and their thickness were nearly the same.

Contrary to the Pd Soils,the II layers of the PN soils developed more extensivcly 
than the F layers, and the former were more thick than the latter. Furthermore.the 
appearance of the H layers of the PM soils were "greasy" and seemed to exhibit the 
features of the "Greasy mor" after HEruERG and CiAsDLERI®.

On the chemical properties and humus forms of both podzolic soils. the following 
features were observed:

On theA: or A horizons (surface horizons) of the podzolic soils in comparison with 
the surface horizons of the topographically corresponding types of the brown forest 
Soil, higher C-N ratios, lower pH values, and lower rates of the exch. Ca and Mg 
saturations were distinguished. These differences were brought about by the decreases 
of the organic matter decomposing activities of the soil microorganisms that were 
affectedbytheenvironmental factors except the relief, i. e. the cold climatic conditions 
or vegetations.

The effects of the above-mentioned differences of the humidity.circumstances due to 
the rclicf were recognised more on the lower C一N ratios of the surface horizons of the 
PM soils than of the Pn soils. The illuviations of the bases affected by the relief were 
slightly discernable only on the Paロ soil. Therefore, the environmental factors except 
the relief seemed to produce more powerful effects than the latter upon the forming 
process of the podzolic soils.

On the humus forms of the H layers of both podzolic soils, comparing them with 
the brown forest soils, there were no clear differences among their compositions and 
Optical properties as a whole. But by way of exception, the somewhat lower color 
quotients of the PD soils than of the PM soils and the brown forest soils were observed.

On the mineral horizons of both podzolic soils, the precipitated part contents were 
not increased by the acid pre-treatmcnt. Therefore, their humic fractions seemed to 
be free from the combinations with the mineral substances or weakly combined with 
them.

On the As or A horizons (surface horizons) of both podzolic soils, the extinction's 
coefficients of the precipitated part were lower than those of the dry and moderately 
moist types of the brown forest soil. These facts seem to be related more to the 
1ower microbial organic matter decomposing activities of the former than of the latter. 
Furthermore, the lower extinction's coefficients of the Pn soils compared with the Pat 
soils seem to correlate to the differences of the microbial activities due to the differences 
of the humidity-circumstances identified indirectly by their C-N ratios. The lower 
color quotients of the precipitated parts of both podzolic soils as opposed to the brown 
forest soils were veryinteresting. On the acid treated soils, the color quotients of the 
former,less than 2.2, drew a clear distinction compared with those of the latter, more 
than 2.3.

In comparison with the optical properties of the precipitated part of the surface 
horizons of both podzolic soils and the brown forest soils, the progress of the humification 
process, shown by the increases of the extinction's coefficient, were not related to the 
decreases of the color quotient. Upon these features of the humus forms of the podzolic 
soils, the author agreed with KuMADA'パ) who had pointed out these facts previously.

On the B horizons of both podzolic soils, the following facts were very characteristic.

Contrary to the brown forest soils, the extinction's coeflicients of the NaOli extract Per 
original soil of both podzolic soils decreased remarkably by the acid pre-treatment. 
The lowering rates of the acid treated soil to the non-treated soil were increased in 
the following order: PDロン・PDョ>PDI and Pxa>PNュ>PNI according to the progress of 
the podzolisation. The author agreed with Springer''' who had discovered these features 
of the optical properties of the podzolic soils previously. These phenomena seem to 
be explained by the increases of the content of the acid soluble humus in the bove 
order and the absences of the humic fraction combined firmly with the mineral Sub- 
stances in both podzolic soils.

Discussions on the black soil Sroup

In this work, the author dealt with the soils that had the black-colored upper 
horizons termed"black soil" according to the system of classification of the forest soil 
survey in this country.

Black colored soils originated from the volcanic ashes in this country have been 
studied by many authors. The soils were named "Grassland brown carth" by SEド1®?', 
"Prairie-like brown forest soil" by KANoSlITA2s・S,"'Black soil" by HlosoDAt,*・Volcano- 
genous black soil" by Uchiyama**', "Ando soil" by TnoRp and SNtTi?'. and "Japanese 
volcanic ash soil,* by KAぶsoパ.

The black soil group in the classifying system of the forest soil survey included 
the black colored soils of the non.volcanic ash origin in addition to the above-mentioned 
one of the volcanic ash origin.

As the properties of the black soils under the forest have not yet been sufficiently 
studied, and, furthermore, their forming processes not yet clarified, their classifying 
system, therefore, remains a provisional one. In this work,they were dividedint。 the 
types of soil that corresponded to the one of the brown forest soil by their morphological 
features of the profile except the color of the A horizons, provisionally. The author 
made an attempt t。 establish a reasonable classifying systen of the black soil grouP 
under the forest that rested upon the differences of their chemical properties and 
humus forms.

The site conditions, reliefs, morphological fcatures of the profile, vegctations, 
chemical propertics and humus forms of the tested black soils are shown in Table 37 

～59 and Fig.18～27.
On the chemical properties, the following facts were very characteristic. As to 

the black soils, the effects of the relief, the eluviation of the bases from the ridge Or 
upper part of the mountain slope, and the illuviation of them in the lower part of the 
mountain slope or valley nloor, were not recognised in certain cases. These exceptions 
were seen on the rates of the exch. Ca and Mg saturations, especially of the former, 
of the Prof. No. 5～9 in Ochiai soil. the Prof. No. 32 in Asama soil, and the Prof. No. 
10 in Iwase soil』L・

The author is of the opinion that these features of the black soils would be given 
weight by the differences among the regions rather than among the types of soil in 
the same region.

In regard to the chemical propertics, the black soil group was divided broadly into 
tw。 types by their differences of the rates of the exch. Ca saturation, i. e. "rich in 
exch. Ca type'' and "'poorin exch. Ca type". The author employed these expressions 
in the sense of the relative comparison.

Among the tested black soils, Ochiai soil, Asama soil except thesoilofthevolcanic 
mudfow origin, and Araki soil belonged to the "rich in exch. Ca type". They were 
characterised by their high rates of the exch. Ca saturation of their moderately moist 
or wet types of soil similar to the one of the same types of the brown forest soil.

On the other hand, the Asama soil that originated from the volcanic mudflow and 
Iwass soil JI belonged to the "poor in exch. Ca type". Contrary to the former type, 
the lcw rates of the exch. Ca saturation in their moderately moist or wet types of soil 
characterised the latter type of the black soil group.
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After an examination of the data on the black soil group under the forest obtained 
from the works of other authors, the author formed the opinion that this information 
was generally applicable to the black soil group in other regions.

For example, the black soils in the southern district of Tsugaru Peninsula'9 belonged 
to the former type, and those in the basin of the River Yoneshirosl. and Dando"? and 
Daigos: National Forest belonged to the latter type.

On the humus forms of the surface horizons, the black soil group was divided broadly 
into two groups by the differences of their optical properties and compositions of the 
humus. Both groups were clearly distinguished from the brown forest soil and podzolic 
soil groups.

The features of each group of the black soil were as follows:
The group I ・
The remarkably higher extinction's coefficients and the clearly lower color quotients 

of the NaOH extracts and the precipitated parts, especially of the latter, were very 
characteristic. The extraordinary progress of the humification process of this group 
was identified by these facts. The precipitated part contents of the acid treated soils 
of this group were the same as or more than that of the wet type of the brown forest 
soil that had the highest content among the types of the brown forest soil. Furthermore, 
the rates of the content of the precipitated part to the fulvic acid of the acid treated 
soils of this group were remarkably higher than those of every type of the brown 
forest soil.

Group 2.
The extinction's coefficients of the NaOH extracts and the precipitated parts were 

intermediate between Group I and the moderately moist or wet types of the brown 
forest soil, which were the highest among the types of the brown forest soil except the 
Bc-i soil. But the color quotients of this group were clearly lower than those of every 
type of the brown forest soil alike t。 Group I・ On the color quotients, the contents of 
the precipitated parts, and the rates of the content of the precipitated part to the 
fulvic acid of the acid treated soil, no clear differences were seen between the two 
groups of the black soil except a few cases on the latest properties of Group 2.

From these results, the author is of the opinion that the humus forms of Group 2 
were the intermediate between Group I and the moderately moist or wet types of the 
brown forest soil.

These subdivisions of the black soil by the differences of the humus forms were 
independent of those by the differences of the morphological features of the profile, 
reliefs, or chemical properties.

Some considerations on the features and the forming process 
of the black soil group

There is no established theory on the forming process of the black soil group in 
this country up to the present time. On this problem, the author is of the opinion that 
the black soil group would not be formed under the forest by the effects of the relief. 
This opinion is supported by the following facts:

The chemical properties and the humus forms of the black soil group seemed to 
be not affected by the topographical factors. There were striking differences of the 
humus forms that may be expressed as "qualitative differences" between the black soil 
and brown forest soil groups. The degration of the tone of the black color of the 
surface horizon (A or upper part of A horizon) in comparison with the one of the 
lower horizon (As or lower part of A horizon) in the same profile of the black soil was 
generally, observed. This degration of the black color seemed to be due to the mixture 
of the newly formed humus from the plant residues under the forest that has the 
characters of the humus form of the brown forest soil.

The author is of the opinion that Group 1 would be the "true black soil" and Group 
2 would be either the degrading black soil from Group 1 to the brown forest soil, or 
the intermediate soil that would not be sufficiently affected by the forming factors of 

the ••true black Soil".

The features and the classifying systemof the forest soil

The above-mentioned features of the chemical properties and the humus forms of 
the brown Iforest soil, podzolic soil and black soil groups arc shown collectively in 
Fig. 28～35. These illustrations will be useful in understanding the above-mentioned 
differences among the soil groups or the types of soil in each soil group.

1) The classification of the soil groups by the differences of the humus forms.
a) The division of the brown forest soil and the podzolic soil groups.
The differences of the color quotients of the precipitated parts of the surface horizons, 

the transformations of the extinction's coefficientsof the NaOH extracts per original soil 
by the acid pre-treatment in the Bi (B) horizons, and the combinations with the mineral 
substances of the humic fractions in the Bi (B) horizons were useful for the division 
of both soil groups one from the other.

b) The division of the brown forest soil and the black soil group.
They were clearly distinguishable from each other by the differences of the ex- 

tinction's coefficients and the color quotients of the precipitated part.

2) The features and the classifying system of the brown forest soil group from 
the topographical point of view.

The types of the brown forest soil, classified by OiiMAsA's System'", were grouped 
as follows by the differences of the environmental factors that affected their forming 
processes:

Group 1....The types of soil except the Be soils.
The most dominant factor of their forming processes was the effect of the relief.
Group 2....Bc soils.
The most dominant factor of their forming processes was the effect of the wind 

that brought about a loss of water through the vegetation bodies by the blowing over 
the crowns of the forest stands as pointed out by OINAsA'". The effect of the relief 
was the secondary forming factor.

Group 1.
The types of soil of this group were subdivided schematically into the following 3 

subgroups (see Fig. 12).
i) The soils of the "ridge of the mountain (containing the upper part of the 

mountain slope)"......Ba and BB soils.
The effects of the relief brought about the eluviation of the bases and the lowering 

of the decomposition of the organic matter by the soil microorganisms. These soil 
forming factors held the course to the formation of the soils of "mor" type which 
were strongly acidified, poor in exch. bases and high in C-N ratios, by the interactions 
of these agencies. The lowering of the microbial organic matter decomposing activities 
checked the progress of the humification process.

The lowering of the cxch. bases and the relatively immature humus would check 
the aggregations of the organo-mineral colloids. Therefore, the physical properties of 
this type of soil would be inferior by reason of the insufficient formation of the porous 
soil aggregates.

The growth of the forest stands on this type of soil was inferior resulting from 
these unfavorable conditions of the chemical and physical properties.

11) The soils of the ..middle of the mountain slope."'....Bp(d) and Bd soils.
The higher rates of the cxch. base saturation and the lower C-N ratios of this type 

of soil than those of the soils of the "ridge of the mountain" seemed to identify the 
illuviation of the bases by the effect of the relief and the favorable conditions for the 
microbial organic matter decomposing activities. The interaction of these agencies 
promoted the formation of the soils of "mull" type which were weakly acidified, rich 
in exch. bases and low in C-N ratio. The increase of the soil microbial organic matter 
decomposing activities advanced the humification process.

These soil conditions would promote the formation of the stable, porous soil aggre-
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gates. Therefore, these soil conditions were favorable for the growth of the forest 
stands. That there was a more excellent growth of the forest stands on the Bo soil than 
on the Bo(d)soil would be explained by the more favorable conditions of the chemical 
and physical properties of the former than of the latter, which were affected by the 
differences of the localities along the mountain slope.

iii) The soils of the "valley floor" (containing the lower part of the mountain 
slope) Be and BF soils.

The soil conditions of the BE and BF soils were not similar t。 each other. The 
highest ratio of the exch. base saturation and the lowest C-N ratio in the BE soil 
among the types of the brown forest soil seemed to confirm that the illuviation of the 
bases and the microbial organic matter decomposing activities reached the climax in 
this type of soil.

These soil conditions progressed the humification process and would promote the 
formation of the stable, porous soil aggregates. The most excellent growth of the 
forest stands of the BF soil among the types of soil would be explained by these soil 
conditions.

As the location of the Bp soil was the flat or the gentle slope that was at a distance 
from the bottom of the mountain slope, the character of the soil along the mountain 
slope was somewhat lessened in the BF soil. The movement of the waterin the BF soil 
would be more inactive than in the Be soil and close to stagnant water. The chemical 
properties and the decomposition of the organic matter in the Bf soil were somewhat 
inferior to those in the Be soil.

The soil conditions of the BF soil was favorable for the growth of the forest stands 
in general, but its humidity-circumstances, close to the over-wetted conditions, would 
act as unfavorable factors for the growth of certain species of forest stands.

Group 2.
The types of soil of this group were subdivided into the following 2 subgroups.
i) The soil of the "upper part of the mountain slope"....... Bc-i soil.
The chemical properties and the humus forms of this soil were similar to the 

"ridge of the mountain" type of Group I or the intermediate between the above type 
and the BD(d)soil,that of the "middle of the mountain slope" type of Group 1. These 
facts are explained by the effects of the relief and the locality of the Bc-i soil that 
was the upper part of the mountain slope and not the ridge of the mountain.

These conditions of this soil were not so favorable for the growth of the forest 
stands.

ii) The soil of the "valley floor”(containing the lower part of the mountain 
slope) Bc-i soil.

On this soil,the illuviation of the bases by the effects of the relief was clearly 
observed. But the "arid factor" caused by the effects of the wind brought about the 
lowering of the decomposing activities of the organic matter as in the Bd and Be soils 
of Group 1 that occurred on the corresponding locality along the mountain slope.

The growth of the forest stands of this soil would be inferior to that of the BD 
and Be soils.

3) The features and the classifying system of the dry and moderately moist 
podzolic soils.

The forming processes of the podzolic soils on the mountain slope were affected by 
the relief and the cold climatic conditions. Furthermore, the differences of the forest 
stands that were affected by the climatic factors and infiuenced the decomposing process 
of the leaf litter would be the additional factors on the podzolic soil formation.

The podzolic soils on the mountain slope were divided as follows:
i) The podzolic soils of the "ridge of the mountain" (containing the upper part 

of the mountain slope)....... PD soils.
ii) The podzolic soils of the "middle of the mountain slope" (containing the lower 

part of the mountain slope)....... PM soils.
The author is of the opinion that the podzolic soil of the "valley floor" was present 

by the Pwロ soil after OuNAsAi".
The differences of the morphological features, chemical properties and the humus 

forms between the PD and PM soilswere as above-mentioned. Both podzolic soils were 
subdivided int。 the 3 types of soil. Ppt. Ppn andPpa. and PMi. PxE and PNMn. respectively, 
according to the differences of the progress of the podzolising process.

On both podzolic soils, the verylowrates of the exch. base saturation, the remarkable 
decreases of the organic matter decomposition and the lowerings of the humification 
process were observed. These tendencies were more distinguished in the PD soils than 
in the Pa soils. The cold climatic factor and other environmental inlluences attending 
itwere more effective than the topographical one upon the properties of both podzolic 

soils.
The soil conditions of the two podzolic soils were unfavorable for the growth of 

the forest stands.
4) The features and the classifying system of the black soil grOup.
As stated above, the effects of the relief upon the chemical properties, especially 

on the rates of the exch. base saturation, and the humus forms of the black soil grOuP 
were not observed.

Their distinguished progresses of the humification process were very characteristic. 
In this work, the author proposes the following provisional classifying system of the 
black soil group by the differences of their chemical properties and humus forms.

Group 1.
The humus forms of this group showd remarkable progresses of their humification 

process.
This group was subdivided into the following 2 types.

Type 1.....The black soil rich in exch. Ca and Mg.
Type 2.....The black soil poor in exch. Ca and Mg.

Group 2.
The humus forms of this group showed somewhat more progresses in their humification 

process in comparison with the types of the brown forest soil except the Bc-i soil.
This group was divided into the following 2 types.

Type 1......The black soil rich in exch. Ca and Mg.
Type 2......The black soil poor in exch. Ca and Mg.

The subdivision of each type of the two groups into the corresponding types of 
soil by the differences of the relief and the morphological features of the profile except 
the color of the A horizon was pOSsible.

From the viewpoint of the growth of the forest stands, the opinion that the division 
of the black soil by the differences of the exch. Ca content would be of practical use 
was induced from the works of the author and TAKAN1, and the other authorsSl・..e*・'e®'.

On the "rich in exch. Ca" type of the two groups, the growth of the forest stands 
was affected by the differences of their humidity-circumstances, i. e. the morphologically 
classified types of the black soil corresponding to the types of the brown forest soil. 
The differences of the growth of the forest stands among the morphologically divided 
types of the black soil were the same as in the case of the types of the brown forest 

soil"1刈.
On the •'poor in exch. Ca" type of both groups, the differences of the mode of the 

soil formation would exert important effects on the growth of the forest stands rather 
than the differences of their humidity-circumstances. In this case. in the following 
order as residual soil-» creep soil-・colluvial soil, the growth of the forest stands was 
superior, successivelysales.
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